

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──好きだ！」




　思わず言って、自分で驚いた。

　今まで何人もの女の子に告白してきたけど、そうやって切り出したのは初めてだった。




　俺はずっと彼女が欲しかった。切実に欲しかった。だから昔から、男女交際について自分なりにあれこれ考えてきた。

　世の中に女の子はたくさんいる。だけど、男はそれ以上にいる。

　そして男ってやつは、みんな大なり小なり彼女やら嫁やらが欲しい生き物なのは間違いない。

　つまりボーッとしてはいられない。

　俺と結ばれてくれる可能性のある相手を、一刻も早く見つけなきゃいけない。じゃないと、どこの馬の骨とも知れない野郎に先取りされてしまうかも知れない。

　そして男女交際は、告白しないことには始まらない。互いに同じ気持ちを抱いている、もしくは抱けそうな可能性がある。そういうことを確認し合い、互いの同意があって初めて、恋人同士という関係性が成立するのだ。

　だから俺は昔から、少しでも「この子いいな」と思ったらその場で即座に告白することにしていた。

　この短いやりとりでも、俺はあなたに好意を抱きました。なのでよろしければ彼女になって欲しいです。あなたはどうでしょう？　俺と同じように、俺に好意を抱いてくれますか。だったら俺を彼氏にしてくれませんか……？

　俺にとって告白とは、そういうものだった。一種の確認作業みたいなものだ。俺の彼女になってくれる人なら、きっと俺がそう思うに至ったのを受け入れ、理解してくれる。そんな可能性に賭かける勝負でもあった。

　すべて、「彼女が欲しい」という強い思いがあってこそのものだった。

　だけど今は違っていた。

　俺は気づくと愛を叫んでいた。

「え……あ……」

　二つも下の中等部２年で、だけど十四歳とは思えないくらいに背が低くて、そのくせ体つきは大人で、そして──息を呑のみ、ずっと怒ってるみたいな、だけど今は驚いてもいるみたいな顔をした──

　初は鹿じか野のつぶら。彼女に。

　──ああ、そうか。

　彼女の顔を見ているうちに、身体からだ中じゆうに鼓こ動どうが響きわたるような感覚があった。

　それもまた、俺にとっては初めてで。

　だけど……いや、だからなのか。とにかく俺は自然と自分を理解した。




　──これが恋なんだ。

　俺は初めて、女の子に恋をしたんだ──














「──だから即座に告白したんだよ。付き合ってください！ってさ」

「で、今回もフラれたか」

「う……そ、そのとおりです……」

「だろうな。何度も言っているが、普通、そんな風に告白されてＯＫする女はいない」

　朝からダメ出しされるとますます切なくなる。それが数少ない、俺のこういった話を聞いてくれる友人からとなるとなおさらだ。

　十月に入って数日。衣替えがあり、ひさびさに冬服を着て気分は一新。だけど俺、星ほし井い出で功こう成せいは相変わらずの調子だった。

　なにせ今日も失恋だ。これで通算十何度目だろうか。まあ、それだけ経験してるから慣れてはいるんだけど、それでも切ないものは切ない。

「今度こそ、とは思ったんだけどなぁ……」

「何な故ぜそう思ったか改めて確認したい」

　と、友人の戸と間ま九く郎ろうは眼鏡の位置をクイッと直す。かと思うとすぐ、手元でやっていたスマホゲーのスタミナ消化に戻る。

　常に何かしら並行作業していないと気が済まないやつで、そして多趣味なやつなのだ。俺の話に毎度つき合ってくれるのも、こいつにとっては趣味の一いつ環かんなのかも知れない。九郎からしたら俺は、いまいち理解不能な思考と行動をする面おも白しろ珍ちん獣じゆうみたいなもんだろうし。

　まあ、俺からしたら話を聞いてくれるだけありがたいので、その辺については別にいい。

「えーとな……まず、うっかりスマホを落としちゃったわけだよ。校門のところでさ」

「登校してきた生徒たちで混み合う中で、だな」

「そうそう。しかもカドから落ちたみたいで、カツッカツッて転がっていっちゃってさ」

「二重の意味でヒヤッとするな。液晶が割れたかも知れないし、無事だったとしても誰かに踏まれるかも知れない」

「そうなんだよ！　だけど、そこで天使が現れた」

「ふむ」

「３年の女子の先輩が、さっと拾って俺に手渡してくれたんだよ……髪を脱色してて制服も着崩してるようなちょっとギャルっぽい感じの人だったけど、むしろ俺は〝天使って実はギャルっぽかったのか……！〟くらいのもんだったね」

「ふむ……」

「とにかくジーンと来るだろ？　なんていい人なんだ……ってなるだろ？　ああ、こんなに優しくて素敵な人なら俺の彼女になってくれるかも知れない……」

「それで告白したわけか」

「ああ！」

「やはり途中から一気について行けなくなった」

「…………」

「それで相手の反応は」

「……走って逃げられた」

　ちょ、ま、何あんた突然。えっスマホ拾ってあげただけで!?　何それキモっ、やめてよ、冗談じゃないってば──とわめきながら。

　思い出すと改めて切なくなる。変質者を見るような目だったなぁ、去り際……。

「追いかけたりはしなかったのか」

「い、いや、それは悪いだろ。告白されて逃げ去ったんだから脈はないんだし、やめてよとか言われたら追いかけられるわけないって」

「しかしおまえ、彼女は切実に欲しいのだろう？」

「……だからいさぎよく諦あきらめて、次の出会いに期待する」

「そうしてまた同じことを繰り返す、と」

　九く郎ろうはそこでスマホを机に置いた。スタミナ消費の周回が終わったらしい。

　そして、また眼鏡の位置をクイッと直すと、落ち着き払った口調で言った。

「おまえはちょっと、ちょろすぎないか？」




「まあねぇ……功こう成せいはね……」

　横を歩く女子は身体からだを縮めつつ、あはは……、と苦笑い。

　放課後になっていた。俺たちは美化委員の会合に参加すべく、大会議室のある中央棟に向かっているところだった。

「……俺は別にちょろくないって」

「ご、ごめん。でもその、今朝の話もそうだし、今だって……ほら」

「ん？　なんだよ、はっきり言ってくれ小お津づ」

「功成、美化委員なわけじゃないのに、わたしと会合に向かってるし……」

「そりゃ九郎に代理頼まれたからなぁ。しかも──」

「追っかけてる地下アイドルのライブのチケット予約をしたいから、今日はどうしても帰りたい。だから代理頼む、功成にしかこんなこと頼めない……って言ってたね」

「そこまで言われたら、そ、そうか、なら俺に任せろ！ってなるだろ。いや、多趣味なのも大変だよな、常になんかしら並行で追いかけてなきゃいけなくてさ」

「そこがまさにちょろいんだってば、功成は！」

　朝に引き続き、友人からダメ出しされる俺だった。

　しかもこいつ──小津梅うめ香かの場合は、九郎とは意味合いというか重みが違う。

　理由はいろいろあるけど、まず第一にこのとおり女子であり、俺にとって唯一の普通に話せる女子であり、そして九郎より付き合いが長いやつだから、というのが大きい。
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　なにせ小学校時代の学童保育の頃からの、かれこれ十年近い間柄になるから、世間一般的にはいわゆる幼なじみと言っていいレベルなんだし。

　まあ、小お津づと仲がよかったのは二歳下の妹で、俺は一度も一緒に遊んだりしなかったから、どっちかというと『昔から知ってる』ってだけではあるけども。

　それでも貴重な存在なのは間違いない。その上──

「簡単すぎるんだよ、功こう成せいは。人の言うことをすぐ信じるし、ちょっとしたことでコロッと女の子を好きになっちゃうし。それじゃいつまで経たってもダメだよ、うん」

「……百戦錬磨の恋愛マスター的には、あり得ないって言うのか？」

「ま、まあねっ。恋愛は先に好きになった方が負けだから」

　薄い胸を張って、得意げに言う。

　そう。この小津というやつは、俺と違って昔からやたらめったらモテる。

　といっても俺は相手の男を一度たりとも見たことがないんだけど、さんざん数々の武勇伝を聞かされてきたからきっと本当なんだろう。

　まあ、顔はそこそこ可愛かわいい方だし、女子にしては背が高くて（１７０センチ近くある）すらっとしたモデル体型。それで性格が基本的に人当たりがよくて話しやすいタイプなんだから、なんだかんだでレベル高めの女なのは間違いないしな。

「その……だから功成はいい加減、諦あきらめるか攻め方考え直すか、した方がいいと思うんだけど……悪いけど……」

　と、胸を張ってたと思ったらすぐ背中が丸まるあたりは、あんまり男ウケがいいとは思えないんだけど……しかし本人がモテると言ってるんだから本当なんだろう。

　なので、恋愛絡みのダメ出しには説得力がある。けども……、

「諦あきらめはしないって。どうあっても、彼女欲しいしさ」

　俺は、素直には頷うなずけない。

「だったら、せめてそのちょろいところをどうにかしたら？」

「それもな……というか、そう言われてもな……」

　ぶっちゃけたところ、俺はいまいちピンと来ていない。

　というよりも、正直、不本意だったりする。だって、人から親切にしてもらえたり、理解を示してもらえたりしたら、ジーンとくるのは当たり前のことじゃないか。

　今朝のことだってそうだ。他にもたくさんの人がいた中で、あの先輩だけが俺の落としたスマホを拾ってくれたんだから。

（なんていい人なんだ、天使みたいだ、きっと結婚してもこうやって俺を助けてくれるに違いない、ならこうしてる場合じゃない、誰かに取られる前に告白しないと──）

　って思考がつながるのも、俺にとっては自然なことなのだ。

　しかし……。

「ならこれからも彼女ゲットするのは無理だろうね。まあ、わたしは別にいいんだけど……」

　クラスのみんなはもう俺を『奇行を延々繰り返してる変わり者』って目で見てるし、ただ二人、話を聞いてくれる友達にだって、このとおり理解はしてもらえてない。

　──いつかは必ず、こんな俺でもいい、いやこんな俺だからいいと言ってくれる運命の相手に巡り会える。

　ずっとそう思って、何度フラれてもめげずに来たけど……。

　さすがに最近ちょっと、不安を覚えるようになってしまっていた。

　俺を理解してくれる子なんて、本当は存在しないんじゃなかろうか。

　俺が彼女を作るなんて、実は無理なんじゃないだろうか……。

　かといって、自分のちょろいちょろいと言われるところを直すってのも抵抗がある。

　だって、自分を曲げて恋をしたって、長続きするわけがない。彼女は切実に欲しいけど、それは間違っても『一度でいいから彼女がいる境きよう遇ぐうになりたい』ってものじゃないのだ。

　彼女。恋人。運命の相手。つまりは人生を共に歩ける女性……。

　そういった存在が欲しいって、俺は思ってるんだから。

　そんな相手に自分を偽って接したくはない。これも、当たり前のことだろう？

「それとも……わ、わたしにしとく？」

「人の女を取る気はないって。おまえ、今もたくさん男いるんだろ？」

「まあねっ。なにせわたしだしっ…………はああぁ」

「なんでため息？」

「気にしないで、なんでもないから……」

「そ、そうか」

　まあ、だったら、それはともかく──

　こんな小お津づのことは嫌いじゃないけど、一度たりとも恋愛対象として見たことがないのだって同じことなのだ。

　このままでいいのかとさすがに不安にはなるけど、自分の気持ちには素直でありたい。譲れないものは譲れない。

　でも、そんなだから彼女が延々できないんだ、と言われたら……。

　……いや、やっぱりそれでも譲れない。




「はい、では出欠を取ります。まず高等部３のＡ──」

　演壇に立った美化委員長さんが、帳ちよう簿ぼを広げながら出欠を取り始める。

　今日の美化委員の会合は、中等部と高等部の合同らしい。大会議室には各クラス二名ずつの美化委員が計六学年分集っていて、なかなか壮観だ。中高一貫校である、我らが私立久く々ぐ田た学園ならではの会合の光景だろう。

　うちの学校（ちなみに『ぐたがく』という略称が一般的だ。気が抜ける響きだけど俺は嫌いじゃない）の広い敷地は中央を『久々田並木』と呼ばれる通路に貫かれ、東西に分けられたそのそれぞれに、中等部と高等部の校舎が建てられている。

　なので基本的に中高の交流はないんだけど、もちろん例外はある。その中の一つがこの美化委員会だ。

　校舎やグラウンドは別々でも、校門や久々田並木、そして図書室や俺が今いるこの大会議室などが入っている中央棟は、中高の共用施設になっている。そういったところの美化は連携なしじゃ行えないから、美化委員はこうして、定期的に中高合同の会合を開いているのだそうだ。

　今日の会合は各種伝達事項がメインで、それが終わったら軽く合同美化作業があるらしい。今後の共用部美化作業のための、過程確認レベルのものなので、九く郎ろう曰いわく部外者の俺でも特に問題はないだろう、とのことだ。

「では次、高等部１のＣ～」

「あっ、は、はいっ。ですが今日は片方欠席で、代理の人間が来てますっ」

「あ、戸と間まの代理の星ほし井い出でです。よろしくお願いします」

　なので俺があとすることは、こうして九郎の代理で出欠に応こたえるくらい。

　一応、きっちり手を上げて名乗っておいた。せっかく来たのにスルーされたらなんの意味もないし。

　ところが。

「星ほし井い出で……？」

　……ん？

　委員長さんはどういうわけか、俺の名前を聞いていぶかしげな顔になった。

「な、なんですか？」

「いえ……その……なんでもありませんけど……とにかく代理出席ですね、分かりました」

　いや、どう見てもなんかあるでしょ……。

「ですが、その……活動中はいきなり女子に告白とか控えてくださいね……？」

「…………」

　きょとんとしてしまった。そして数秒後に理解した。

　委員長さん、俺のこと知ってる？

「あ……ま、まさか委員長さん、今朝の先輩と同じクラスとかですか!?」

「っ!?　や、やめてください、受験を控えた大事な時期なんですっ。恋愛にかまけてる時間はありませんしよく知らない男子にいきなり告白されるとかホント迷惑ですからっ」

　こ……これは間違いない！　委員長さんは今朝のことを知っていて、自分を含めた美化委員の女子たちにも俺が同じように告白してくると思ってるんだ！

「誤解ですよ！　そんなことしませんって、俺は別に手当たり次第にああするわけじゃないんですから！」

「で、でもスマホを拾ってあげた程度で告白してくるんだから……」

　思わず立ち上がって抗弁したけども、ダメだ、委員長さんはどん引きで、さっぱり話を聞いてくれそうにない！

　議事進行をする委員長さんがそうなれば、参加している美化委員のみんなもざわつき始める。隣で小お津づもアワアワしていた。

　ああもう、なんでこうなるかな!?

　俺が女子にすぐ好意を抱くのだって、その場で即座に告白することにだって、ちゃんと俺なりの理由があるのに。

　──やっぱり、そんなのは誰にも理解してもらえないか。

　俺のことを受け入れてくれる子だって、やっぱりどこにも存在するわけないか……。

　なんて、来がけにも思ってしまったことを、思わず胸中で噛かみしめ直してしまったときだった。

「余計なことに時間を費やしているのはよくないと思います！」

　突然、そんな声が響いた。ざわついていた大会議室は一気に静まった。

　みんなの視線が集まる。そこでは、一人の女の子が立ち上がっていた。

　中等部の制服。頭の両側で結われた髪。まだあどけない、でもとびっきりに整ったお人形さんのような顔立ち。

　しかしその眉まゆは鋭く吊つり上あがり、口はへの字口。そして、問答無用で気け圧おされてしまうような眼光で……。

「活動時間は限られていて、このあとに作業もあるんですよね？　でしたら、議事進行を務める立場の人間は、まず円滑な進行を心がけるべきだと思います」

　委員長さんを見み据すえ、よどみない生き真面目まじめそのものの口調が続く。正直、委員長さんより委員長らしかった。

「で、ですけど……と言いますか、ええと、あなたは？　中等部２年の──」

「はい。はじかのつぶらといいます。今日はクラス委員として、病欠の土つち屋やさんの代理で出席しています。その立場で差し出口とは思いましたが、さすがに見かねましたので」

「は、はあ……」

「そもそも。一クラスずつ名前を読み上げて出欠確認していること自体、非効率的ではないでしょうか。その上で今のように脇道に逸それていては、いつまで経たっても本題に入れません」

「…………」
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「一見したところ人数は揃そろっているようですし、各クラス二名構成なのですから、あとは欠席や代理出席があった場合のみもう一名からの申告制、ということでいいのではと思います。今回はもう遅いでしょうが、今後のためにとご意見申し上げました。失礼しました、以上です」

　何もかもが正論の意見を一気に言うと、その子は機敏に腰を下ろした。

　座ってる姿もピンと背筋が伸び、生き真面目まじめそのもの。まるで正しさの権化のようだった。

　だから参加者一同、圧倒されてしまって声も出せない。それどころか、彼女の醸し出す生真面目オーラに当てられ、みんなもぎこちなく背筋を伸ばす始末だった。

「き……貴重なご意見、ありがとうございます……それじゃそういうことで……」

　委員長さんも完かん璧ぺきに腰が引け、コクコク頷うなずくばかりだった。

　もう俺の方を気にもしない。というより、気にしてる場合じゃなくなったんだろう。

　つまり俺は結果的に、あの子に助けられたような形になったわけだけど……。

（な、なんかめちゃくちゃ怖いなあの子っ……）

　俺も背筋を伸ばしながら、そう考えるばかりだった。

　いや、だって。他人の意見をまったく受け付けなそうというか、そもそも耳も貸さなそうだし。中等部の２年のくせに、最上級生の美化委員長さんに対してまったく腰が引けた様子もなかった。自分の正しさを固く信じている、生真面目で融通が利かないクラス委員タイプの典型というか……。

　今の俺の精神状態にとって、一番キツいタイプだ。

　このあとの合同美化作業って、どういう風に担当分けされるんだ？　頼むからあの子と同じところを担当する羽目になりませんように……。




　と、思っていたんだけども。

「中等部２年のはじかのです。よろしくお願いします」

「は、はあ……こちらこそ……」

　どうしてこうなった……？

　数十分後。俺は久く々ぐ田た並木で、この子と二人っきりになっていた。

　この子の意見具申以降、出欠確認も話し合いもやたらめったら手早く進んだ。

　そして合同美化作業ということになり、委員長さんから担当分けが通達されたんだけども……。

　俺は何な故ぜか小お津づとは分けられ、この子と組むように言われた。

　どちらも代理で美化委員の作業は未経験。だったら二人には簡単な久々田並木の掃き掃除を担当してもらって、正規の美化委員には経験がいる作業に当たってもらいたい……。

　もっともらしい理由ではあったけど、たぶんこれ、体のいい厄介払いだよな？　無差別告白魔と思われている俺と、代理出席の身で最上級生に意見をしてきたこの子という対処に困る二名を、委員長さんは隔離したかったというか……。

　と、そのあたり察しはつくけども、それでも「どうしてこうなった」だった。

「…………」

　な、なんか向こうは睨にらんできてるし……！

　こうして間近で見ると、やっぱり目がくりっと大きい、お人形さんのように綺き麗れいで可愛かわいらしい顔立ちをした子ではあった。中２だから当然まだ子供っぽさはあるけど、むしろそれが絶妙に妖よう精せいめいた透明感を醸し出してて、『凛りんとした美少女』とはこういう子のことを言うんだなぁ、というレベルだった。

　会合中の印象に反して、背だって低かった。中２にしたって小柄だろう。なんせ俺の顎あごまでもない。小学生の中に交じってても違和感がないくらいの身長だ。だから頭の左右で髪をまとめて垂らした髪型だって、怖いくらいに似合っている。

　そのくせ胸だけはやたら立派、というのに至ってはもう反則だろう。小学生みたいに小柄で華きや奢しやなのに、制服の布地が胸元だけは押し上げられて、はち切れんばかりになっている。いやでも目を引くし、ぶっちゃけたまらない。

　なんて並べていくと、「どうしてこうなった」どころか、むしろ男なら二人っきりになれたことを喜ぶくらいの女の子ではあったんだけども……。

　ムスッとした表情と、強烈な威圧感を放つ眼光。そして全身に充みち満みちている生き真面目まじめなオーラが、その辺をすべて吹っ飛ばしてしまっている。

　正直怖い。緊張させられるばかりだった。

　……が、相手はうちの妹と同じ歳としだ。ビビってはいられない。

「え、えーっと……はじかの、っていうのはどういう字を書くんだ？」

「初めての鹿に野原の野です」

「そ、そっか。俺は星の井戸に出るで星ほし井い出でなんだけど……お互い微妙に珍しい名字だな！　ハハハ……」

「…………」

　ああっ、空気を変えようと話を振ってみたら、なんかますます睨まれてるような！

　その大きくて光が強い目に見み据すえられると、どんどん背筋が伸び、そして頭がぐるぐるしてくる。

（俺、なんか悪いことしたっけ？　してないよな？　いやしてたか。そもそも名乗るのが遅れたし、俺自身の考えはどうあれ客観的には俺って無差別告白魔なわけだしな。そうなると怒られる？　怒られるよな？　うわ、どうしよう──）

　などと、気づけば罪を犯した意識にさいなまれ、それを糾弾されるに違いないと冷や汗が出るくらいだった。いきなりパトカーに遭遇し、眼前で停とまられたときに似ていた。逆らいようがない正しさと清廉さを前にすると、強制的に自分が何か悪いことをしてたような気にさせられる、みたいな。

　この子、クラス委員ってことだったっけ？　適任すぎだろう。クラスの子たちもきっと誰一人刃向かえないに違いないし……。

「先輩。もしかして──」

「すまなかった！」

　俺も、とにかく謝るしかなかった。

　がばっと大きく頭を下げると、彼女は引き続き俺を睨にらみあげたまま小さく首を傾かしげて、

「……何がでしょう」

「その、なんだ。名乗るのが遅れたこともだけど……美化委員長さんを横から遮って、あの話題を流してくれたこともさ。おかげで助かった、なのにお礼を言うのが遅くなって悪かった──」

「先輩は何か勘違いしています」

「はいっすいません！」

　反射的に再び頭を下げてしまった。下げてから気がついた。

「……え？　何が？」

「私は単に進行の遅さを見かねて、つい意見してしまっただけです」

「…………」

「そもそもなんの話だったのか、いまいちよく分かりませんでしたし。美化活動とはあまり関係がなさそうだったのは分かりましたけど」

「ああ……いや、うん。そっか。そりゃそうだよな」

　ということはこの子、別に俺に対して怒ってたわけじゃないのか？

　いや、まだムスッとしたへの字口で、俺を睨み上げたままではあるけども。

「と……。とにかく作業を始めましょう。同じ話ですが、時間には限りがあります」

「え？　あ、お、おう」

「左右から中央に向かってそれぞれに掃いて、最後に二人がかりで、まとめて回収するのが効率的だと思います。それで構いませんか」

「お、おう。そうだな、じゃあそんな感じで……」

「はい。では改めまして、よろしくお願いします。星ほし井い出で先輩」

「よ、よろしく。ええと……初は鹿じか野のさん」

「呼び捨てで結構です。私は下級生ですから」

　そう言うと初鹿野さ──初鹿野は機敏にきびすを返し、植木に立てかけていた竹ボウキを手にすると、自ら率先して並木道の反対側に向かった。

　……別に、なんでもかんでも誰に対しても噛かみつくわけじゃないらしい。

　効率性を重視し、そのための手段を生き真面目まじめに考案して取り組むだけで、口調と顔こそ怖いけど、むしろ礼儀正しく、きちんと目上を立ててくれる子だった。

（そりゃそうか。俺だって無差別に惚ほれて告白するわけじゃないんだから……）

　初は鹿じか野のにだって、きちんと初鹿野なりの理由があるのだ。そう思うと少し気が楽になった。

「何をボーッとしているんですか！　さっきも言ったとおり、時間は限られているんですよ！」

「はいっすいません！」

「敬語は結構です」

「すいま……了解」

　いや、うん。やっぱ怖いわこの子……。




　二手に分かれてホウキを使っていると、小一時間ほどで中央にゴミを集めることができた。

「では、さらってしまいましょう。私が箕みを構えますから、先輩はホウキをお願いします」

「み、って……ああ、そのちり取りみたいなやつのことか。了解了解……」

　徹底してクラス委員気き質しつってことなんだろう。初鹿野は常に率先して、キビキビと作業工程を立案してくれる。

　逆らう理由はないので、俺は素直にそれに従い続けていた。

「…………」

「…………」

　なので会話がない……。

　初鹿野、無駄口はいっさい叩たたかない子みたいだからなぁ。

「あー……初鹿野って、自分のクラスでもそうなのか？」

「そう、とは？」

「いや、テキパキ仕切るみたいな」

「仕切っているつもりはありません」

「わ、悪い」

「怒ってもいません」

「そっか……。ならいいんだけど」

「はい」

「………………」

「………………」

　と、俺から頑張って話を振ってもこのとおりだし。いつもあっという間に終わる。

　ひょっとして、俺にも無駄口を叩たたくなってことなのか？　いや、でもそれならきっぱりそう言いそうだな、この子は。

「理由があるから怒るんだもんな、初は鹿じか野のは」

　だから、初鹿野が構えている箕みに枯れ葉を掃き入れつつ、再び話を振ってみる。黙ったままだと緊張させられる一方だし……。

「はい……。そのとおりですが」

「俺だってそうだよ。理由もなく女の子に惚ほれたり、告白したりしないのにさ。なのに委員長さんはああだったから参ったよ」

　と、その話をちゃんとしておきたい、というのもあった。

　彼女にはその気がなかったとしても、俺は遮ってもらえて助かったのだ。だからきちんとそう伝えておきたかったし、数少ない共通項を話題にしたいというのもあったと思う。

「そもそも、あれは一体なんだったんですか」

　その辺が通じたのか、初鹿野は箕を構えたまま、顔を上げて応じてくれた。相変わらず怒ってるみたいな表情だったけど、きっとこれは『地がそういう顔つき』ってだけなんだろう。こっちを向いてくれたのが嬉うれしかったので、積極的にそう思うことにする。

「いや、今朝さ。３年の先輩に告白したんだよ俺」

「はあ」

「それがまあ、今日初対面の人だったからさ。向こうからしたらいきなり見ず知らずの後輩にコクられたわけだろ？　ずいぶん引かれちゃってさ、走って逃げられちゃって……。で、その人はたぶん委員長さんのクラスメイトだったんだ。だからそのあと、クラスで俺の話をしたんだと思う」

「それで、委員長さんは先輩を警戒した、というわけですか」

「そうそう」

「当たり前だと思います。委員長さんの警戒も、告白された人が逃げたのも。当たり屋か何かと変わりないです、先輩の行動は」

「ぐふっ」

「けど、先輩にはそうした理由があるという話ですね」

　ばっさり切り捨てたかと思ったら、そこはしっかり拾ってくれていた。

　この子、やっぱり最初の印象とは違って、こっちがちゃんと話せばちゃんと聞いてくれる子なんだな。なのでありがたく、続けさせてもらう。

「うん……まあ、友達にも理解してもらえないような理由だけどさ」

「どのような、ですか」

「俺って、ずっと彼女が欲しいやつでさ。でも、男女交際はお互いの気持ちあってこそだろ？　相手がＯＫしてくれなきゃ、恋人同士にはなれない」

「はい」

「そういう相手は、きっと希少だと思うんだ。だけどほら、世界には男がたくさんいて、みんな大なり小なり彼女欲しいなって思ってるわけじゃん？」

「そのようですね。男性の本能に基づく欲求でしょうから、それ自体は否定する気もありません」

「ははは、ありがとう。初は鹿じか野の的には理解できないけど、って感じなのに」

「私の話じゃないはずです」

「はいすいません……。まあ、だからな？　早くしないと俺の運命の相手が、他の野郎に先に持ってかれちゃうかも知れないだろ？　だから、少しでもいいなぁと思ったら、即その場で告白するように心がけてるってだけなんだよ。俺は」

「…………」

「今朝も同じことでさ。ああ、この人いいなぁ、いい人だなぁって……だから告白したんだよ」

「何か、途中が飛んでいませんか？」

「……まあ、やっぱそうなるかぁ」

「まず。どうして美化委員長さんのクラスメイトの方を、いいなぁと思ったんですか？」

「ああ、うん。俺が落としたスマホを、拾ってくれてさ」

「どうして、告白したんですか？」

「だから、いい人だぁって……」

「そこですね。そこをもう少し詳しくお願いします」

「え？　詳しくって……」

「相手がいい人だと思っただけでは、告白しようとまでは思わないはずです。ちゃんと理由があると先輩は仰おつしやいました。ちゃんと、聞かせてください」

　……初めてだな。こんなにきちんと、その辺について聞かれたのは。

　九く郎ろうにしたって小お津づにしたって、いつもそれ以前の段階で「さっぱり分からない」と投げ出す感じだったのに。

「その……恋人が欲しいって言ってもさ、ただ『告白にＯＫしてもらえりゃいい』ってわけじゃないんだ」

　まっすぐ見上げる瞳ひとみに釣り込まれるみたいに、俺は思わず手を止め、改めて話し出す。

「俺がこの人いいなぁと思ったように、相手にも俺のことをいいなぁって思って欲しいんだ」

「はい。それは、どうしてですか」

「特別な存在なわけだろ？　恋人って。一緒にいたいって思い合ってて、一緒にいても苦痛じゃない。そういう相手じゃなきゃ、人生を一緒に歩いてはいけないよな？」

「…………」

「誰かに親切にしてもらえたら、ジーンとくる。いくら友達からはちょろいちょろいと言われようと、どうしても俺はすげー嬉うれしくなっちゃうんだよ。だから、俺はこういうやつですけどって……こんなにいい人なら、ひょっとしたらそういう俺を分かってくれるかも知れない、受け入れてくれるかも知れないってさ……」

「そう思って、告白を決意するわけですね」

「う……うん、自分でも確かにこれはちょろいと言われても仕方ないと思うけど……」

「…………」

「な、何を語ってるんだろうな？　俺は」

　いまさら気恥ずかしくなってきた。

　初対面の、妹とタメ年の女の子に。しかも最初はビビってたのに。

　でも……。

「聞いたのは私です」

　そう。これはひとえに初は鹿じか野のが、俺の話を誠実に聞こうとしてくれてたからだった。

　それだけに、恥ずかしさを覚えつつも、彼女の反応が気になった。

「と、とにかくそんなわけなんだけど……」

「そうですか」

「…………」

「…………」

　え、それだけ!?

「は、初鹿野……？」

「ホウキが止まっていますよ」

　ぎろっと睨にらみ上げられて気づく。確かにいつの間にか、話すのに夢中になって手を止めてしまってた。

「あっ……やっ、わ、悪いっ……」

　慌ててホウキを動かし、残りの枯れ葉を掃き入れ始める。

「………………」

　初鹿野は眉み間けんにシワを寄せ、箕みの角度を調整しているばかり。

　……俺の話、聞きはしたけどさっぱり理解できなかったってことなのか？

　それとも、無駄口と承知で付き合ってただけだから、どうでもよかったってことなのか？

　どうあれ……こんな反応を見せられては、俺も蒸し返せない。

　結局その後、俺たちは作業を終えるまで無言のままだった。




　作業の終了時間になったので、初鹿野と共に集合場所である中央棟の前まで戻る。

　あとは委員長さんの挨あい拶さつがあって、今日の会合は終了。この場で解散のはずだ。

「あ、来たし……」

「もうちょっと向こう行きましょうよ。コクられないように」

「そ、そうだね。何回フラれても懲りずに、あっちこっちの女子に声かけてるみたいだし……」

　俺の姿を目にすると、何人かの女子がそんなことをヒソヒソ話しながら遠ざかった。

　そして前に出ている美化委員長さんに目配せ。苦笑いし、頷うなずく美化委員長さん。

　……どうも向こうは作業中に、改めて俺の話をしてたみたいだな。

　切ないけれど仕方がない。ここで俺がムキになって否定なんかしたら、また面倒くさいことになるだろうし。

　そもそも……分かってもらえるはずもない。九く郎ろうや小お津づだって、分かってくれないんだから。

　いや、たぶん誰にも──




「それは違います！」




「……………………」

　隣から上がった声に、目を見開いてしまった。

　距離を取ろうとしていた子たちだけでなく、美化委員全員がギョッとしていた。

　一斉に視線が集まっても初は鹿じか野のはまったくたじろがず、むしろふんっと胸を張り、腰に手を当てて、

「作業中に軽く話を伺いましたが、星ほし井い出で先輩は無差別に誰彼かまわず好意を抱き、交際を迫る人ではありません。なのでそういった態度は失礼だと思います！」

「は、初鹿野……」

「他者からの働きかけに素直に感じ入り、嬉うれしく思うからこそ、相手も自分と同じだったらもっと嬉しい、分かち合いたい、つまり特別な関係になりたい……」

　相変わらず、怒ってるみたいな顔で。

　大きな目で睨にらむみたいにしっかり相手を見み据すえて。

「と、どうやらそういうことで、告白に至っているようです。星井出先輩と同じように感じるのは難しいですが、しかし一定の理解は示せると思います。少なくとも私は、ある程度理解しました」

　……俺から話を聞いて黙り込んでたのは、こうやってしっかり受け止め、咀そ嚼しやくしてくれてたからなのか？

「もちろん星井出先輩にも大いに問題はあります。ですが、理解しようともせず、頭から拒絶したり避けたりするのはよくないと思います！」

　咀そ嚼しやくして……理解に努めて……それである程度、俺のことを分かってくれたから……。

　誰にも分かってもらえないかも知れない、と思ってたことを。この子は。

　分かってくれただけじゃない。

　こうして、弁護までしてくれて……。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

　ぶるるっ、と身体からだが震えた。熱いものが胸の奥から込み上げた。

　生まれて初めての感覚だった。

「ああ、もう……面倒なのでさっさと終わりにしましょう。予定していた作業はすべて問題なく完了しましたね？　はい、では今日の美化委員合同会合は終わります。解散してくださいっ」

　委員長さんがそう宣言すると、美化委員たちは関かかわり合いになりたくないとばかりに、あせあせと足早にこの場から立ち去り始める。

「え、えっ～っと……あの、功こう成せい～……？」

　そんな中、小お津づが背中を丸めながらおずおず寄ってくる。

　残っているのは、あっという間にあと数人になってしまったようだ。その中にはうろたえた様子をした中等部の子もいて、ひょっとしたら彼女が初は鹿じか野のの相方なのかも知れない……。

　と、視界の隅でそれは認識したけど、しかし俺の視線は別の方に釘くぎ付づけのままだった。

「ふぅ……失礼しました。とにかく、お疲れさまでした星ほし井い出で先輩」

　その視線の先で、初鹿野はくるりと振り返る。

　小さな身体。大きな目。怒ってるみたいな顔。少しだけ遠心力でフワッと浮いて、すぐに重量に引かれて戻った左右の髪。

　そのすべてに、俺は釘付けだった。生まれて初めての感覚は、どんどん込み上げて止まらなかった。




　彼女が欲しい、とずっと思い詰めていた。

　相手に彼女になって欲しいなら、きちんと告白しなきゃいけない。その意思を伝えなきゃいけない。

　だから俺の告白は、いつも「付き合ってください」という切り出し方だった。




「……星井出先輩？」




　だけど、今は。

　込み上げるがままに。




「───好きだ！」




　俺は言っていた。

　自分で驚いた。

「え……あ……」

　初は鹿じか野のも、大きな目をさらに大きく見開いていた。

　さっきまでムスッとへの字になっていた唇が、ぱくぱくと開閉する。

　まだあどけなさが色濃く残る頬ほおは、みるみるバラ色に上気していって。

　それは、彼女が俺の言葉をきちんと受け止めてくれてるからこそだって、分かって。

（ああ、そうか。そうなんだ）

　胸の鼓こ動どうが、身体からだ中じゆうに響きわたるみたいに。

　自然と理解した。理解できた。




　──今まで。

　この子いいなぁ、と女の子に対して思ってたのは嘘うそじゃなかった。

　親切にしてもらえたのは、素直に嬉うれしかった。

　だけど、そうじゃない。だから告白っていうのは、違ってた。

　こういうものだったんだ。

　この子ならひょっとして……と期待して切り出すんじゃなくて。

　この子が好きだから、付き合いたい。この子だから一緒に歩いていきたい……。




　……これが、恋なんだ。

　俺は初めて、女の子に恋をしたんだ。




「俺は、君が好きです」

「────」

「今日、初めて会ったばっかりだけど、まだほんの少ししか話してないけど、でも、俺は君が好きになりました」

「あ、うあ、ぁ」

「君のことを大事にしたいって。君がそうしてくれたみたいに、俺も……君のことを理解したいって、思った。思いました」

「あうあうあぁっ……」

　夢中で言葉を紡いだ。懸命に、伝えた。

「君が話を聞いてくれて嬉うれしかった。君が頑張って理解して、尊重してくれたのが嬉しかった。だから、君もそう感じてくれたら嬉しい……」

「わ、わたっ、わたし、は」

「……俺と付き合ってもらえませんか。ずっと、大事にさせてもらえませんかっ」

「は────」

　初は鹿じか野のつぶらという、俺が初めての恋をした女の子は……。




「はい……」

　こくん、と。頷うなずいて。




　俺の初めての、彼女になってくれた。














　翌日の昼休みになっても、俺は浮かれていた。

「まさか功こう成せいの告白にＯＫする女が実在するとは……」

「いや～ハッハッハ、全部九く郎ろうのおかげだって！　おまえが代理を頼んでくれたおかげで、運命の相手と巡り会えたんだから……！」

「オレもおかげで無事にチケットが取れたから、別に礼には及ばんが」

「お、そうかそうか！　なら幸せ者同士だな！　は～ホント幸せすぎる……」

　九郎に昨日のことを語っては噛かみしめ、ひたすらにニヤける。

「しかし、少々あり得なくないか？」

「えっ、何が？」

「功成もその子もちょろすぎるだろう」

「いやいや、あはは、それはちょっと違うって」

　九郎からの恒例のツッコミも、今日はもう気にもならない。それどころかいっそうニヤけてしまいながら、

「初は鹿じか野のは誠実な子なんだよ……俺の話をしっかり受け止めて、真面目まじめに考え抜いて理解してくれたんだ……。だからこそ俺も好きになったんだし、そういう初鹿野だからこそ、俺の気持ちが通じたんだよ……！」

「……そういうことでいいのか、小お津づ」

「あはは……戸と間まくんが信じられない気持ちは分かるけど、確かにあの子、功成の告白にしっかり頷うなずいてたし……」

　九郎に熱く語り、小津からは太鼓判を押してもらえてますます気持ちは浮き立つ。

　そう、つまり運命の出会いだったんだ。今までずっとフラれ続けて来たのだって、きっと昨日ああして初鹿野と結ばれることが決まってたからなんだ……！

　なんてことすら、自然と考えてしまうくらいだ。とにかく嬉うれしくて幸せでたまらない。

「ふむ、ならばそういうことでいいが……だとしたら功成、オレたちと話している場合ではないのではないか？」

「あ、うんうん。釣った魚にはエサをあげないとダメだよ」

「そりゃもちろん分かってるって。でも、友達にはきちんと報告しておきたかったしさ」

　俺が笑って言うと、二人は顔を見合わせる。

「……痛み入る。では、あとは頑張れ」

「ま、まあ、なんかあったら相談してね。恋愛には百戦錬磨のこのわたしが、アドバイスしてあげるから」

　九郎は眼鏡の位置を直しつつ、小津は胸を張りつつ、そろって笑顔で応こたえてくれた。

「ありがとう！　ってわけで早速、放課後に会えないか連絡をしてみます」

　友人たちの応援を背に受けて、あとはもう心置きなく、夢の男女交際ワールドに突入するばかり。

　いざ！　とスマホを手に取って、いよいよ彼女に初のお誘いを──

　というところで、

「失礼します！」

「えっ!?」

　教室のドアが開き、まさにその彼女が入ってきたから驚いた。

「中等部２年の初は鹿じか野のと申します。星ほし井い出で先輩をお願いしたいのですが……」

「こ、こっちこっち！」

「はい」

　とにかく手を振ってみせると、こくっと頷うなずいてまっすぐこちらに歩いてくる。

　高等部の教室だっていうのに、まったく物もの怖おじした様子がないのが初鹿野だ……！

　堂々としているどころか威圧感すら漂わせてて、むしろクラスのみんなの方がソワソワしてしまってるくらいだ。

　そして初鹿野は俺の目の前まで来ると、

「失礼します。お昼休み中に、突然訪ねてきて申し訳ありません」

「いやいやいや！　なんて言うか……」

　……自分から訪ねてきてくれるなんてな。

　ああ、俺はこの子の彼氏なんだ……なんて、改めて実感が喜びと共に込み上げる。

「来てくれてありがとうな、初鹿野！　ちょうどよかった、友達に紹介させてくれっ」

　満面の笑みで席を立ち、彼女と並んで立ってみせる。

「九く郎ろう！　小お津づにもちゃんと！　この子が俺の彼女になってくれた──」

「いえ、待ってください」

「…………え？」

　な、なんで止めるんだ？　紹介しちゃダメなの？

　と顔を見ると……初鹿野は眉み間けんにシワを寄せ、俺を睨にらみ上げるみたいにして、

「それについて、お話したいことがあります」

「…………」

「放課後、お時間をいただけませんか！」

　………………どういうこと？




　よく分からなかったけど、とにかく彼女からの初のお誘いだ。

　当然断る理由はなく、放課後、俺は初鹿野を連れて駅前のファミレスに入った。

「一度承諾したことを覆すのは、大変に心苦しいんですが……」

　そして初鹿野は、席に着くなり話し始めた。

　しかも、なんだか非常に嫌な予感のする切り出し方で……。

「あれは何かの弾みだったと思うんです」

「え、ええと、それは……まさか……」

「はい。昨日、先輩の告白に頷うなずいたことが、です」

「────ッ」

　どっと冷や汗が出た。

　浮かれ気分から、一気に奈な落らくの底まで叩たたき落おとされたかのようだった。

「私はその手のことに疎いので、よくは知らないんですが……」

　そんな俺をよそに、初は鹿じか野のは相変わらず怒ってるみたいな真面目まじめくさった顔で、

「いわゆる男女交際とは、好き合っている男女がするものなんですよね」

「あ、ああ……そう、だな……」

「……いくら考えても、私には先輩が好きだという自覚がないんです」

「っっ……!?」

「そもそも、恋愛や男女交際といったもの自体に関心がありませんし……なので……」

「は……はい……」

「ごめんなさい、昨日の返事は撤回させてください。お付き合いはお受けいたしかねます」

　涙が出そうなほど丁重に、初鹿野はそう言って深々と頭を下げた。が、

「……………………………………」

「せ、先輩？」

　俺はもはや気が遠くなっていた。初鹿野が呼びかけたのは聞こえてたけど、返事もできなかった。

　頭がぐわんぐわん揺れて、目の前がどんどん真っ暗になっていく。

　だって……初恋が叶かなったと思ったのに……実は叶ってなかったとか……。

「あ、あの～……？」

　そんなとき、横合いから声がかかった。

「ご注文、よろしいでしょうか……？」

　ウェイトレスさんだった。

　確かに、席に着くなり初鹿野が話を切り出したので、何か注文するのをすっかり忘れてた。

　でも……正直、それどころじゃない。

「そ、それは失礼しました。……先輩は何になさいますか？」

「俺はなんでもいいよ……初鹿野に任せる……」

　かろうじて応こたえる。いくらなんでも、無視はできない。

「は、はい。では、そうですね。ミルクティーを二人分お願いします」

「いえ、お飲み物でしたらあちらのドリンクバーから……」

「……持ってきてはいただけないんですか？」

「は、はいっ。申し訳ありません、ドリンクバーですのでっ……」

　初は鹿じか野のに睨にらみ上げられて、ウェイトレスさんは怯おびえた様子でペコペコ頭を下げる。

　どうやらあまりの眼光の鋭さに、クレーマー的なものだと思われたらしい。

　初鹿野にはそんな気はないんだろうけど……でも、なんで持ってきてもらえると思ったんだ？

「……？　すみません、私はこちらに入るのが初めてで、仕組みがよく分からなくて」

　そういうことだった。

　今までファミレスに入ったことがないなんて珍しい……けど、なんとなく彼女らしい気もした。とにかく真面目まじめでお堅い子だから、こういう騒がしいところは確かに入らなそう、みたいに。

　──そんな子が、今日は俺とこうして入ってくれたんだよな。

　俺も実を言うと、こういうのにずっと憧あこがれてはいた。彼女ができたら是非こうやって、放課後に寄り道してお茶とかしてみたい、なんて思っていた。

　叶かなったんだよなぁ。ほんの少しだけ。初鹿野の言葉を聞くまでは。

　でも、ほんの少しでも叶ったんなら……。

「あー……じゃあ俺が頼むよ。とりあえずドリンクバー二つと、あと、このキャンペーン中のパフェ二つで……」

　気力を振り絞り、注文した。

　ウェイトレスさんは安心したようにオーダーを通し、足早に俺たちの席を離れていった。

「先輩。注文、ありがとうございました」

　それを見送ると、初鹿野は生き真面目まじめに頭を下げてくれる。

「うん……」

　俺はほろ苦く笑って、彼女の姿を目に焼き付けるように見つめる。

　──初鹿野とこうして向かい合わせに座るのは、たぶん今日が最初で最後なんだろう。

　なら、せめて同じものを一緒に食べて、思い出にさせてもらおう……。

「ですが、お夕飯前のこの時間に、甘かん味みのたぐいを食べるのはよくないと思います！」

　そんなささやかな願いすら叶わない!?

「そ、そう言わずに！　もう頼んじゃったし！」

　たまらず前のめりになって手を合わせてしまった。

「頼む！　せめて！　せめて俺に最後の思い出をくれぇっ！」

「そっ……、わ、分かりました、分かりましたから拝んだりしないでください！」

「……一緒に食べてくれるか？」

「抵抗感はありますが……お時間を頂いてしまいましたし、非礼を働いたのはこちらですし……」

　不承不承、という感じではあったけど、それでも彼女は確かに頷うなずいてくれた。

　さすがにこれは撤回しないだろう。なら……うん、ありがたく……。

　これを最後の思い出として、初は鹿じか野ののこと……諦あきらめなきゃな……。




　なんて、胸中で静かに覚悟を決めていたんだけど。

「…………！」

「えっ？」

　パフェは程なく到着し、俺はほろ苦い微笑と共に、初鹿野は盛られたクリームを睨にらみつけるようにしながら口に運び始めて。

　その途端に初鹿野が目を見開いたので、思わず再び前のめりになってしまった。

「ど、どうしたんだ!?」

「いえ、その……」

「う、うんっ。まさかなんか他にも俺に言うことが──」

「………………パフェって美お味いしいんですね」

　きょとんとしてしまった。

「あ……ひょっとして、ファミレスが初めてってだけじゃなくて、パフェ食うのも初めて？」

「はい。普段、甘いものはあまり食べなくて。母が食べ過ぎると太るし虫歯の原因にもなると言って。なのでそういう抵抗感も実のところあったんですが……はむ。はぁむ」

　次々にスプーンが動き、小さな口にどんどんパフェが消えていく。

　そのたびに、目がキラキラと輝いてくる。

「美味しいですね。びっくりしました。このお店は素晴らしいお店ですね。確かにみんな下校途中に寄りたくなるはずです。自分はクラス委員なんだから寄り道はあまりよろしくないと、よく知らずに避けていたのが申し訳ないし恥ずかしいです。先輩、教えてくださってありがとうございますっ。はぁむ、はむん」

　というか……待って？　いや、待って？

　真面目まじめに感心しながら一生懸命食べてくれてるの、ちょっと可愛かわいすぎないか!?

　寸前まで抵抗感を露あらわにしてた子が、一口食べた途端に……あげく、顔を真っ赤にしながら律儀にお礼まで言ってくれちゃって……。

「ああもうっ、ダメだぁ可愛いッ……！」

「えっ……？」

　たまらずテーブルに突っ伏しながら言ってしまった。

　そして、込み上げた思いを胸中で噛かみしめる。

（やっぱり諦あきらめられない……！）

　今まではフラれたらきっぱり諦められてたけど、彼女は無理だ。

　だって、今までの誰とも違うんだから。初めて恋心を抱いた相手なんだから……！

「初は鹿じか野のっ……」

　何を言えばいいのか分からないけど、とにかくこのままじゃダメだ。

　と、顔を上げたところで、

「は、ぅぁ、あう……」

（あ────）

　ドキッとした。

　初鹿野の表情に。

　ただでさえ大きな目がさらに見開かれ、口は、ぱくぱく。頬ほおはバラ色に染まって……。

「あ、ありがとう、ございま……す……？」

（同じ顔だ……昨日、俺が告白してるときと……）

　見てるだけで胸が高鳴る。高揚感と共に、本能的に思った。

（これって……ひょっとして、恥じらってくれてるんじゃ……）

「ど、どうして私、こんな風に……」

「っ……初鹿野、今何を感じてたか教えてくれないかっ」

　彼女の自問に釣り込まれるように、俺はそう尋ねた。

　こういうとき、初鹿野は自己分析を始める性格だっていうのは、今までのやりとりでも充分に分かっていた。

　聞かせて欲しかった。何かの予感があった。

「は、はい……そうですね、今みたいなことは初めて言われましたから……まず驚きました……」

「うんっ……」

「最初は、何を言われたのか分かりませんでしたけど……昨日、お話を伺っていましたので、先輩が何を思ってああ仰おつしやったのかは徐々に理解できて」

　ひたすら真面目まじめに我が身を省みて、そのうちに睨にらみ上げるように俺を見て、

「好意を抱いてもらってた。私で、喜んでもらえてた。……そ、そういうことですよね？」

　俺は頷うなずいて応こたえる。聞かせてもらえばもらうほど、俺の胸は高鳴ってきていた。

「それが嬉うれしかったのも確かです。心臓もずっとドキドキしていました。なので血流が増えて、顔も紅潮してしまっていたんだと思うんですが……それがどういうことかは、すみません、よく分かりません」

「……分からないんだ」

「はい。ですが、とにかくお礼を言わねばと……」

　……聞く限りは、どう考えても俺の感じたように、恥じらってくれていたようだ。

　だけど本人は自分がよく分からない。

　じゃあ……やっぱり、単に『自覚できてない』ってだけなんじゃ……。

　今までまったく縁がなくて、自分の感情がそういうものだと分かってないだけで……。

　──何も感じてないわけじゃない。だったら、俺は。

「そ、それはさっ、初は鹿じか野のっ」

　そう思ったら、俺はもう切り出していた。

　──初鹿野に、自分の気持ちを自覚してもらえれば！

「聞く限り、『好き』にすごく近い気持ちだと思うんだけどっ……」

「そ、そんなはずはありません！」

　取りすがるような俺の言葉は、即座に強い口調に退けられてしまう。

「ど……どうしてだ？」

「私はそんな、浮ついた人間ではありません！」

　浮ついたって！　やっぱりお堅いなぁっ……！

　が、だからってこっちも、もはや引き下がりはしない。

「でも、今聞いた初鹿野の状態は、昨日俺が初鹿野にかばってもらったときの状態とほとんど一緒だぞ？」

「……そうなんですか？」

「うん。驚いて、分かって、嬉うれしくて、ドキドキして……ああ、これは恋なんだって思った」

「で……では、私も……？　この気持ちが……」

「そう！　俺はそう思うんだよ、ピンと来てもらえたか!?」

「いえ、ピンとは来ていませんが」

「…………そっすか」

　とびきりに真面目まじめな顔で返され、ガックリきてしまった。

　まあ、簡単に分かるようだったら、とっくに自分で理解してるよな……。

「ですが、先輩。よろしければそういうことをもっと教えてくださいっ」

「……え？」

「私は、できれば自分をきちんと理解したいです」

　胸の前でぐっと両手を握って、そんな意欲を見せてくれる。

　昨日、なんで自分は頷うなずいたのか。今は分からないけど、ちゃんと知りたいと。

　──俺も知りたい。分かって欲しい！

「だったらっ……好き嫌いはいったん置いといて、ひとまず男女交際をしてみないか!?」

　思った瞬間にひらめいたことを、そのまま言った。

「な、なんでそうなるんですか！」

「ほらっ、付き合っていくうちに分かってくることもあると思うし！　俺の『好き』のことなら教えられるし！」

　強い抵抗を示されようが、必死で掻かき口く説どく。

　諦あきらめられない以上──再度、伝える以外にないんだから！　分かってもらえるように！

「見方が変わることだってあるはずだろ!?　さっきのパフェみたいにさ！」

「あ……」

「それにっ……たとえ今、初は鹿じか野のが俺を好きじゃなくても、俺が初鹿野を好きっていうのは変わらないからさ」

「…………っ」

　ぼっ、と初鹿野の頬ほおがまたバラ色に染まった。

　その赤みにすがるみたいに、俺はテーブルに両手をついて、

「……俺としては、お付き合いが続けられたら嬉うれしいっ」

　頼む！　と頭を下げた。

　通じてくれ、俺の気持ち！　今度こそきちんと──！

「わ……分かりました」

「！」

　顔を上げた。

　……俺と目が合うと、初鹿野はこくんと頷うなずいた。

　昨日みたいに。だけど、今日は頷いてくれるだけじゃなかった。

「では、お願いします先輩。私が自分の気持ちを理解できるように、いろいろと教えてください」

　ついさっきまで、強い抵抗を示してたにも拘かかわらず……、

「お付き合い、改めてお受けします」

　そう言って、とびきり丁寧にお辞儀してくれた。

　……ああ。ちゃんと受け止めてもらえてる。

　だったら、あとは俺が頑張らないと。この子に俺を好きだと思ってもらうために──




「わざわざありがとうございました。それでは、失礼します」

「うん、また明日な」

「……はい」

　というわけで、日が暮れる前にファミレスを出ると、まずはとばかりに電車通学の初鹿野を駅まで送った。

　それだけで、ちゃんと付き合い始めたんだって感じがしたから不思議なものだ。

　昨日は初は鹿じか野のが教室に戻らなきゃいけなかったから、学校で別れたけども……大事なんだな、こういうのって。

　だったらいっそ、明日の朝も駅まで迎えに来ようかな。校舎が違うから日中は気軽に顔を合わせづらいし、登下校の時間は大事だもんな……。

「あ……そうでした、先輩」

「ん？」

　改札にＩＣカードをかざしかけたところで、何か思い出したらしい。

　初鹿野はくるりときびすを返すと、足早に俺のところに戻ってくる。

「どうした？　というか電車の時間、大丈夫か？」

「あまり。なので手短に。実は確認しそびれていたことがありまして」

　なんだろう、と小首を傾かしげてみせると、初鹿野は少し眉まゆを寄せて、

「先輩、妹さんがいらっしゃいませんか？　悠ゆう伊いさんという名前の」

「え？　いるけど……」

　俺の二歳下の。つまり初鹿野と同じ歳としの。久く々ぐ田た学園中等部２年の。

「…………」

　そこで俺も確認というか、きちんと聞きそびれてたことがあったのに気がついた。

「今さらだけど……初鹿野って何組だったっけ？」

「Ａ組です」

　……ここで意外な事実が発覚。

　俺の初めての彼女は、妹のクラスメイトだった。




「悠伊。クラスメイトに初鹿野つぶらって子、いるだろ？」

「クラスメイトっていうか、普通に友達だけど……？」

「え、そうなの？」

　家に帰ってすぐに妹に聞いてみたところ、クラスメイトどころか友達だというのも発覚した。

「たぶんクラスであたしだけなんじゃない？　あの子と普通に話せるの」

「そ、そんなに仲よかったのか……意外な縁というか、なんというか……」

「それよりおにい、リモコン取って～リモコン。エアコンの」

「へ？　なんでだよ、おまえの方が近いだろ」

「めんどいし……。あとあれ、生理生理」

「生理って身体からだちょっと起こす程度もできないのかよっ。いや待て、それ以前におまえは月に何回生理来るんだよ。先週もそう言ってただろ」

「大変だよね～……。ってわけでおにい、リモコ～ン」

　ソファにだらんとだらしなく寝そべって、ぼんやりテレビを眺めて動こうともしない。

　そのまわりには、脱ぎ散らかされた制服。代わりに本人は朝に脱いで置いたままにしてあったとおぼしき、部屋着のタンクトップとショートパンツのみの姿だ。

　たぶん、今日も学校から帰ってきて即こうなって、そのまま今に至るんだろう。そしてもう十月だというのに、一番楽だからと引き続きこれで通すつもりらしい。

　代わりにエアコンで暖房を効かせてあるから、その徹底した姿勢にはある意味頭が下がる。電気代のことを抜きにしたらだけど。

「こんなだるだるでゆるっゆるの悠ゆう伊いが、あの初は鹿じか野のと友達なのか……」

　しょうがないのでリモコンを手渡しつつ、思わずこぼしてしまう。

　あまりにタイプが違いすぎて、友達と言われてもちょっとピンと来ないぞ。

「で、その初鹿野つぶらちゃんがどうかしたの～？　おにい」

　俺からリモコンを受け取ると、悠伊はへらっと笑って聞いてくる。リモコンはそのままソファに置いた。温度調整とかしないのかよ、何のために取らせたんだ。

「いやまあ、昨日さ。彼女ができたって話はしただろ？」

「したね。どこの誰とまでは聞かなかったけど」

　そりゃ、妹相手に詳細に話すことはないか、と思っただけなんだけども。

　こうなると、むしろ話さないわけにもいかない。

「その彼女ってのが、実を言うと初鹿野でさ。だからさっき、おまえと同じクラスって聞いて驚いたよ」

「ふ～ん」

「反応うっすっ！」

「ん～まぁ、実は聞かなくても知ってたから」

「え、知ってたの!?」

「美化委員の小お山やま田だちゃんから話聞いたし、それ以前に梅うめちゃんからＬＩＮＥ来てたし」

　梅ちゃん、とは小お津づのことだ。あいつは俺とはせいぜい『昔から知ってる』ってレベルの間柄だけど、悠伊とはまさに幼なじみという関係で、今でも仲がいい。なので聞いてみれば「そりゃそうか」だった。

「肝心のつぶからは、まだ何も聞いてないけどね。あの子、今日一日ずーっと難しい顔して考え込みっぱなしだったし」

「あ～」

　つぶ、というのは初鹿野つぶらの『つぶ』だろう。愛称で呼んでるってことは、どうやら本当に仲がいいらしい。

　そして初鹿野は、本当にひたすら考え込んでたんだな。自分の気持ちのこと……。

「だからクラスのみんなは、一日ビクビクしっぱなしだったけどね」

「うわぁ目に浮かぶ！」

　自席でずっとあの眉まゆを寄せた怖い顔をしてたなら、そりゃクラスメイトもビクビクしてしまうだろう。

「というか……ひょっとして初は鹿じか野のって、普段からクラスのみんなに恐れられてる感じ？」

「まぁねぇ。あの眼光だし、あの威圧感だし。何かあったらすぐ〝それはいけません！〟って叱しかってくるし、誰も言い返せないし」

「ははは、会合のときみたいにか」

　そりゃ、最上級生に対してもまったく引かない初鹿野なら、同級生にはなおさらだろうな。

　にしても、こうやってクラスでの初鹿野のことを聞けるの、嬉うれしいな。彼女が妹の友達というのもなかなかいいのかも知れない……。

「ま、とにかくつぶがそんなだったから、下手したら昨日の今日で破局もあり得るかもな～って思ってたんだけど」

「う……それはまあ、確かにそうなりかけたんだけど……」

「大丈夫だったんだよね？　その感じだと」

「……おかげさまでな」

「んふ」

　と目を細めて笑うと、悠ゆう伊いはソファの上にあぐらをかいて、

「なら、ゆっこも嬉しい」

「ゆっこ……」

　妹の一人称の変化に、つられて俺も、思わず昔の呼び方をしてしまう。

　ゆっこ、はそもそも身内での愛称だ。両親からそう呼ばれて育ったからか、悠伊は子供の頃、自分でも自分をゆっこと呼んでいた。

　もちろん、中学生になった今は違う。だけどたまに、こうして子供の頃の一人称に戻るのだ。

　気が緩んでるときか、素直になってるとき。今はたぶん……。

「おにい、ずっと頑張ってたの知ってるし」

　後者だ。日頃は困った言動の多い妹だけど、今は素直に祝福してくれてるんだ。

　……だから俺も、素直に嬉しい。悠伊は知ってるんだもんな、俺が彼女を欲しがってた理由を……。

「ん～、でもさぁ……」

　ウェーブのかかったふわふわの髪を掻かき回まわすと、悠伊は再びソファに寝そべる。

　そして、にまっと目を細めて笑い、

「今日は大丈夫だったんだろうけど……、これから大丈夫？」

「ん？　どういう意味だよ、それ」

「正直、つぶが男と付き合えるのかな～って感じ、するし」

「ああ、そういう話か……」

　その辺は、初は鹿じか野のに日常的に接してきてたからこその疑念なんだろう。

　真面目まじめでお堅くて威圧感を放ちまくってる、というだけのイメージが強かったら、確かに恋愛しているところが想像できないのも無理はない。

　……むろん俺はそうじゃない、あの子の可愛かわいいところを知っているわけだが。ちょっと優越感。

「くふふ。しかもおにいはちょろおにいだしさ」

「どういう意味だよそれ」

「つぶにもいつもみたいに、つき合ってくれって迫ったんでしょ？　些さ細さいなきっかけでさ。あの子どんな反応だったの？　まあたぶん流され──」

「ああ、それはちょっと違う」

　真顔で、即座に訂正を入れさせてもらった。

「好きだって、夢中で言ったんだ。気がつくと言ってた。初めてだったよ、そんなの。今までとは違う。だから昨日が、俺の初恋だったんだ」

「……へぇ」

　珍しく目を大きくして、悠ゆう伊いは二、三度ゆっくりとまばたきをした。

「初鹿野だって、きっとそうだ。あの子は頷うなずいてくれたけど、どうして自分が頷いたかは分からないって言ってた。そもそも男女交際には関心がないとも言ってた。でも……今日は、ちゃんと知りたい、だから自分に『好き』って気持ちを教えて欲しいって、真剣に言ってくれたんだ」

「…………」

「だから俺たちは……って、俺は妹にどこまで恥ずかしいことを言えばいいんだろうな!?」

　念押しの途中で急に恥ずかしくなって、それを誤ご魔ま化かすように大げさに身み悶もだえて見せた。

　が、

「へ～えぇぇぇ…………」

　悠伊はますます目を大きくして、思いっきり感心していた。

「あのつぶが。は～……ふ～ん、へええぇ」

「な、何にそんな感心したんだよ」

　ちょっと、こっちが戸惑ってしまうくらいだった。

　しかし悠伊はまったく気にもせず、

「ね～おにい。次はいつ、つぶと会うの？」

「へ？　ま、まあ……とりあえず、明日の朝？　駅まで迎えに行こうかなって」

　思わず答えてしまったけど……聞いてどうするんだ？　そんなの。

　と考えた俺の心を読んだみたいに、悠ゆう伊いはにんまり目を細めて笑って、

「それ、ゆっこもついてっていい？」





　　　　＊　　　＊　　　＊






　翌朝の駅構内。コンコースは通勤通学中のサラリーマンや学生たちが、黙々と足早に行き交っていた。

「こんなに朝早くでも、結構人がいるんだなぁ」

「ん～、ラッシュのときはもっと多いんだろうけどね……」

　徒歩通学の俺たち兄妹きようだいには、見慣れない光景だ。

　でも、これからは見慣れることになるんだろう。

「にしてもさ～、おにい。くふふ」

　改札の真ん前にある柱に背を預けると、悠伊は含み笑いで俺を見て、

「つぶのお迎えするために、いつもより二時間以上早く家を出るなんてやるじゃん」

「いや、当たり前だろ。向こうに合わせるのはさ」

　俺は普段、八時前に家を出る。うちから学校まではまっすぐ向かえば徒歩で十五分程度。ホームルーム開始は八時二十分からなので、それでまったく問題はないし特に変える理由もなかった。

　が、今日はこうして駅に寄り、その上時刻はただいま六時四十五分。

　言うまでもない。昨夜あのあと初は鹿じか野のに連絡を取り、迎えに行く約束をしたからである。

　クラス委員という立場だからか、彼女は毎朝一番に登校する習慣なのだそうだ。

　となったら、俺はこうするに決まってる。

　いや、初鹿野は結構強く、「私の登校時間に合わせていただかなくても」なんて言ってはいたんだけども……。

「これからもこうするつもりだぞ？」

「ふ～ん……」

「というか、悠伊こそよく起きたな？　普段はホント、ギリッギリまで寝てるのに……」

「教室ついてからまた寝るし、へ～きへ～き……」

「まあ、それは俺もだけど」

　初鹿野と別れて教室に着いたら、チャイム鳴るまですることないし。

「というか……おまえ、そもそもなんで今日ついてきたの？」

「ん～……なんとなく？」

「なんだそりゃ」

「ま、あんま気にしないで。……っていうか、着いたんじゃない？」

「ああ、ホントだな」

　視線を戻すと、ちょうど改札から人があふれてくるところだった。

　時間からして、初は鹿じか野のもこの電車に乗ってきているはずだ。俺は次々と改札を通過してくる人波に目をこらす。

　初鹿野は背が低いから、パッと見つけるのは少し難しいかも知れないし……。

（……あっ）

　まったくそんなことはなかった。

　むしろ、人波の中で初鹿野だけがキラキラ輝いてるみたいで、途端に他の人が目に入らなくなったくらいだった。

　しかも……。

（あれ……？　初鹿野、昨日とは微妙に……）

　印象が違う。それに、不思議なくらい胸が高鳴った。

「あっ。おはようございます、先輩」

　初鹿野もこちらに気づいて、早足で歩み寄ってくる。

「本当に迎えに来てくださるなんて……」

　悠ゆう伊いには目で挨あい拶さつするだけで、俺の前に立つと睨にらみ上げてきた。

「無理をなさったんじゃありませんか？　だとしたら、私としては受け入れがたいものがあるんですけど」

　自分の早い登校に付き合わせる形になったのが、どうやらかなり不本意らしい。昨日の別れ際が嘘うそのように、堅くて厳しい顔つきだった。

　けど、正直俺はそれを気にするどころじゃなかった。

「いや、それよりもさ。初鹿野……」

「はい。なんですかっ」

「髪型……昨日と違うよな？　それと、髪飾りも……」

　遠目ではなんとなくの印象の違いだけだったけど、近くまで来れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　昨日の初鹿野は頭の両側に、黒いリボンで髪を結ってるだけだった。

　だけど今は、そこに可愛かわいらしい編み込みが加わってる。髪を結ってるリボンにも、結び目のところに花飾りが添えられていた。

「そ、その話はあとですっ。負担をおかけしてしまったのでは、ということについてが先です！」

「いや俺にとってはこっちが重要だって！　その髪、どうしたんだ？」

「は……、はい、これはその……」

　重ねて尋ねれば、初は鹿じか野のは硬い顔のまま渋々と、

「その……こちらからもお願いして、お付き合いが続くことになったわけですし……教わるばかりというのも、申し訳ありませんし」

　目を逸そらして話しているうちに、その頬ほおがどんどんバラ色に染まってくる。

「お付き合いが具体的に何をするものかは、よく分かりませんが……でも、おそらく先輩の前に出るときは、今後きちんとおしゃれをした方がいいのでは、と思って……」

「そ……それで、髪型と髪飾りを？」

「は、はい。私はおしゃれにも疎いですし、校則もありますから、これくらいしかできませんでしたけど……せめて……」

「…………」

「……せ、先輩？」

「何それ最高すぎるだろ初鹿野ぉっ……！」

　たまらず、笑み崩れながら顔を覆ってしまった。

「さ、最高、すぎる、ですか？」

「だってさ！　ホント真面目まじめに真面目に考えて、今の初鹿野なりの精いっぱいに、おしゃれしてきてくれたんだろ？」

「は……はい。その、なので、なんと言いますか」

「うあ～もう最高すぎるって、最高に可愛かわいすぎるだろ初鹿野……やばいやばい俺幸せすぎる……ありがとうな、あーっ初鹿野が彼女になってくれてマジで嬉うれしい、あーっもーっ、あ───っ今日早起きしてよかったあああぁぁっ」

　しまいには顔を覆ったまま悶もだえてしまう。それくらいハートを直撃されてしまった。

「え、駅でそんな風に悶えないでください！」

「っ……わ、悪い！」

　強く叱しかり飛ばされて、さすがにちょっと頭が冷えた。慌てて背筋を伸ばした。

　そうだよな、周囲の迷惑になるようなことは初鹿野が一番嫌うだろうし……。

　なにより、これじゃ『教える』というより、単に俺が素で喜んじゃってるだけだ。

　そもそも、初鹿野が俺に慣れない早起きを強いるのは不本意だ、という話をしていたところなのである。それを遮られて髪の話をさせられて、あげくこんな反応まで見せられてしまったら……。

「…………」

　ああっ、ものすごい形相でむっつり黙り込んでるし！

「は、初鹿野、そのっ……」

　──とにかく謝るしかない！

　と、勢いよく頭を下げようとしたところで、

「い、嫌でも分かってしまうじゃないですか……喜んでいただけたのも、気に入っていただけたのも……」

「…………」

　噛かみしめるようにそう言われ、え？と顔を上げた。

「しかも早起きしてよかったなんて……。同列に並べるのはおこがましいかも知れませんが、私がこうして髪を作ってきてよかった、と感じているのと同じようなことなんですよね。報われるなら、むしろ多少の努力は望むところ、というような」

　……今まで以上に丹念に、俺のリアクションを噛かみ砕くだいて理解に努めてくれていたらしい。

「えーと……そ、そういうわけなんで……できたら明日以降も、こうやって迎えに来させてもらえたら嬉うれしいんだけど……」

「わ、分かりました。こちらこそよろしくお願いします」

　渋っていたのもどこへやら、あっさり許してもらえた。

　ああもう……これだから初は鹿じか野のは！

「ふ～ん……なーるほーどねー」

　思わず顔を綻ほころばせてしまったところで、背後からの声。

　そ、そうだった、すっかり意識の外になってしまってたけど、

「な、なんだよ悠ゆう伊い、なるほどって……」

「考えてみれば確かに、真面目まじめで律儀なつぶはちょろおにいの天敵だよね。きっちり受け止めてくれるから」

　天敵って……。

　いやまあ、言いたいことは分かるんだけど。確かに初鹿野の真面目さや律儀さは、非常に俺のハートを貫いてくれるし。

「で、そろそろい～い？　おっは～つぶ」

　そして悠伊は初鹿野に、てれんと手を挙げて挨あい拶さつする。

「おはよう、悠伊。挨拶が遅れてごめん、でも先に星ほし井い出で先輩にご挨拶するのが道理だと思ったから」

　こく、と頷うなずいて初鹿野も応じる。最初に悠伊に目だけで挨拶してたのは、どうやらそういうことだったらしい。律儀に説明してくれるところがつくづくこの子だ。

　そして、それは悠伊も分かっていたようだ。当たり前のことのように、同じくこくっと頷き返して、

「ま、そりゃ親友より彼氏優先だよね」

「長幼の序！　目上が先なのは当たり前！」

「そういう難しい言葉はめんどいから別にいいんだけどね……」

「それより！　今日もだらしない、ちゃんとベストのボタンをかけなきゃダメ！」

「じゃ、よろしく～」

「たまには自分で締めなさい。まったく……」

「ん～、いいよ別に、つぶがかけてくれるし……」

「そういう堕落した生活態度はいけないと思います！」

「は～いはい」

　中等部女子二人のやりとりを、俺は思わず感心しながら眺めてしまった。

　つまりさっきの悠ゆう伊いと同じ状態なわけだけど、この際それはいい。

（なるほどな。この二人、こういう仲なのか……）

　生き真面目まじめな初は鹿じか野のは、だるだるゆるゆるの悠伊の問題点が目について仕方がない。だけど悠伊は何を言われても馬の耳に念仏だ。その上、持ち前のゆるさで、初鹿野の強烈な眼光や威圧感にもまったくビビらない。

　で、結局、初鹿野が悠伊のベスト（うちの妹は中等部冬制服デフォルトのベストではなく、自分で調達した前ボタンのニットベストを好んで着ている。たぶん着脱が楽だからだと思う）のボタンをかけてやることになっていた。

　にしても──

「まったくもう、本当に……」
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　とかブツブツ言いながら、眉み間けんにシワを寄せて悠ゆう伊いのボタンをかけてやってる初は鹿じか野の、なんかめちゃくちゃ可愛かわいいな！　悠伊より背が10センチくらい低いのにこれとか、微笑ほほえましいにもほどがあるだろう。

「……それと、悠伊」

「ん～？」

「ＬＩＮＥでも伝えたけど、報告が遅くなってごめんなさい。あなたに、言わなきゃいけないことがあります。だから今日は、先輩と一緒に来てくれてありがとう」

　ボタンをかけ終わると、初鹿野はピシッと背筋を伸ばして、

「あなたのお兄さんと、お付き合いさせてもらうことになりました！」

　折り目正しくそう言うと、深々と悠伊に頭を下げた。

　──ぶわっ、と俺は胸が熱くなった。

「本当ならもっと早く報告しなきゃいけなかったはずなんだけど、不覚にも、今日になってしまって……」

「ん～まぁ、しょうがないんじゃない？　なんせ──」

「いや、ちょっと待ってくれ！」

　そこで俺が割って入った。そして、初鹿野のとなりに並んで悠伊を見み据すえる。

「悠伊。おまえの親友のこの子と、俺、お付き合いさせてもらうことになった！」

　彼女に倣って、俺も深々と頭を下げた。

「せ、先輩」

　隣の初鹿野はもちろん、通りがかった人たちからも再び注目を浴びてしまったけど、今度の場合は控えてはいられない。

「ん～、あたしとっくに知ってるけど……？　おにい」

「そうだけど、そうじゃないって。俺もきちんと報告しなきゃだよ、なんせ初鹿野はおまえの友達なんだし」

　ちらっと一度、初鹿野を見て、

「初鹿野がきちんと筋通して、俺と付き合ってるって悠伊に言ってくれたの、めちゃくちゃ胸が熱くなったし……」

「わ、私に倣って、なんですか？　先輩」

「うん。やるよ俺も、あんなの見せてもらったらさ」

「わ、私の行動で、そんな風に……事あるたびに……」

「あ、俺いちいちこういうの言い過ぎてウザいか？」

「いえ！　是非今後ともよろしくお願いしますっ」

「いやいやこちらこそ！」

「……ふ～ん」

　頭を下げ合う俺たちを、悠ゆう伊いはしばらくしげしげと眺めていた。

「な、なんだよ悠伊」

「おにいとつぶだなぁって」

「あ？」

「ね～つぶ」

　悠伊は聞き返した俺には答えず、くりっと初は鹿じか野のに顔を向けた。

「な、何？」

「その調子で」

「…………」

　それだけ言うと、へらっと笑って歩き出した。

「ちょ、ちょっと悠伊！　学校はそっちじゃないでしょう!?」

「あたし忘れ物思い出したからいったん家帰る～。あとでね～……」

　後ろ姿でそう言って、そのまま行ってしまった。

「まったく……。ですが、『その調子』とはどういう意味だったんでしょうか。私はまだ何も分からない状態なのに」

　……その調子なら大丈夫そうだから、頑張れってことか？

　というか、ひょっとして。あいつ、今日はその辺を見極めたくて同行したのか？　自分の兄貴と友達という組み合わせだからって。

「ゆっこめ……」

「先輩？」

「うん……それじゃ、俺たちは先に行ってようか」

「は、はい」

「それと……」

　思いっきり、笑ってしまいながら、

「昼もさ、一緒に食わないか？」




　悠伊に言われるまでもない。心配されるまでもない。

　初鹿野だって意欲を見せてくれてるし、この調子で頑張っていけば必ず……。




　……と、思ってたんだけど。

「そ、そんなことはできません！」

　いろんな意味で、初鹿野つぶらという女の子は予想以上だった。

　たとえば今は昼休み。久く々ぐ田た並木のベンチ。

　どちらかの教室で食べるというのは難しいので、昼食は中高共有区画であるここで食べようということにした。まだそれほど寒くはないし。

　頷うなずいて、初は鹿じか野のが取り出したのはお弁当箱。聞いてみると、お母さんではなく自分で作ったものだそうだった。

　あんな早起きな上に、弁当まで自分で……と感心してしまったが、その出来がまた素晴らしく美お味いしそうだったのでさらに感心させられた。

　というより、率直なところ非常に食べてみたかった。そして現在、俺は初鹿野に『好き』という気持ちや男女交際のことを覚えてもらっている最中である。

　思い切って、「はいあ～んとかしてくれないか？」と言ってみたところ──

「いけません！　無作法ですし、なによりお箸はしは一いち膳ぜんしかないんです！　必然的に二人で使い回すことになってしまうじゃないですか！」

　このとおり、顔を真っ赤にして強く拒絶の意を示されてしまったのだった。

「わ、悪い。やっぱダメだよな……というか、まだ早かったよな。間接キスとか……」

「きっ……、当たり前です！　私はまだ中学生なんですよ!?」

　そういう『早い』じゃないんだけどな!?

　というか、そういうことを背は小学生で胸は大人極まりない初鹿野に言われると、ちょっと反応に困るな……！

　けどまあ、この子の真面目まじめさとお堅さを考えると、拒絶されたのは納得ではあるんだけども。いわゆる貞操観念もすごく強そうだし……。

　──ってことは、待て。

　ここで普通に謝ったら、初鹿野の中で俺は、『教える』っていうのにかこつけてハレンチなことを言ってきたダメ男になってしまうのか？

「た、たとえそれが付き合っている同士ならすることだとしても──」

「ち、違うんだ！」

「……はい？」

「そのっ……同じ箸を使うことを許してもらえてるって、それだけでもう特別だろ!?」

「は……はい。確かにそのとおりです」

「しかも食べさせてくれるって……普通はしないだろ!?　この歳としで、ただの知り合い同士ならさっ」

「そ、そのとおりです」

「でも、俺にだけはしてくれたら、ああ、初鹿野にとって自分はそういう存在なんだな……ってさ、おかずと一緒に噛かみしめられるわけだよ！　そういうことなんだよ！」

　どうしてそんなお願いをしたのか、という部分を懸命に説いた。

　そう、俺は決してスケベ心的なものだけでおねだりしたわけじゃないんだ！　むしろ彼氏なら当然のこととして言ったまでなんだ！

　いやまあ、単純に初は鹿じか野のの弁当食べてみたかった、っていうのもあったけども……。

「と、とにかくそんな感じだから！」

「り……理屈は分かりました」

　理屈は分かりました！

　いや、どうあれ説明すればきちんと受け止め、咀そ嚼しやくして理解してくれるのが初鹿野の素敵なところだ。あとは追々である。

「わ、分かってもらえたらいいんだ。でもごめんな、さすがにちょっと先走り──」

「……そういうことでしたら、無作法だからと断ったら彼女ではありませんよね」

「えっ？」

「が、頑張ってみます！」

　さっ、と玉子焼きをつまんで差し出してきた。

「はいあ～ん、というのが作法なんですよね。では、先輩ッ。はい、あ～ん……」

　真剣そのものの、俺を睨にらみつけるみたいな顔で頑張ってくれるから……。

　この子は本当に最高すぎないか？

「あ、あぁ[image: ][image: ]んむっ！」

　胸を高鳴らせながら、ぱくっと一気にいただいた。

「ひ、一口で……」

「もぐもぐ……うぉ、うまい！　初鹿野の玉子焼き、めっちゃうまいな!?」

「そ……そうですか、ならよかったですけど……」

「いや、ホントうまい……それに、めちゃくちゃくすぐったくて嬉うれしい……あ～初鹿野に食わせてもらえるとか……」

「や、やっぱり私は、これはどうかと思ってしまいますが……お箸はしのことを抜きにしても、その、まるで先輩を子供扱いしてしまっているようで……」

「いや、してくれていいよ！」

「えっ!?」

　嬉しさのあまり、結局素直になってしまう俺。

「むしろしてくれ！　実は朝、初鹿野にボタンかけてもらってる悠ゆう伊いがうらやましかったりしたんだ！」

「なっ……そ、そうだったんですか？」

　初鹿野は心の底から驚いたように目を大きくした。

「そんなに驚くようなことか？」

「悠伊はいつも面倒くさそうでしたし、クラスのみんなだって、私が小言を言うといつも嫌そうに身をすくめるばかりでしたし……」

「こんな最高なのになぁ。もったいないよなぁ」

　まあ、悠ゆう伊いは嫌がってなかったとは思うけど。あいつ本気だったら絶対、巧みに言いくるめて触れさせもしないはずだし。

　いや、悠伊のことは今はいいんだ。

「…………」

　驚きよう愕がく、といった風に目と口を丸くしている初は鹿じか野のを、俺は改めて伏し拝んだ。

「もう一回頼む！」

「は……はい、分かりました……。そういうことでしたら……」

　こくこくと頷うなずいて、初鹿野は箸はしを持ち直した。




　そして数分後。

「せ、先輩。次はこれをまた、はい、あーん……」

「いっいやっ、それじゃ初鹿野が食べる分がなくなっちゃうって！」

「あ……確かにそうです」

「だろ？　だから嬉うれしいけど──」

「でも構いません。先輩、召し上がってください！」

「いやいやいやいや！」

　最初はあんなに抵抗を示してて、再開してもらってからも、しばらくは難しい顔で小首を傾かしげながらだったのに。

　それでも続けてもらっていたら、気づけば初鹿野はコロッとこうなっていた。

　俺がねだらなくても、自分から率先して弁当の中身を差し出してきてくれるくらい。しかも途中からは「おかずだけじゃ物足りないですよね」とか言ってご飯も食べさせてくれてたほどだ。

　なので、元々男目線では少ないにもほどがあった弁当箱の中身は、今では八割方なくなってしまっていた。

「さすがにもう、もらうわけにはいかないって……」

「す、すみません。そうですね、もう控えますね」

　慌てた風に、初鹿野はようやく箸を戻した。

「私はどうしてこんな……」

　その箸はし先さきを見つめながら、つぶやく。

　自分でも信じられない、よく分からないといった風だった。

　それはそうだろう。こっちが驚いたくらいなんだから、初鹿野自身はなおさら──

「…………先輩が」

「えっ？　う、うん」

「本当に嬉しそうに、食べてくださって」

　依然、箸はし先さきをじっと見つめたまま。

「それを見ていたら……そうです、私も、どんどん嬉うれしくなってしまったんですね」

「…………」

　まるで、俺の言葉をしっかり受け止め、咀そ嚼しやくして理解してくれるときみたいに。

「そう……自分が、いえ、自分だけが先輩をこんなに油断させていると……そんな風に感じて、胸が……ドキドキして……」

「は、初は鹿じか野の……」

　──自分が何な故ぜ今のようになったのかを、一生懸命分析してくれてる……？

「もっと食べて欲しい──という気持ちは、母性愛のようなものにも近いんでしょうかっ」

「えっ。や、ど、どうなんだろうっ」

「本来なら目上の人に対して失礼なことです。でも、それを抱いてもかまわないと言ってもらっていたからか、私は、抱いてしまって……ああ、だから、これはとても特別なことだと感じるように……」

「っ……は、初鹿野、それってその」

「はいっ。先輩の仰おつしやってることが、少しずつ分かってくるような気がして。それも嬉しくて……だからなんだと思います、つい、何度も繰り返してしまったのは！」

　最後まで丁寧かつ生き真面目まじめに自己分析し、とびっきりの真顔のまま説明してくれた。

　……それだけでも、俺はもうなんだか、たまらなくなってしまったのに、

「分かりました！　教えてくださってありがとうございました、先輩っ」

　なんて、目をキラキラさせながら、律儀にお礼まで言ってくれるんだから……。

「っ……、っっ……」

「……え？　先輩？」

　待ってくれ。なんだよこれ。この子最高にもほどがあるだろ……!?

「ごめんもうダメだぁっ……！」

　あまりに最高すぎて、がばっと身体からだを丸めて頭を抱えてしまった。

「えっ、ちょっ……な、何かまずかったでしょうかっ」

　そんな俺に、初鹿野は慌てた声を上げる。

「私、何か致命的な間違いをっ……」

「いやごめんそうじゃなくて……もうホント、初鹿野が可愛かわいすぎて好きすぎて……」

「…………」

「一貫して素で、大真面目なのが辛つらい……可愛すぎて辛い……」

「そっ……そんなことを頭を抱えながら言われても困りますっ！」




　予想外の落差を見せてもらえたのは、その昼休みだけじゃない。たとえば数日後……。

「帰りは校門で待ち合わせが定番な理由も、少し分かってきた気がします」

「お、そうか？」

「はい、私が門のところに立っていると、中等部高等部問わず、通りかかる人はみんなさっと目を逸そらして足早に通り過ぎますけど……先輩だけは、ぱっと笑顔になって、私に視線を据えたまま歩いてきてくれますから」

「それは……」

「はい、それがお付き合いしている同士、ということなんですね」

（いや……単に俺以外は初は鹿じか野のの顔つきと眼光に怯おびえてるだけな気がする……初鹿野、俺が来たらすぐ挨あい拶さつできるようにって気を張って待っててくれてるし……）

　と、もう何度目かになる一緒の帰り道。

　多少、解釈のズレはあるものの、俺が特に説明しなくても理解を深めてくれているくらい、初鹿野もお付き合いに慣れてきていた。

　今では当たり前のように、昼も毎日一緒してるし……いや、『はいあ～ん』は俺がやられすぎてしまうので、最近は控えてもらっているけども……。

　それだけに今日はまた一歩、今までにない領域に踏み込んでみたい。

「あー……実はな、初鹿野」

「はい。なんでしょうか」

「付き合ってる同士としては、まだ決定的に足りてないところがあるんだ。俺たち」

「そ……そうなんですか？」

「ああ……そういうわけで……。今日は駅まで手をつないで帰ってみないか!?」

「…………」

　順序的に後になってしまったけど、レベル的には『はいあ～ん』よりは下だよな？　なにせ間接キスみたいなはしたなさはないだろうし。

　だいぶ慣れてきてくれた初鹿野なら、特に問題なくＯＫしてくれるはず！　さあ、手を取り合って行ってみよう、いかにも彼氏彼女らしい、嬉うれし恥ずかしい帰路を──！

「お断りします！」

「えええっ!?」

　これ以上ないってくらいきっぱり断られた！

「子供ではないんですから、手を引いていただく必要はありません！　いくら私の背が低いからといって、それはあんまりにもあんまりです！」

「ち、違う違う！　そういうことじゃないって！」

　意外と気にしてたんだな、背が低いの……いや、単に子供扱いするなということなのか？

「じゃあどういうことなんですか」

「それはだな……まあいろいろあるんだけどもっ……と、とにかく！」

「あっ」

　論より証拠だとばかりに、ちょっと強引に初は鹿じか野のの手をすくい上げた。

　うわ、握ってみるとホントに細くてちっちゃいな……それに柔らかい……。

「……ど、どういうことですか」

「やってみれば分かると思うからっ。なっ!?」

「まったく分かる気配がしませんが。それどころか断りもなく人の手を握る先輩の非礼さに申し訳ありませんが腹が立つばかりです」

「三分！　せめて三分だけ！」

「……では三分後にまとめて文句を言わせていただきます」




　と……初鹿野がギロリと俺を睨にらみあげてから三分ほど後。

「…………」

「えーと……初鹿野」

「……さ、先ほどはあんな口を叩たたいてしまって大変に失礼しました」

　きゅう、と初鹿野はその小さな手で俺の手を握ったまま、

「最初は子供扱いされているんだとばかり思っていましたけど……三分経たったらすぐに振りほどこうと堅く心に誓っていましたけど……」

[image: ]

「も、もうその気はないんだよな？」

「はい……どうして、こんな風に心境の変化が……私、腹立たしさでかなり強く握り返してしまっていたと思うんですが、先輩の手はびくともしなくって……」

「ああ、まあ、そりゃあ……これでも男だしさ」

「そういう、ことなんですよね。先輩の手、しっかりしていて、大きくて、私の手なんか簡単に包み込んでくれていて。だからだんだん力が抜けて……そうしたら、どんどんあたたかくなっていって……」

「…………」

　本当に心底、感じ入った様子で、ひたすら生き真面目まじめに自己分析してくれる初は鹿じか野の。

　聞いてるうちに、俺はどんどん胸の鼓こ動どうが高まってきてしまう。

「手のひらが汗ばんでしまっている……とそう気づいたら、今度は無性に気恥ずかしくなってきて……だけど、先輩の手のひらも同じだと気づいたら、一緒なのに安心して……」

「………………」

「気恥ずかしいのに放せない……むしろ、このままでいたい……んですね、私。こういうことを教えようとしてくださってたんですね先輩！」

「っっっ……」

「ありがとうございますっ。おかげで知りました……い、いいものですね、手をつなぐって。是非今後も……」

「……ああぁもうダメだぁっ！」

「!?　な、なんで身み悶もだえているんですかっ」

「だってあんなに怒ってたのにやってみたらすぐこんな……あ～もう、ダメだ初鹿野のそういうところ俺好きすぎる……！」

「じ、自分でも簡単に前言を撤回しているとは思っています！　ですがそれを言ったら先輩だって手をつないでほんの数分でそんなに身悶えているじゃないですか！　お互い様です！」

　顔中真っ赤にして、怒鳴りながら慌てる初鹿野。そんな彼女に、ますます身悶えてしまう俺。

　本当に、この子の落差というか、反応のギャップはすごい。予想を裏切られまくりだ。

（だけど、着実に進歩している実感もある……）

　日に日に初鹿野が、理解を深めていってくれてると。正直、嬉うれしくてたまらない。

　だったらもう……と、思い切って聞いてみることにする。

「ど、どうだ？　初鹿野」

「はい、何がでしょうか」

「そろそろ、その……俺のこと、好きだと思い始めてくれたりとか……」

「ああ、いえ。すみません、それはまだまったく」

「────っっ」





　　　　＊　　　＊　　　＊






　そんな風に一週間ほどが過ぎて、休み時間。

「やっぱりちょろいだろう、おまえの彼女」

　九く郎ろうに話を聞いてもらったら、例によって一刀両断された。

「まあ、さすが功こう成せいの彼女になるような女子というべきか」

「いや……確かに部分部分で見ればそうかも知れないんだけど……」

「なんだ。おまえ的には違うのか」

「……間違ってもちょろくはない」

　なにせ、あれだけいろいろ即ハマりしてくれてるのに、肝心の『好き』に関してはあのとおりのあっさりした否定だったからなぁ……。

　もう大丈夫なのでは、と思ってしまってた分、ダメージは大きかった。とてもとても『ちょろい』だなんて高をくくれない……むしろ難攻不落に思える……。

「どっちにしても、うーん。よくないと思うなぁ彼女さん……！」

　と、そこに胸を張りながら小お津づが加わってくる。さりげなく聞いていたらしい。

「ん？　初は鹿じか野のの何が悪いんだよ」

「だ、だって、聞いた感じ……功成が言うことをなんでもかんでも真っ正面から受け止めて、理解しようと頑張ってくれてるんでしょ？」

「そうだけど……」

「……男子を調子に乗らせるだけじゃない。モテ女子的にはそういうのはちょっと」

「ああ、うむ。確かに、嘘うそ吹ふき込んでやりたい放題にできるな。なんだって」

「や、やらねえよ！」

　何をとんでもないこと言ってやがるんだこいつらは！

「なんだ、やらんのか。乳くらいは簡単に揉もめるだろう、恋人同士なら当然などと言えば」

「す、少なくとも男子にそう思わせて当然の態度ではあるよね」

「分かってねえ！　おまえらはなんにも分かってねえよ！」

「ムキになって抗弁するということは、似たようなことは考えていたのか？」

「考え……てませんよ！」

「か、考えてたんだ……ま、まあ男の子なんだから仕方ないけど……いけてる女子はそこをいかにうまく転がすかだから、わたし的にはいいんだけど……」

「だ、だからそうじゃないってっ」

　そりゃ、あの背が低いくせにそこだけが突出してるみたいな胸を、触ってみたいな……と考えてしまったことはないとは言わないけども！　男だし！

　でも、だからといって……なのだ。

「あのな？　初は鹿じか野のって真面目まじめな子なだけあって、貞操観念的なものはものすごく強いんだよ。そういう相手に、おまえらが言うような意識をうかつには抱けないって。地雷過ぎるって」

　そう。はいあ～んや手をつなぐ程度ですら最初はああだったのだ。

　ストレートにエロいこととなったら、さすがに今までのようにはいかないだろう。

『付き合っている男女がすること』自体は、少しずつ理解して行ってくれてるのは間違いないけど……。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　その日。私は機嫌のよさを自覚していた。

　だからなんだろうか。こうして休み時間になるたびに、そわそわするような感じになるのは。

　そのことについて、ついつい考えを巡らせてしまうのは。

「つ～ぶ～……？」

　そんな私に、友人の悠ゆう伊いが歩み寄ってくる。

「ああ……。何？　悠伊」

「くふ。つぶが休み時間のたびにそんな顔してると、みんな怖くてダベれなくなっちゃうよ？」

「…………」

　教室を見回すと、クラスメイトたちが怯おびえたように私から視線を逸そらした。

　……どうやら、機嫌が悪いと思われていたらしい。

　でも仕方がない。私の地顔や態度が、人にそういう印象を与えることについてはもう慣れっこだ。

　こちらもそれを承知の上で、何かしら目につけば黙っていられない性格なのだから、なおさら仕方がない。

「ま、あたしは喋しやべるけどね……よいしょっと」

　悠伊はゆったりとした動作で、私の前の席に腰掛ける。

　そのさまを見て、クラスのみんなの緊張が解け始めたのが分かった。

　悠伊はクラスの中で、そういう立ち位置だった。彼女だけはただ一人、私のとげとげしい立ち居振る舞いを気にしないから。

　柳の木のような子なのだ。私が何を言おうが、笑ってふわふわと流すばかり。

「最近ど～お～……？」

「……主語がない」

「くふふ。分かるでしょ、つぶは」

　まあ、だからこそ悠ゆう伊いには、私もますます細かいことを言ってしまうんだけど……。

　それも、やっぱりふわふわと流される。そんな相手は悠伊が初めてだった。彼女が唯一の友達と呼べる存在になったのは、つまりそれが嬉うれしかったからだ。

　──その嬉しさと同じものが、今の私の中には、もう一つある。

「どんどん、嬉しく感じるようになってきてる」

「ふーん……おにい、頑張ってるんだ？」

「いろいろ、教えてくれて。私が一生懸命考えてついていくと、本当に嬉しそうにしてくれて。どれくらい喜んでくれているかが、どんどん、理解できるようになってきてて……」

「……へえ」

「最初はいらだたしく感じた悠伊の態度が、次第に貴重だと感じるようになっていったのと同じかも知れない」

「あたしは別に頑張ってないけどな～……真面目まじめなつぶなら、いろいろ世話焼いてくれそう～って思っただけだし……」

「あなたね」

「ん～まぁ、あたし妹だからしょうがないんじゃないの？」

「……そこは先輩とは違うんだ」

「ま、おにいはおにいだし。……で？」

「ああ、うん。……星ほし井い出で先輩が、私であんなに喜んでくれるなら」

　先輩の喜んでいるところを思い出すだけで、そわそわしてくる。いてもたってもいられないような気持ちになってくる。

　こんな自分は、初めてだった。一番近いのは……きっと、あの日。先輩に突然、告白されたとき。

「……自分からも、何かしなきゃいけないって気持ちになってきてる。教わるばっかりじゃなくて、自分からも」

「具体的には？」

「何か、恋人らしいことを提案したいんだけど……」

　そこまで話して、唇を噛かむ。

　やっぱり、私にはその手の知識が足りなすぎる。

　今までは見向きもしなかったけど、恋愛に関するウェブサイトや創作物を見ることも必要なのかも知れない……。

「……ふーん…………」

　と考えていたら、悠ゆう伊いが私の顔をじっと見ているのに気がついた。

「な、何？」

「ちょいちょい」

　猫のように目を細めて、自分の顔を指さす。

「なら、ここに適任がいない？」

「……え？」

「相談の」

「…………」

　私が目を丸くすると、あの人の妹さんはますます目を細めて笑って、

「ん～、そだね。だったらまずは──」














　初は鹿じか野のと付き合い始めてから、十日ほどが経たった。

　その間、俺たちなりにあれこれと、駆け出しカップルらしいことはしてきたわけだけど……。

　一つ重大なものが欠けている。言うまでもない。デートだ。

　いや、当然真っ先に考えはしたよ？　付き合い始めたんなら、一も二もなくまずデートじゃないか？って。

　だけど、初デートとなったら、一日かけて堪能したいのも人情で。

　しかし俺たちが迎えた最初の土日は、俺に家の用事があったため、ＬＩＮＥで連絡を取り合う程度で過ぎてしまったのだ。

　つまり次の土日あるのみだ。そして、今日は木曜日。

　コースをまだ決めかねてる、などと言ってる場合じゃない。今日中に誘わねば……！

　と、心中で誓いつつ、昼休みに昼食を一緒していたときのことだった。




「その……で、デートに行きませんかっ」

「………………えっ!?」

　不覚にも、思いっきり間抜けな反応をしてしまった。

「だっ、ダメだったでしょうか。こんな……」

「あ……い、いや、ごめん、そうじゃなくてっ……」

　初鹿野が悔くやしげに唇を噛かんだのを見て、慌てて手を振って否定する。

「ちょっと驚いちゃって……。まさか、初鹿野の方から誘ってくるなんて思ってもみなかったからさ。そういうのは俺の役目だと思ってたし……」

「そ、そうですよね。私は男女交際について、教えを請う側の立場でしたし」

　だけど、今日はこうして誘ってきた。

　さすがに初鹿野でも、カップルはデートをするものだっていうくらいは知ってたってことなのか？

　それで、明後日あさつてには休日になるのに俺が誘ってこないから、しびれを切らして自分の方が誘うことにしたとか……。

「…………」

　いや、違うか。だったらこんな、『言い出しのは失敗だったかも』みたいな顔はしないよな。つまり……。

「な、何か、心境の変化でもあったのか？」

　そう聞いてみると、初鹿野は少し頬ほおを赤くして、

「は、はい……実は、その……」

　珍しく視線をあちこちに彷徨さまよわせながら、小さく頷うなずいた。

「せ、先輩が喜んでくださってるのが、私もどんどん嬉うれしく感じるようになってきていて」

「……俺のリアクションが？」

「そ、そうですっ。あんなに喜ばれたら、こっちだって嬉しくなってきてしまうに決まっているじゃないですかっ」

「あっ、いや、うん。ごめんっ」

「なんで謝るんですかっ」

　いや、なんか猛烈に気恥ずかしかったからだけども。

　俺がときめきと喜びのあまり、その場に突っ伏したり身み悶もだえたりしてしまってたのを、初は鹿じか野のも喜んでくれるようになってた……ってことなんだよな？

「そ、それで？」

「ですから、その……お、教わるばかりではなく、自分からも男女交際らしいことができたら、もっと喜んでもらえるんじゃないかと思いまして……」

「こうして、デートに誘ってくれたのか」

「……だ、ダメだったでしょうか」

　初鹿野は、これまた珍しく、背中を丸めるみたいに身体からだを縮めて、

「教えてくださいとお願いしたのは私の方なのに、自分からそれを覆すような……先輩が頑張っていろいろ考えてくださってるのに、こんな、差し出口のような……」

　ちょっとおずおずと、そんなことを言う。

　今までの初鹿野なら決して見せない姿ばかりで……だからこそ、じぃんと熱が全身に伝導して行くみたいに思った。

　──自分からも積極的に、と思いつつ、そんな風にしていいのか不安にもなってる初鹿野、猛烈に可愛かわいいな！

「いやもうめちゃくちゃ嬉しいって！」

　笑いながら言ってしまうに決まっていた。

「い、いいんですか？」

「もちろん！　うわーありがとうな、だから誘ってくれたとか、嬉しいに決まってるって！　嬉しいし可愛いしでちょっともうヤバい、自分の提案が受け入れられるのも嬉しいけど提案してもらえるのもこんな嬉しいんだな～っ」

「…………な」

「うんっ」

「ならよかったですっ……！」

（あ…………）

　その顔を見て、思わず息を呑のんでしまった。

　ついさっきまで、緊張で少し表情を硬くしていた初鹿野。

　だけど、俺がつい、素で喜んでしまっているところを見て。説明してくれたみたいに、本当に……。

「思い切って、誘ってみた甲か斐いがありましたっ……」

　初は鹿じか野のも嬉うれしそうに、控えめながら微笑ほほえんでくれていた。

　──こういう風に笑う初鹿野は、初めてだった。




　そういうわけで今週末は、初鹿野の主導で初デートに行くことになった。




　そして翌日の金曜日。

「先輩っ。先輩はどういったところに行きたいですか！」

「あー、そうだなぁ……いろいろあるけど……」

「理想としての希望地、現実的な希望地、逆に、こういうところにだけは行きたくないというところもありましたら、それぞれ個別に理由なども添えて聞かせてくださいっ」

「聞き取り調査!?」

　誘ったのは自分なのだからと、初鹿野は各種セッティング……つまり日時や目的地など、いわゆるデートコースの策定も自分が責任を持って行うと宣言していた。

　なので、改札前で顔を合わせるなり、こうやって俺に希望を聞いてきたりする。

「万全を期すためです。何か不満でもあるんですかっ」

　それもこっちの顔が綻ほころんでしまうくらい、持ち前の生き真面目まじめさを丸出しにして、だ。

　いいデートにしようと、一生懸命考えてくれてるのが分かる。

　俺からすると、今回はお任せになるというのが新鮮でありつつ、初鹿野が見せる意欲に胸がときめくばかりだった。

「いやもう……やる気な初鹿野、可愛かわいいなぁと」

「そっ……。そう、ですか。なら私もなんの不安もありませんっ。ありがとうございます、お任せください！」




　とはいえ、明日はもう土曜日なのである。この準備段階をのんきに堪能してはいられない。

「ふむ……。確かに町中ならば、いざというときの選択肢が多いですよね。でも、こちらの記事にあるように、郊外という日常から切り離されたロケーションには、町中にはないハレ感があるのも確かだと思います」

　なので初鹿野は昼休みにも、急ぎ用意した参考資料をこうして隙すきあらば読みまくり。

　いや、それは昨日からか。デートの話が決まってから大急ぎでＰＣ室に駆け込み、デート講座的なサイトを検索して片っ端からプリントアウトしていたのである。

　今日はそれに、どこからか手配してきた雑誌類なんかも加わっている。やると決めたら本当、初は鹿じか野のは徹底的だよなぁ。

　まあ、そこがまたいいんだけど。きっと将来はこういう風に、家事なんかもバリバリこなしてくれるんだろうな……と手に取るように想像させてくれるというか。

　しかし、だからといって、だ。

「…………調べれば調べるほど、決めがたいですね」

「確かになぁ。いい感じのところがこれだけあると……」

　難しい顔をしている初鹿野に、俺も資料に目を通させてもらいつつ、頷うなずく。

　並んでる各種コース案。映画鑑賞、スポーツ観戦、カラオケ、ショッピング。遊園地にゲーセン、ドライブ……どれも魅力的だ。いや、年齢的に最後のはちょっと無理だけど。

　とにかく、このとおり選択肢が多すぎるし……。

「言っちゃえば、『なんでもあり』なんだもんな。極論、付き合ってる同士が二人で出かければ、何やったってデートではあるわけだし」

「そのとおりですけど、そうではなくて」

「っていうと？」

「どんなコースにしても、先輩は喜んでくれそうで……」

「うっ。た、確かにっ」

　どこに行こうが、隣に初鹿野がいてくれれば上機嫌な自信がある！

「というか……だったらもう、難しく考えることはないんじゃないか？　あまり根詰めるのも大変だろうしさ、それこそこのリストの一番上からとりあえずーみたいなのだって」

「それはダメです！」

　きっ、と思いっきり目を剥むいて退けられた。付き合い始める前の俺だったら、反射的に謝ってたくらいの迫力だった。

「なんでもいいなんていうのは論外です。時間やかかる費用もきちんと考慮に入れないといけません。特に費用がかかりすぎる行き先を、無思慮に選ぶのだけは避けるべきだと思います。私たちは学生ですし、最初だからと背伸びしすぎてはあとが続きません」

　……費用のことまできっちり考慮に入れてくれてるのが、初鹿野だよな。

　こういうしっかり者なところは、とてもとても好ましい。

「先輩との初めてのデートなんですから、きちんと考えなくては気が済みません！」

　……ん？　『気が済みません』？

「私からの、初めてのご提案でもあるんですよ？　とりあえずだなんて決められるわけがありませんっ」

「う、うん。楽しみにしてる」

「あ……はいっ、ならいいんです。ではそういうことで……」

　また俺の返事で笑顔を見せると、初は鹿じか野のは再び資料に目を通し、考え込み始める。

　……結局、『初鹿野が俺とどこに行きたいか』なわけだな、これ。

　そう分かると、ますます結果が楽しみになってくる。




　が、重ねて言うけど週末は明日からで、

「すみません。結局決められないまま……」

　放課後になってしまっていた。

「いやまあ、休みは土日の二日あるわけだしさ。本番を日曜とするなら、まだ一日猶予はあるよ」

「はい……そういうわけで、申し訳ありませんが、先輩っ」

「う、うん。最悪明日の夜に待ち合わせ場所と時間さえ連絡してもらえれば──」

「いえ！　明日は図書館に付き合っていただけませんか！」




　具体的なデートコースばかり調べていては、どうにも選べない。

「なので、古今の名作から、デートに臨む心構えを参照してみようと思いまして。そうすればきっと、選択の助けになるのではないかと」

　というわけで、土曜日は二人で市の図書館に赴いた。

　本当に、考えるとなったら徹底的に考えようとする子である。そりゃ、手をつなぐのがお気に召したあとに、『何な故ぜ自分は気に入ったのか』を懇切丁寧に説明してくれるだけある。

　初鹿野のそういう誠実さが俺は好きなので、土曜がこうなったこと自体は特に文句はない。

「……でもさ、初鹿野。これだけは言わせてくれないか？」

「は、はい。なんでしょうか」

　隣に座っている初鹿野の姿を、改めて横目で見る。

　土曜なので、当然のことながらお互い私服姿だ。それも初めての、である。

　初鹿野は秋色のニットワンピにショートブーツという、シンプルかつさっぱりした装いだった。実にこの子らしくて目が細くなる。飾り気のなさが逆に素材のよさを引き立ててるし、制服姿のときよりちょっと幼めに感じるのも、プライベートを見せてもらえてるんだなぁという感慨がよぎって実にいい。

　そんな彼女とずっと隣り合わせで、一緒に本を読み続けているのである。

「これってすでにデートじゃないだろうか……」

「ち、違います！　まだ喜ぶには早いです、下調べでデート気分になってもらっては困ります！」

　すでに喜んでしまってる、というのはものの見事にバレていた。




　ともあれ。そうやって日中、図書館で最後の調べ物を行って……。

「ま、まあ、またパフェ食ってくれ」

「ひ、引き受けました。任せてください、ふふ」

　すっかり、パフェでもあっという間に怒りを収めてくれるようになったなぁ……いや、それもともかく。

　夕方になる前に図書館を出て、今は例のファミレスに俺たちはいた。

「いろいろと参考になりました。はむ。んくん。やはり、昔から逢あい引びきや逢おう瀬せは重要な位置づけだったんですね。はむ。相互理解を深めるためのものでもあり、共通の思い出を作るためのものでもあるといいますか……はむっ」

　なんで女の子が甘いものを食べてるところって、こんなに可愛かわいらしいんだろうな？　初は鹿じか野のの場合は怒ってるみたいな顔つきだから、ものすごく興奮しながら食べてる感じもするので、なおのこと可愛らしい。

　その上、今日は目を輝かせながら一生懸命、デートについて語ってくれてもいるから、可愛らしさがさらに上乗せされて非常にたまらない。

「まあ、結局私たちのデートコース自体は、まだ決められないままなんですけど……」

「今日で充分に嬉うれしかったから、仮に明日が流れても俺は泣かないぞ？」

「っっ！」

　ぎろっ！とパフェ越しに睨にらまれた。初鹿野は座高も低い。

「何度言わせれば気が済むんですかっ。私は約束したとおり──」

「でも、明日はもっと嬉しいとなったら、是が非でも行きたいよなやっぱ」

「そ……そうですよねっ。ふふ、私もです」

　……この笑顔と、途端に機嫌が直るの、本当にドキドキするな。

　それだけ一生懸命に考えてくれてて、俺に認められることを、喜んでくれてるっていうのが強烈に分かって。

　だからなんとか、これというデートプランを考案して欲しいところなんだけども……。

　こればっかりはなぁ。実際、調べるのに同行はできても手伝いようはないし……。




　初鹿野は門限があるので（十八時だそうだ）、日が暮れる前に店を出ることにした。

「悪い悪い、お待たせ……ん？」

　会計後にトイレに寄らせてもらい、戻ってくると、

「…………」

　初鹿野はレジの横の、チラシが入ったラックに視線を注いでいた。

「なんか気になるのがあったか？」

「ええ、ちょっと……」

　と、一枚手に取って広げる。

　俺も横から覗のぞき込こむと、この店の最寄り駅を中心にした、沿線前後数駅のレジャースポット案内（入場割引券つき）のようだった。

「私、今までずっと、学校の周辺で行き先を選ぼうとしていましたけど……」

「ああ、確かにな」

「でも、それで行き先が決められないなら、最寄り駅にはこだわらず……」

　と言いながら、チラシを眺め回しているうちに、

「……っ！　あ、あの、先輩。ここなんですけどっ……」

　何か目に留まったらしく、紹介されているレジャースポットの中の一つを指さした。

「ん……ああ、初は鹿じか野のんちの方だよな」

　初鹿野の家はここから各駅で六駅、快速で二駅の隣の市だと聞いている。

　彼女が指さしているのは、その市営の動植物園。

　レッサーパンダとカワウソが目玉みたいだ。どうやら、パンダがいるような大きなところじゃなさそうだけど、代わりに入園料が安くてのんびりはできそうな……。

「先輩っ。ここに行きませんか！」

「…………」

　そう提案されて、俺は思わずきょとんとしてしまった。

「あ、やっ……」

　すると初鹿野は、途端に慌て出す。

「いえっ、そのっ、適当な案が見つからなかったから、目についたものになんでもいいから飛びついたというわけではなくてっ……」

「あ、いやいやごめん、そうじゃなくて！」

　俺も慌てて手を振ってみせる。そんな勘違いをしたわけじゃない。ただ……。

「……そこ、行きたいんだ？」

「は、はい……。お安いですし、動物は好きですし、バラ園なんかもあるみたいですし、その……実を言いますと、こういったところは行ったことがありませんし……」

　初鹿野は要するに、『俺とどこに行きたいか』をずっと考えていて。

　三日にわたって悩んできて、ようやくここだと出した結論が、市営の動植物園。

　素朴というか、年相応というか、地に足がつきすぎてるというか……。

（……デートの行き先選びだけで、『可愛かわいいな』って思わせてくれるとか！）

「で……でもあり得ませんよね！　すみませんでした、撤回しますっ──」

「うん、そこに行こう！」

「…………」

「俺も、初は鹿じか野のとそこに行きたい！」

「………………は、はい！」





　　　　＊　　　＊　　　＊






　動植物園へは、うちからだと初鹿野の最寄りの一つ手前の駅からバスに乗るそうだ。

　なので俺たちは日曜日、昼過ぎにその駅前で待ち合わせることになった。

　昼過ぎにしたのは、動植物園が丸一日遊べるほどの規模じゃなさそうだったからだ。なので一日フルに使っての初デートではなくなったけど、まあ、そこは昨日もああして一緒に過ごせたんだからよしとしよう。

「さて……」

　三十分ほど早めの便で到着し、待ち合わせ場所へ向かう。

　……確かに昨日があってよかったけど、『初デートの待ち合わせで初の私服を目にしてドッキリ』みたいなイベントまで、昨日こなしてしまった感じになったのはちょっともったいなかったかもな。

　けど、それはそれ。あくまでも今日が初デートで、だからこそ、今日は三十分も早く来たんだし……。

　なんてことを考えながら改札をくぐり、地上への階段を下りていく。

　初鹿野を待ってるとしたら、階段を下りきったときにちょうど目に入る場所がいいよな。そうなると、あそこのタクシー乗り場の手前の……。

「あ……お、おはようございますっ」

「────」

　初鹿野はすでに来ていた。

　しかもそれだけじゃなかった。

「ず……ずいぶん早いんですね、先輩」

「うん……というか、初鹿野も……」

　思わず、彼女の姿をしげしげと見回してしまう。いや、正確には見とれてしまっていた。

「せ、せっかく早く来ていたのに、心の準備がまだでした。不覚にも少し、心臓がドキドキしてしまっています……」

　俺だって、ドキドキして来てしまってる。

　だって、初鹿野……昨日の格好とまるで違う……。

　昨日はシンプルなニットワンピ姿だった。けど……今日は、華きや奢しやなフリルに飾られた、モノトーンの品のいいワンピース。

　襟まわりが広いデザインだから、細い鎖骨や白い首筋の清せい楚そな色気が、香るようで。

　それなのに可愛かわいらしい印象も受けるのは、スカート丈のほどよい短さと、裾すそにあしらわれたピンクの花柄模様のためだろうか。

　なにより、日頃はストッキングに包まれている脚が、今日はまぶしい素肌をさらしているのも大きくて。

　それだけでも、ハッとするほどだっていうのに……。

「初は鹿じか野の……髪型……」

「あ……は、はい」

　気恥ずかしそうに頬ほおを染めて、彼女はあせあせと前髪を撫なでつける。

　後ろ髪を左右に分けてまとめた、いわゆるツインテールなのはいつもと変わらない。耳の上の編み込みも、髪をまとめるリボンと花飾りも一緒だ。

　だけど、その先。普段はそのまま、髪の房が重力に引かれているだけだけど……。

「や、やはり、その、デート……ですので……いつも以上に、きちんとしなくてはと……男女交際のことはまだまだよく分かりませんけど、礼儀として……といいますか……」

　今日は、髪の房が華やかなウェーブを描き、毛先が軽やかに踊っていた。

　普段からお人形さんめいた、凛りんとした美少女ではあるけど……。

　その髪型と服装が相まって、今日の初鹿野は愛らしくも上品な、どこかのお嬢様のようだった。それも背伸びしたものじゃなく、年相応の、少女っぽさみたいなものも溢あふれまくりの。

「その……付き合い始めたとき以上に、おしゃれをしなくてはと……思いまして……」

「そ、それで、今日のために美容院にでも行ってくれたのか……？　昨日、あれから……」

「あ……い、いえ。以前からこの日のために、悠ゆう伊いにヘアアイロンを貸してもらっていたんです」

「あ～」

　確かに悠伊、髪を巻くやつを持ってたなぁ。天然でいい感じにくせっ毛だし、面倒くさいからってまったく使ってない感じだったけど。

「といいますか、巻き方も教わったりして……。なので自前といいますか、自力ですみませんけど……」

　俺には何も言わないけど、どうやら悠伊のやつ、初鹿野にいろいろ世話を焼いてくれていたみたいだ。

　今日のこの素晴らしい姿もそのおかげか……ナイス、ゆっこナイスアシスト……！

「へ、変でしょうか」

「…………」

「先輩？」

　込み上げに込み上げていた思いが、そのおずおずした上目遣いで決壊した。

「可愛かわいすぎか…………ッッッ!?」

　搾り出すように言うと、がくぅ！と文字どおりその場に崩れ落ち、膝ひざをついてしまう。

「せせ先輩っ!?　アスファルトに膝をつくのはさすがにっ……」

「いや、だって！　初デートでホントに精いっぱいのおしゃれして来てくれて……しかもそんな……似合いすぎだろ……あげく髪は自分で巻いたとかなんかもう……」

　そう。今日の初は鹿じか野のの何がいいって、『真面目まじめな中学２年の女の子の精いっぱい』感で充みち満みちているところだった。

「こんな姿見せてもらえるなんて幸せすぎる……あ～、今日はもう悔いはない……初デート最高だった……」

「まだ始まってもいませんよ!?」

「わ、悪いっ。そうだよな、せっかく初鹿野が一生懸命考えてくれたのにっ……」

　我に返って立ち上がる。膝は少々痛かったけどそれより幸せなので平気だ。

「そ、それじゃ行こうか。今日はよろしくな、初鹿野」

「もう……」

　初鹿野は呆あきれ怒るみたいに俺を睨にらみあげたけど、そのうちにそっと視線を外して、

「……喜んでもらえて、本当によかったですけど」

　噛かみしめるように、囁ささやいた。

　……うん。やっぱりこの段階で、満足感が半端ない。




　そうして三十分ほどバスに揺られ、俺たちは今日の目的地に到着した。

　動植物園は森の中のこぢんまりとした、悪く言えばさびれた、しかし俺たちの主観的にはのどかで可愛らしい施設だった。

　それは飼育されている動物にも言えた。派手、もしくは大きな動物はいないけど、代わりに小さくて愛らしいやつばかり。

「先輩。レッサーパンダですっ」

「おお……ヤバい、可愛いなぁっ」

「はいっ……」

　小さくて愛らしい、ということなら初鹿野にはまったく敵かなわないけども。

　こっちに気づいて寄ってきたレッサーパンダに、真剣な顔で目を輝かせ、手招きして見せたりしてるし。

　まあ、見る人によっては怒ってる、もしくは威嚇してるみたいに見えるかも知れないけど、俺にとっては愛らしくてしょうがないので別にどうでもいい。

「ホントに動物好きだったのな、初鹿野」

「はい。動物は、私の顔や態度を怖がったりはしませんし」

　なんだかんだで気にしてるんだ、その辺……。

「……だったら俺も動物だ」

「はい？」

「きしゃー！」

　テレビで見たレッサーパンダの立ちポーズをやって見せた。

「レッサーパンダの鳴き声はそうじゃないです」

「冷っ静っ……！　コレガ……ニン……ゲン……！」

「って……せ、先輩！　見てください、レッサーパンダが先輩につられて立ってます！」

「あっホントだ！　仲間には通じた!?」

「先輩はレッサーパンダじゃありません」

「ウス……まあ、あんな可愛かわいくないしな」

「そうじゃありません」

　と、初は鹿じか野のは頬ほおを染めて視線を外して、

「……わ、私の彼氏なんです、から」

「………………」

　ぎゅうぅっ！　と胸が締めつけられた。

「か、可愛い、ですね」

「うん……」

　……本当に。




　その後は、ヤギやらヒツジやらブタやらが自由に歩き回っている広場に入ってみた。

　ヒヨコやモルモットと触れあえるというコーナーもあったけど、そちらは子供がたくさん群がっていたのでやめにしておいた。

「…………」

「触ってみたかった？」

「い、いえ。大丈夫です。傷つけてしまわないかと怖い気もしますし……」

「なら、代わりに俺でも触るか？　丈夫だしさ」

「……そうさせてもらいます」

　乗ってきてくれたし……。

　デートだから普段よりも少しはしゃごうと思うのか、それとも、普段よりはしゃいでしまうのが、デートというものなのか。

　どうあれ、今は特別な時間なんだなぁっていう感じがした。

　いつもと違う場所、時間。それを二人で体験してる。

　そんなことを確かめるみたいに、初は鹿じか野のはふわふわと、優しく髪に触れてくれた。

　……もう、ムズムズ来るくらいにくすぐったかった。




　自然博物館なんかももちろん覗のぞいたし、バラ園にも当然足を運んだ。

「ああ……。思っていたよりも、ずっと見事ですね。綺き麗れいに咲いています」

「そうだな……で、でも初鹿野の方が綺麗だけどなっ！」

　バラ園に着いたら是非言おう、と内心で決めていたギャグも敢行してみた。

　もちろんツッコミ待ちだったんだけども……。

「えっ……!?　あっ、やっ、そっ……んな……」

　普通に効いてる──!?

「そ……そんなことは……」

「い、いやあの、初鹿野……？　ひょっとしてなんだけど、こういうセリフ聞いたのって初めて？」

「当たり前じゃないですか！　そんなっ、そんなこと、先輩以外の誰が……」

「……大変申し訳ないんだけど、今の、昔からある使い古された定番みたいなセリフで……はっきり言えばそういうギャグなんだ……」

「……………………」

　ひどくありませんか!?　と、思いっきり怒鳴られた。




　その後もしばらくオーラを発しながら怒っていたけど、俺が思いきって手をつなぐと、すぐに調子を取り戻してくれた。

「……こ、こんなに手に汗をかいた人に、いつまでも怒っていられません」

　ホッとしつつ、思った。

　ああ、今日は特別だけど……今までがあっての、今日でもあるんだな。

　俺たち、なんだかんだで着実に積み重ねてきてる。

　その実感を、つないだ手の中で温め合うみたいにしながら、俺たちは初デートの時間を一緒に過ごしていった。




　そうして、そろそろ日も暮れ始めようかという頃。

「せ、先輩っ……速い、ですっ、んくっ、速すぎますっ……」

「いーやっ、もっとだっ！　てえぇいっ！」

「んんんっ……！　も、もう回さないでくださいっ……！」

　動植物園の中には広い芝生と、普通の公園っぽい遊具が設しつらえられたところもあった。

　せっかくだからここでも遊んでいこうということになり（俺が言ったんだけど）、どれにしようかと物色したら、最近はまるっきり近所で見なくなったあの回る丸いジャングルジムを見つけた。

　まだあるところにはあるんだなぁ、と思ってしまったらもうこれしかないだろう。初は鹿じか野のも幼い頃に見た記憶はあるけど、遊んだことはないって話だったし。

　なので初鹿野には中に入ってもらい、俺が外から思いっきり回してあげたのだけども。

「……とてもひどい目に遭った気がします」

　残念ながら初鹿野には不評だった。

「スカートがまくれてしまいそうでしたし、それを押さえていると今度は身体からだが飛ばされてしまいそうでしたし……」

「あー、だから途中から内うち股またになってスカート挟んでたのか……そっか、女の子だとそうだよな。ごめん、自分が子供の頃遊んで楽しかった記憶があったからって……」

「いえ……先輩が子供のころに楽しかったことを、教えていただけたのは嬉うれしいことなのでいいんですが……スカートも無事でしたし……」

「初鹿野……」

　ジン、と来てしまう。胸中で、改めて噛かみしめてしまった。

　──今日、こうして初めてのデートをしてきて。

　折に触れて、俺は噛みしめていた。

　──今日の俺たち、すごくカップルらしい。

　俺はもちろん、初鹿野もいつもより、少しだけテンションが高いというのがある。

　だから、普段ならしないようなやりとりや、今までよりも率直な会話を折々で交わしていたような気がする。

　デートが終わったら、テンション自体は元に戻るんだろうけど……。

　たぶん今後の俺たちにとっては、今日をこうして過ごしたっていう、共有の記憶ができたのは大きいんだと思う。

　初デートのとき、ああいう言葉を交わした。あんな風にふざけ合った。

　その記憶は、俺たちの今後を広げてくれる。そんな気がした。

　そういう日を一緒に過ごせたんだという実感が、あった。

　だから思うのだ。

　初鹿野はまだ、自分が何な故ぜ交際をＯＫしたのかも、恋愛感情も分からない女の子ではあるけど……。

　だけど、間違いなく俺の彼女で。

　こうやって俺たちは、仲を深めていけるって。

「はは……。ありがとうな、じゃあ一休みしたら日が暮れる前に帰ろうか」

「そうですね……。うぅ、まだ目が回っていますし……」

「じゃ、あそこのベンチだな」

　初は鹿じか野のを促しつつ、視線を巡らせる。

　自動販売機ってどっちだったっけ？　初鹿野を座らせたら、俺は飲み物を……。

　と、考えたときだった。

「きゃあっ」

「っ!?」

　甲高い声が上がり、視界の隅で初鹿野の姿が消えた。

「だ、大丈夫か初鹿野っ……！」

　初鹿野は前につんのめり、そのまま転んでしまっていた。

「し、失礼しました……あいたた」

「ど、どっか擦りむいたりしてないか!?　捻ねん挫ざとか骨折とか！」

「……大丈夫みたいです。下が芝生で幸いでした」

「だとしても……ごめん、ごめんな、目が回ってたからだよな？　こういうときに手をつないでないでどうするんだっていうんだよな、俺っ……」

「そうですね。今後はお願いします」

「っ……」

　くす、と笑って言う初鹿野を見て、なんというか、たまらないものがあった。

　──ああ、俺。ホントにこの子が大好きだ。

　まだ恋もよく分からないのに、こんな風に言ってくれるようになったこの子が。

「んっ……せ、先輩……？」

「身体からだは自分で払ってくれるか？　ごめんな、髪の毛に絡んじゃってるのは、せめて俺が……」

　転んだのが柔らかい芝生の上だったので怪け我がはなかったけど、代わりに初鹿野の全身には、枯れ芝がたくさんついてしまっていた。

　俺のためにと、綺き麗れいに整えてきてくれていたこの髪にもだ。崩してしまわないように神経を使いつつ、一本一本つまんで取っていく。

「……ありがとうございます」

　困ったような苦笑を浮かべ、彼女はそんな俺を受け入れてくれた。

　あの告白のときみたいに。だけど、あのときとは違う柔らかさで。

「先輩」

　身体の枯れ芝を払いながら、彼女は囁ささやく。

「うん……？」

　彼女の髪を綺麗にしながら、俺は応こたえる。

「これもきっと、いい思い出になると思います」

「……転んだことも？」

「先輩に無理やり回されたこともです」

「ホントごめん、ホントごめんっ。バラの件もっ」

「……昨日読んだ本の中に、書いてあったんです。デートというのは後になって、二人で笑って振り返れる思い出を作るためのものなんだって」

「笑って振り返れる思い出……？」

「まさに、今日のような、だという気がします」

「初は鹿じか野の……」

「私はまだ、彼女としては、未熟もいいところですけど……」

　くすっ、とまた、微笑ほほえむ気配がした。

「それもきっと、将来笑って振り返れます。そんな気がします」

「────」

　俺が胸中で、あれこれ噛かみしめてしまってたように。

　初鹿野も、似たようなことを感じ、噛みしめてくれてたんだ。

「初鹿野っ。俺さ──」

　熱いものが込み上げるままに、俺はそこで視線を落とした。

「──っっ」

　その途端、ぎくっ！と固まってしまった。




　簡単な話だ。初鹿野と俺の身長差は、だいたい頭一個分くらい。

　俺は彼女の髪の枯れ芝を取っていて、だから彼女は少し、前傾姿勢になっていて。

　そして、今日の彼女の服装。上品だけど可愛かわいらしい、モノトーンのワンピースで……。普通にしてても鎖骨が丸見えなくらい、襟まわりが広いデザインとなれば。




（おっぱいモロ見えだしっ……！）

　いや、正確にはきちんと、清せい楚そなブラジャーに包まれてはいたけども。

　それでも圧巻のボリューム、深々とした谷間を作ってる肉感は、おっぱいと言う以外になくて。

　だから頭の中は、おっぱいモロ見え、なんて言葉になる。

　ごくっ、と俺は無意識につばを飲み込んでいた。

　いけない、と思いつつも、視線が勝手に吸い寄せられ、固定されてしまう。

　だけでなく、（これが中学生の乳かよ……）なんて残念なことまで、ついつい脳内で噛みしめてしまう始末。

　上から見下ろす、というか覗のぞき込こむような状態だったから、背の低さや首筋、肩の細さも、同時に怖いほど分かってしまうのが特に大きかった。
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　どうしたって意識させられる。今までは、意識するのを避けていたようなこと。

　初は鹿じか野のは可愛かわいいだけじゃない。小さくて細いのに、胸だけはこんな……自分にはいやらしい部分がありますって、力いっぱいに主張してるみたいな……。

　──とびきりエロい身体からだをした女の子でもあるんだ。




「先輩、そちらは終わったんですね？」

「っっ！」

　その呼びかけでビクッと我に返った。一気に戻ってきた理性が、勢いよく視線を背けさせた。

「ふぅ、身体もだいたい、取り終わったと思います。ありがとうございました」

「あ、ああ……」

「では、座ります？　それとも、水を差してしまいましたし、もうこれで帰るとしましょうか？」

「そう……だな……」

　目を合わせられない。

　初鹿野は俺が胸元をガン見してしまってたのに気づいてない。

　それが逆に、猛烈な後ろめたさを俺に覚えさせていた。

「…………」

「…………」

「あの。先輩？」

「っっ……!?」

　──たとえどれだけ後ろめたくても、悟られるわけにはいかない！

　初は鹿じか野のの貞操観念の強さは知っている。今の話の流れの中で、初鹿野の胸チラを見てムラッときてたなんて絶対にバレたらまずい……！

「どうかしたんですか？　先輩も、目が回っていたとか」

「い、いやっ、大丈夫大丈夫！　別になんでもないからっ……」

「……とてもそうは見えません」

「そんなことないって！　と、とにかく行こう、門限前には初鹿野を帰したいしさっ」

「……？　先輩。どうしてこっちを見ないんですか？」

「そっ……それは……」

　最近は気にならなくなってたけど、今の後ろめたい状態で、初鹿野のあの強い視線に見み据すえられたら。

　間違いなく強制的に罪悪感を込み上げさせられて、白状してしまうに決まってる……！




　結局、俺はその後、駅で別れるまで、ひたすら初鹿野から目を逸そらし続けた。

　初鹿野は相当不審がっていたけども……。

　せっかくの初デートの最後に、ミソをつけるようにはなってしまったけども……。

　それでも、俺の蛮行がバレるよりはマシだった。

　間違いなく後で笑って振り返れない。

　どうしてこうなった──いや、何もかも俺が悪いんだけども──！





　　　　＊　　　＊　　　＊






　──先輩、なんだったんだろう。

　週明けの教室だった。まだ、始業のチャイムまでは時間がある。いつもなら自習をしているところだけど、今日は昨晩に引き続き考え込んでしまってた。

（今日、顔を合わせたら、いつもどおりに戻ってたけど……）

　それだけに、昨日の帰り際の様子の違いが、改めて引っかかる。

　あんな先輩は初めてだった。

　私から、怯おびえて目を逸らすみたいな。

　他の人からは慣れっこの反応ではある。だけど、先輩からは初めて。

　どうしてあんな……。先輩が……。

　考えても考えても、情けないことに分からない。

　だけど、これはおそらく、先輩に聞いても教えてもらえない。そんな気がする。

「お～は～……」

　そこで教室のドアが開き、悠ゆう伊いがいつにもまして眠そうな顔で入ってきた。

「おはよう、悠伊。……こんなに早いのは初めてじゃない？」

　以前、先輩と私の待ち合わせに、同行したことはあったけど……。

　あのときは途中で家まで忘れ物を取りに戻って、結局チャイムが鳴るギリギリまで姿を見せなかったのだ。

「ん～まぁ、あたしも眠いんだけどさ。でもほら、昨日あんな連絡もらっちゃったし」

　そう。私は昨夜考えあぐねて、悠伊に電話で相談を持ちかけていた。

『悠伊には、先輩のあの態度の意味が察しはつく？』と。経緯も説明して。

「それはありがたいけど……でも、だからってどうしてこんな早くに？」

「他に誰もいなさそうな時間の方がいいかなってさ」

「は？　ど、どうして」

「ま、さっさと済ませて寝よう。ってわけでつぶ、立って立って」

「う、うん……」

　よく分からないながらも、頷うなずいて立ち上がる。

　悠伊は学業成績や生活態度こそよくないけれど、私よりはるかに世故に長たけている。その彼女が言うんだから、何か理由があるんだろう。

「屈かがんで。もうちょっと。ん～、こんなもん？」

　言われるがままに身体からだを屈かがめた。さっぱり意味が分からない。

「んーと、あたし、おにいね」

「え？」

「昨日の電話で聞いた感じだと、こうやって、頭の芝取ってたんでしょ？」

「そ、そうだけど……」

「うん、やっぱり」

「一人で分かってないでちゃんと説明して！」

「もひとつ。昨日のつぶのカッコって、ひょっとして襟まわりが広いやつだったりしなかった？」

「え？　う、うん。確かにそのとおりだったけど……」

「なら簡単じゃん。ほら、つぶは身体を前まえ屈かがみにしてて、おにいはそれを覗のぞき込こむようにしてて。服がそういうのだったら～」

「………………あっ！」

　理解できた。途端、顔がかあっと熱くなった。思わず胸を覆い隠してしまった。

「じゃ、じゃあ、先輩は……私に……」

「ん～まぁ、しょうがないとこもあるんじゃない？」

「しょ、しょうがないわけないでしょう!?」

「やー、なくなくないよ～。だっておにいも男なんだ──」




「私に子供を産ませようとしてたなんて！」




「……わーお」

　今度は頭を抱えてしまった。

　今までまったく考えてもみなかった。でも。でもまさか先輩が。

「そーおーきーたーかぁ……オンかオフっていうか……」

「ゆ、悠ゆう伊い、私っ……私は……」

「ん～……あのさぁ、つぶ。一つ聞きたいんだけど」

「う、うん……」

「交尾だけがえっちなことじゃないって、知ってる？」

「……え？」

　意味がよく分からなかった。

「あ、やっぱり。知識が保健体育のみっていうか」

「ど、どういうこと？　悠伊」

「ん～まぁ、ならこれ読んでもらえれば一発か。いちおう用意しといてよかった～」

　と、悠伊はそこで一冊の本をカバンから取り出し、差し出してきた。

「ってわけでつぶ、はいこれ。貸したげる」

「……漫画？　ダメでしょ、不要物の持ち込みは校則違反です！」

「えっちいやつだよ？」

「なお悪いでしょ！　そもそもなんの関係があるの！」

「お付き合いと」

「えっ？」

　お付き合いに、いやらしい漫画が……ううん、いやらしいことが関係している……の？

　そして悠伊は先ほど言っていた。交尾、つまり子供を作る行為だけが、いやらしいことではない。……よく分からない。分からないけれど……。

「読むしか。せっかく分かりやすいの選んで持ってきたんだしさ～、つぶのために」

「……わ、分かった」

　そう言われたら、頷うなずくしかなかった。

「誰かに見つかったらあたしのせいにしていいからね～。そんじゃおやすみ……」

　悠ゆう伊いは自分の机に突っ伏すと、すぐに寝息を立て始める。

　私は依然、釈然としないままだったけど……。

　というより、校則違反の本をこっそり見るなんて、本当に抵抗感があったけど……。

　悠伊が私の疑問に答えるために、わざわざ持ってきてくれたんなら。読むしかない。

　覚悟を決めて、ページをめくった。




「……!?　っ!?　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ!?」

「ふわっびっくりしたっ」

　……理解した。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　週明けの学業も無事終わり、嬉うれし恥ずかしい彼女との帰り道。

　の、はずだったんだけども……。

「……あのさ。初は鹿じか野の」

「はい……」

　いつもならすぐ隣を歩いている彼女が、今日は遠い。手を伸ばしても届かないくらいの間が空いている。合流してからずっとだった。

　あげく、こちらの顔を見ようともしないのである。あの初鹿野がだ。

（やっぱり、なんか距離を取られている……間違いない……）

　実は、昼休みから引っかかってはいたのだ。

　あれ？　なんかいつもより間が空いてる？　それに会話のリアクションも鈍い？　というか、さっぱり目が合わないような？　と。

　一度は気のせいだと思おうとした。しかし、帰りも同様だと、さすがにそうも言っていられない。

　そして、初鹿野に距離を取られる心当たりなんて、一つしかない。……昨日のあれだ。

（朝は大丈夫っぽかったのに……いや、別れ際があんなだったから、最初はちょっと構えてたけども……）

　俺が努めていつもどおりに振る舞ったら、安心したのか調子を取り戻してくれた。

　しかし昼になったら距離を取るようになってて。放課後の今ではこれ。

　……朝の段階で、実はすでに気づいてたのか？

　それとも午前中の間に、昨日のことを思い起こしててふと気がついたとか？

　どうあれ、もうバレてると思っていい。だったら……だったら……。

「っ……昨日は悪かった！」

　遅ればせながら、素直に罪を認めて謝る以外にない──！

「な……なんのこと、ですか」

「昨日のことだって……。あのときは、必死で隠そうとしちゃってたけど……ごめん、このとおり。それを含めて謝りたい！」

「…………」

「その、昨日は……ついおっぱいガン見しちゃっててすみませんでした！」

　勢いよく頭を下げた。

「っ……」

　初は鹿じか野のからのリアクションはなかった。

　……あれ？　ものすごい勢いで怒鳴りつけられるか、矢継ぎ早の難詰と糾弾が雨あられと浴びせられるか、どっちかだと思ってたんだけど。

　ま、まさか、それすらしたくないほどに、エロい俺をすでに見下げ果ててる!?

「は、初鹿野ッ──」

　顔を上げると、またしても予想とは少し違っていた。

　初鹿野は汚物を見るような顔ではなく──怯おびえるような、今にも泣き出してしまいそうな顔で、ギュッと胸を覆い隠していて。

「初鹿野……？」

「……やっぱり、そういうことだったんですね」

「っ!?　ご、ごめんっ、本当にごめん！」

　低く、絞り出すような声に、俺は反射的にまた頭を下げる。

「本当に、あのとき。私の胸を……見ていたんですね……」

「気をつけるっ。もう今後はそんなことないようにするからっ……」

「つまり……」

「う、うんっ……」

「今まで無知だったせいで、まったく考えたこともありませんでしたけど……何も、分からずに接していましたけど……」

「ん、え？　は、初鹿野？」

　なんか唐突によく分からない方向に飛んだぞ？　と顔を上げると、




「先輩は私にいやらしいことをしたかったんですねっ……!?」




「…………」

　叫ぶように、そんな言葉をぶつけられた。

「い……いや違うよ!?」

「違うんですかっ」

「あのときはただチラ見えてた初は鹿じか野のの胸に不覚にも目が吸い寄せられちゃった……だけ……で……」

　反論しかけて、途中から言葉がしぼんでしまった。

　あのときはそんな大それたことまで考えてなかったって！　と言いたかったんだけど……。

　途中で気づいてしまったのだ。考えたことがないわけじゃない、と。

「……ごめん」

「っ……」

「で、でもさ！」

　必死で抗弁を試みる。

　初鹿野はすぐに受け入れられないかも知れないけど、これはごくごく自然なことなのだ。

　年頃の男にとって、好きな女の子にエロいことをしちゃいたいと思うのは、生き物として当たり前のことなのだ。そういう風にできているのだ。

　それに、俺は──

「あり得ません！」

　言いかけた俺を突き放すように、初鹿野は再び怒鳴るようにそう言って、そのまま、駅の構内に走って消えた。




　打ちひしがれて家に帰ると、例によって悠ゆう伊いがリビングのソファでだらけていた。

　俺のことも初鹿野のことも知っている妹である。

　俺はこぼした。ぽろぽろとこぼした。初鹿野にぶつけられた言葉と、自分の気持ちを。

「……俺の初恋はこれで終わってしまったのか……」

「えっ、諦あきらめちゃうの!?」

「だってあり得ないって言われちゃったし……ああぁ、俺はなんてことを……デートまでは順調に来てたと思ってたのに……」

「あほくさ」

　俺の嘆きは一言で切って捨てられた。冷たい妹だった。

「おにい、つぶにエロいことしたいだけじゃないじゃん」

「………………」

　顔を上げた。

　悠伊はとびきり目を細くして、ムスッとした顔で俺を見み据すえていた。

「なのに、むかつく。ホントは諦あきらめられてもいないくせにさ」

「ゆ、悠ゆう伊い……？」

「つぶはめんどくさい子だよ？　おにいに負けないくらい」

　ふんっ、と悠伊は鼻から息をついて、

「だからお似合いだって思った、ゆっこの気持ちはどーしてくれるの？」

「…………ゆっこ」

　妹の言葉で、だんだん頭が冷えてくる。

　そのとおりだ……なんて言葉が、胸の奥からせり上がってくる。




　初は鹿じか野のに、エロいことをしたいだけだったら……。

　俺はあんな風に告白していない。




「ぜんぜん諦められてないわ、俺」

「簡単か！」

「ちょろいやつだからな、俺は」

　笑って言えた。

「初鹿野に関しては」

「……なら、ごめんねおにい」

　俺とは逆に、悠伊はそこで珍しく申し訳なさそうな顔をした。

「つぶのことだから、デートとかのとき、あたしが相談乗ってたのはおにいに言ってると思うけど……」

「ああ、うん。ヘアアイロン貸してくれたりとかな。ありがとうな悠伊、陰でフォローしてくれてて──」

「昨日も相談乗ってたんだよね」

「…………」

「〝先輩のあの態度ってどういうことだったの？〟って……話聞いてすぐピンときたんだよね。あ、この子たぶん、男の子の視線の意味を知らないんだなって」

「ん、ん？　どういうこと？」

「あたしからだとね、どっちかというとつぶが悪いわけ。どうしても男の子は見ちゃうもんなんだから、女の子の方がしっかり意識して見せないようにしなきゃダメじゃんって、ね？」

　日頃、タンクトップとショートパンツだけのずさんな姿でゴロゴロしてる悠伊だけに説得力はなかったけど、言いたいことは分かる。

　襟まわりの広い服を着てたんだから、初鹿野の方が気をつけなきゃダメだということだ。

「えっち関連の知識が、まるっきりない子だと思ったわけ。真面目まじめだし堅物だし」

「ああ、うん。それはなんとなく、そんな感じだなぁって気はするな」

「でも子作りのことはちゃんと知ってたわけ」

「……はい？」

「真面目だから、保健体育はちゃんと勉強してたってこと。そんなあの子に、おにいの視線の意味を教えたげたら、なんて言ったと思う？」

　まったく想像がつかず、俺がきょとんとしていると、悠ゆう伊いはまぶたを重たげに下ろして。

「〝先輩は私に子供を産ませようとしてたなんて〟」

「………………………………はい!?」

「お付き合いとえっちなことがつながってないくせに、えっちなことと子作りは直結してるんだよね、あの子。なんて言うか、レアキャラだよね……」

　ああ……そういうことか。

　だったら、さっきの「私にいやらしいことをしたかったんですね」も……。

「だから、ごめんね」

「な、なんで悠伊が謝るんだよ」

　むしろ理解が深まって超絶助かったのに。

「つながってなかったトコ、つなげちゃった。あたし」

「つな……え？　それって、付き合うことと……」

「えっちな少女漫画読ませたんだよね」

「おまえは初は鹿じか野のになに不純な知識を吹き込んでんだ！」

「えっちなことが全部子孫繁栄じゃないし、付き合ってる同士だって当たり前にするようになることじゃん？　そういうの分かれば、意識も変わるかなーって。らぶらぶえっちな漫画で」

「……いや、その結果はさっき話したとおりだったんだけど」

「悪化しちゃったね……」

「どうしてくれんだよおまえ！」

「でも大丈夫」

「なんでだよっ──」

「おにい、諦あきらめてないって言ってくれたし」

「…………」

　俺と初鹿野が、お似合いだと言ってくれた悠伊は……。

　たぶん、信じてもくれてるんだ。俺たちなら必ず大丈夫だって。

「ゆっこ、余計なことしちゃったけど……」

　……それを気に病みつつも。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　俺にとっては妹で、初は鹿じか野のにとっては友人であるゆっこに、こんな態度を見せられたら……。

「ああ、大丈夫だ」

　もう、力強くそう頷うなずいて、きびすを返すに決まっていた。

「初鹿野に会いに行ってくるから」




　このまま諦あきらめたりしないと決意すれば、電話やＬＩＮＥなんかで済ませられるはずがない。

　直に顔を見て、きちんと気持ちを伝えなきゃ……という思いが高じて、俺は数十分後、こうして初鹿野の住む街までやってきていた。

　のだが。

「……どうしよう」

　途方に暮れていた。

　もちろん、家を訪ねることはできない。いきなりではなんだし、そもそも俺は彼女の最寄り駅しか知らない。

　なので来る電車の中で、連絡はしていた。どうしても話したい、話させて欲しい……。

　返事はなかったし、既読すらつかなかった。こうして現地についても、なお。

「めげずに何度も、反応もらえるまで連絡するべきか？　それとも……」

　諦めて、帰るべきか。

「…………」

　たぶんそれが理性的な行動なんだろう。一晩経たって、落ち着いてもらってから改めて話をした方が。

　けど……。

「…………そう考えるやつは、そもそもあんな告白しないんだよ！」

　悠ゆう伊いに連絡して住所を聞いて、とにかく家の前まで行ってみよう──と、勢いよく顔を上げた。

「あ……」

　そのときだった。

「え……」

　そこにいた。初鹿野が。

　髪型はさっきのまま。だけど、昨日と同じあのワンピース姿で。

　ただ、隣には……初鹿野と同じくらいの背丈の、フォーマルな服を身につけた大人の女性も一緒で……。

　と、俺が呆あつ気けにとられていると、

「っ……！」

　初は鹿じか野のはギュッと身体からだを縮めたかと思ったら、身をひるがえし、逃げるように駆け去って行ってしまう。

「ちょっ、待ってくれ初鹿野──」

　我に返って、引き留めようとしたけど、もう遅かった。

　小さな後ろ姿がどんどん遠ざかっていく。

「初鹿野！」

　当然、俺も思いきり路面を蹴けって走り出そうとした。

　が、それと同時に、

「はい」

「……はい？」

　その場に残っていた女性が返事をした。思わず、踏みとどまってしまった。

「初鹿野みさおです。あなたは？」

　ぎんっ！と音がしそうなほどの鋭い視線に射貫かれる。

　顔立ち自体は自体はとんでもなく整った、可愛かわいらしいと言っていいくらいの女性なんだけど……この目つき、雰囲気！　まるで初鹿野の強化型だ。

　つまり、この人。若く見えるけど初鹿野のお母さん……？　お姉さんがいるって話は聞いてないし……。

「ほ……星ほし井い出で功こう成せいと言いますっ」

　とにかく、ばっと頭を下げた。

「娘とのご関係は」

「そっ……」

　一瞬、躊躇ためらった。

　というか、『娘』と言っているし、やはりこの人はお母さんらしい。

　親御さん相手に……けど、ここで引くわけにはいかない。

「……彼女と、お付き合いをさせてもらっていますっ」

「するとあなたがつぶらの乳房を見たという」

　どっと冷や汗が出た。

　ひょっとして、二人で外出してたのは、そんな話を聞いてもらってたからとか？

　だとすると、この展開は非常に……。

「分かりました。では、お越しください」

　さっ、と手のひらで、初鹿野が消えていった方を指し示された。

「家のはずです。これから、帰るところでしたから」

「……はい？」

「娘と話したいのでは？」

「はいっすいません！」

　火が出るような目つきで睨にらまれて、反射的に謝ってしまった。

　が、お母さんは特に気にもせず。

「では、我が家にご案内します」




　道すがら教えてもらったところ……。

　お母さんはやはり、初は鹿じか野のから事情をある程度聞かされていたのだそうだ。

　彼女から帰って来るなり、それを持ちかけられて、なら、と外に軽く食事に出た。その帰り道に俺は偶然、出くわしたらしい。

　それは分かったけども……だったら、なんで俺をこうして家に？

　と思いはしたものの、だからってここで遠慮したり引いたりしている場合じゃない。

　お母さんに連れられて十分弱。導かれたのは、高級そうな大きなタワーマンション。その二十五階の一室だった。

「つぶら！」

　そしてお母さんは先ほどまでの物静かさはどこへやら、いきなり吠ほえるような大音量で叫んだ。

　そして一つのドアに向かって歩いていく。ってことは、そこが初鹿野の部屋なのか……？

「事情はどうあれ、あなたには星ほし井い出でさんのお話を伺う責任があるはずです！」

　まさに、一喝という感じだった。

「相手が対話の意思を表明してきてくれたのなら、それをきちんと受け止める！　幼い頃からそう教えてきたはずですよ！　なのになんですか、先ほどのざまは！」

　ああ、つくづくこの人は、初鹿野のお母さんなんだなぁ……。

　俺が好きな彼女の美点の根っこに、この人がいるっていうのがなんかすごく分かる。

「……ふぅ。失礼しました、星井出さん」

　そしてお母さんは、くるりと俺に振り返る。

「私はこれで外します。あとは、どうぞ」

「えっ……い、いいんですか？　というか、そもそも……」

　──どうして俺を、こうやって家に上げてくれたのか。

「つぶらの彼氏なのでしょう？」

「…………」

　他に理由が必要ですか？　とでも言いたげな、真っ正直な顔だった。

「…………はいっ」

「では、私はこれで」

　お母さんは静かに、自室とおぼしきドアをくぐって姿を消した。

　俺は……一つ深呼吸すると、初は鹿じか野のの部屋のドアをゆっくりノックした。

　返事は、しばらく経たって、

「…………開いています」

　囁ささやくように小さくても、ちゃんともらえた。




　初鹿野の部屋は、普段着のイメージどおりのシンプルな雰囲気だった。

　よく掃除や整理は行き届いてるけど、物の数や種類自体は少ない。特に、趣味に関するようなものが、一切ないような感じなのが印象的で。

「……………」

　その部屋の、ドアから見て真っ正面。

　ベッドの上に、初鹿野はちんまりと座って俯うつむいていた。

「……ごめんなさい。先ほどは、あんな態度を」

「いや、初鹿野が謝ることじゃないって」

「だとしても、です」

　さっき、お母さんが言っていたように、か。

　なら、俺はその誠実さに感謝しつつ、伝えるべきことをちゃんと伝えなきゃいけない。

「ありがとう……初鹿野、俺はさ」

「待ってください」

「え？」

「もう一つ、あります」

「…………」

「私は、無知で。男性の視線の意味も、知らなくて。だから、ごめんなさい。あんな無防備なところをさらしてしまって」

　悠ゆう伊いが指摘していたこと。

　そこは、ちゃんと理解してもらえてる。

「でも……きっと。先輩は違うと思っていたかったんです」

「っ……」

　続いた言葉に、ハッと、俺は息を呑のむ。

「結婚していなくても、いやらしいことを……お付き合いしている男女なら、一般的にはいずれ行うものなんだって、私は、恥ずかしながら知らなくて」

「……うん」

「知ってからは……あり得ない、と思って。お付き合いというもの自体が。でも……」

　彼女は、か細い、囁ささやくような声で、

「先輩は、違うかも知れないって」

「……ごめん。そうじゃなくて」

　俺はこの子の、一いち縷るの希望みたいなものを、知らずにプツッと断たってしまったんだろう。

　だからさっきも、下校中のあのときも、たまらず走り去ってしまった。

　たぶん、この子も、俺と同じように思って。

　自分たちはこれで終わりなんだって……。




「でもな!?」

　終わりたくなんかない。

　だから、俺はきちんと伝えるんだ。

「聞いてくれ、初は鹿じか野の！」

「っ……」

　大おお股またで歩み寄り、がしっと彼女の肩をつかんだ。

　そして、その顔を覗のぞき込こみ、まっすぐに……。

「俺はっ──」

　──意気込みすぎたのかも知れない。

　座ってる状態の彼女に勢いよく歩み寄り、腰を屈かがめながら肩をつかんだのがよくなかったのかも知れない。




　ばつん！

「えっ……」

　一瞬、何が起きたか理解できなかった。

　ピシッ！　と俺の顔を、何か小さくて硬いものが打ったのだけは分かった。

　俺は、彼女の肩をつかんでいて。身体からだを起こさせるようにしていて。

　だから彼女の肩は後ろに押され、その分だけ胸は張られて。

　身にまとっていた衣服も、自然の摂理で張り詰めさせられて。

　最初に弾はじけたのは、ボタンを留めていた糸だった。つまり……。




　……ブラウスの胸元のボタンが弾け、下着に包まれた乳房が露あらわになっていた。




「きっ──」

　俺の視線に気づき、彼女はぎくりと身体を硬くし、悲鳴を上げようとした。

　だけどそれよりも先に。

「初は鹿じか野の！」

　がばっ、ばさっ！

　俺は大急ぎで上着を脱ぎ、彼女の身体からだに覆おおい被かぶせた。

「………………えっ？」

　きょとん、と彼女が顔を上げる。

　まんまるのその目を、俺はまっすぐに見み据すえて、

「ごめん。また、見ちゃった。でも……どうしても見ちゃうんだ。俺は男だから。初鹿野が、好きで好きでしょうがないから」

「だ、だから私に──」

「でもな!?」

　あの告白のときと同じように、夢中で叫んだ。




「俺は、おまえを大事にしたいの！」




「………………………………」

　彼女は大きく目を見開いた。

　その頬ほおが、みるみるバラ色に染まっていって……。

「は……はい……」

　こくん、と、

「そう、ですよねっ……！」

　頷うなずいて、俺の彼女は、ぱあっと安あん堵どに笑顔を輝かせてくれた。























　その日の朝。家を出たところで驚かされた。

「おはようございます」

　いつもならこれから駅まで出迎えに行くはずの彼女が、今日はそこにいた。

　彼女はまだ驚いてる俺を、睨にらみつけるみたいにして、

「いつも迎えに来てもらっていますから、今日は、私がお迎えに来てしまいました」

「……うちの場所、知ってたんだ？」

「先日、住所を教えてくださったじゃないですか」

　そういえばそうだった。彼女の家にお邪魔した、あの後のことだ。いざというときのために俺の家も覚えておいてくれ、なんて冗談めかしながら。

「悠ゆう伊いはまだ寝ていますよね？」

「ああ、うん。まだぐっすり」

「では……」

　まつげを伏せ、少し頬ほおを染めながら彼女はゆっくり俺に歩み寄って、

「行きましょう。二人で」

　意を決したように俺の手を取ると、キュッと握ってくれた。




　俺たちが付き合い始めてから、三度目の週末が間近に迫っていた。

　つまり、俺が初は鹿じか野のの家にお邪魔し、ああして思いを伝えてから数日。

　その間で、俺は彼女の変化を感じていた。

「先輩」

「う～ん？」

「何な故ぜにこにこしているんですか」

　いや、こうやって尋ねてくるときの、怒っているような怖い顔は変わらないけど……。

「初鹿野が迎えに来てくれて、あげく手をつないで一緒に登校してるんだぞ？」

「あ……で、でしたら！」

「ん？」

「こういうのは……どうでしょうか……んっ」

（あ……）

　今まで以上に、手に熱と鼓こ動どうが広がる。

　小さな手で、俺の指につかまるみたいに握ってくれていた初鹿野。

　その握り方が変わっていた。

　互いの指と指が絡み合い、互いの手のひらが、ぴったりと触れ合う握り方。

　いわゆる、恋人つなぎ……ってやつになっていた。

「初鹿野……」

「ですが……普通につなぐより、私、ひじが浮く感じになってしまうんですね」

「あっ、ホントだ。そっか、身長差が……」

　普通に手をつなぐときは、俺が下ろした手に初は鹿じか野のがひじを曲げて手を上げ、つかまるような形で問題はなかったけど……。

　手のひら同士を合わせる恋人つなぎだと、向きを合わせるために、そこからさらに手首をひねる感じにしなきゃならない。

　そうした分だけ、初鹿野は軽く、関節技をかけられた人みたいな状態になってしまうようだった。

　が、そうさせないとなると、俺が手の位置を下げるしかなく……そうしたら、今度は俺がめちゃくちゃ重い荷物を持って歩いてる人みたいになった。

「うーん。残念だけど俺たちの場合、このつなぎ方はやめにしておいた方がよさそうだな」

「わ……私は、このつなぎ方の密着感が、好ましいですっ」

「いやそりゃ俺もそうだけどっ。普通につなぐより初鹿野のあったかさが感じられて、めちゃくちゃじわんじわん嬉うれしいんだけどさっ」

　そう。この手のひらの密着感は、このまま学校じゃなくてデートに行ってしまいたいくらいに魅力的で……だから正直、放してしまうのは惜しいッ……！

　しかし初鹿野に負担はかけたくないから、放さないわけにもいかない。だったらもう、いっそのこと──

「だ……だからここは代わりに、腕を組んでみないかっ」

　思い切って、そう提案してみた。

　むろん、最初は抵抗を示されるかも知れない。だけどきちんと理由を説けば、きっと初鹿野はいつもの落差を見せてくれるはず──

「わ、分かりました！」

　えっ、と驚いてしまった途端、手のひらが急に涼しく、さびしくなる。

　初鹿野が出し抜けに、恋人つなぎの手を放したからだ。けど、代わりにすぐ、

「え、えいっ」

　ふにゅん、という音が脳内で再生されるみたいな柔らかさ。

　初鹿野は俺の腕に、両手でつかまるようにしてくれていた。

　だから密着してきてくれるのは、初鹿野の身体からだで……。

　うわっ、うわぁっ、む、胸の感触がっ……。

「は、初鹿野、頼んでおいてなんだけどいいのかこれっ……！」

「み、密着感が好ましいと言った手前、断れるわけがありませんっ」

　明らかにめちゃくちゃ恥じらいを堪こらえてる顔なんだけど……！

　しかし、それでも俺の腕を抱いたまま、

「せ、先輩、ご期待どおりですか」

　初は鹿じか野のは真っ赤な顔をして、まつげを伏せて囁ささやくみたいに言う。

「……最高に最高です」

　もう、思ったままに応こたえた。

「あ……な、ならこれからはこうしますっ」

　すると途端に、ぱぁっ、と笑顔が輝いた。

　──そう。これが彼女の変化だった。

　初鹿野は先週よりさらに、積極性を見せるようになってくれていて。

　しかも、俺がそれに喜ぶと……こんな風に、輝く笑顔まで浮かぶ。

「こ、今週に入ってからホントすごいよな、初鹿野」

　思わず言うと、初鹿野はさらに俺の腕を抱き入れ、自身の体温と感触で包み込むみたいにしてくれながら、

「わ、私も、先輩を……大事にしなくてはと、思ってるだけです」

　きゅうぅん、と俺は気が遠くなるかと思った。

　そして胸中で、浮き立つように噛かみしめた。

　──初鹿野。これってもう、俺のこと──

　そう。最近は、ことさらに確認するのも野や暮ぼな気がして、あまり触れないでいるけども。
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　どうして自分は先輩の告白を承諾したのか。自分のこの気持ちは、いったいなんなのか。

　俺たちの仲が始まった頃、彼女が覚えていたそんな疑問は……。

　もう答えが出ているんじゃないかと、胸は浮き立ち、ドキドキと弾むばかりだった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　今週最後のホームルームが終わり、俺は初は鹿じか野のと落ち合うべく校門へ向かう。

　これから週末休みに突入するわけだけど、先週と違い、今週は特に前もってデートの予定などを組んでいない。

　そのあたりは、緩急があっていいと思うのだ。必ず毎週デートに行こうと気張ることはないし、帰り道に「明日どうする？」みたいな気軽さだって充分に嬉うれしい。

　……まあ、それは先週があってこその余裕な気もするけど。

　でも、帰りに何か提案するとしたら、そうだな。

　お互いの家は把握し合ったわけだし、遊びに行く、来てもらうみたいなのもありかも知れないな……。

　なんて考えながら、校門に着くと、

「今晩、つぶがウチ泊まりに来たいってさ～……」

　初鹿野だけでなく悠ゆう伊いまで一緒にいて、あげくそんなことを言ってきたから驚いた。

　遊びに来るどころか、泊まりに来る！　しかも今晩！

「も、もちろん、先輩がよろしければですけど……」

「いやいや俺はもう大歓迎だけどさっ」

　また、初鹿野が積極性を見せてくれたんだ。顔を綻ほころばせながら頷うなずくに決まってる。

「あ……ありがとうございますっ。では、お世話になります！」

「でも……初鹿野、平気なのか？」

「問題ありません。パジャマはあらかじめ用意してあります」

「さすがだな!?　いや、そういうのもだけど、親御さんの話……」

　お母さんの、娘以上のあの眼光とあの一喝を思い出しつつ、尋ねる。

「その、なんだ……中学生の身で男のところに泊まるみたいなのは……」

「私は今日、友達の悠伊のところにお泊まりに行くんです」

「…………」

　え、あれ？

「おにい、つぶが自分とこで寝ると思ってたの？　くふ、エロおにい～」

「も、もちろんそんなこと思ってないですよ!?」

　そっか……俺の部屋で寝るわけじゃないのか……。

　でも、冷静に考えれば、確かにそれはあり得ないよな。いくら最近の初は鹿じか野のが、ますます積極的になってきたからって。




　とにかく、そういうわけで今日は駅で別れず、三人で帰宅することとなった。

「お邪魔します……。先輩、ご両親にもご挨あい拶さつさせてください」

「えっ、お付き合いさせていただいていますって!?」

「そ、それもいつかしなくてはいけないと思っていますけどっ」

「あたしにはしたしね……」

「でも、今それを言ったら、悠ゆう伊いの友達としてお泊まりさせていただくというのが、ややこしくなって来てしまうじゃありませんか」

「それは確かに……じゃあ、いずれ頃を見てってところだな」

　しかし、それで行くと……初鹿野のお母さんは、俺が彼氏なのを知ってる。初鹿野家の方はややこしくなってないんだろうか？

　まあ、俺と悠伊が兄妹きようだいっていうのを知らなければ、その辺は大丈夫なのか。

「で、ウチの両親は今どっちも帰り遅いんだよね。だから事後承諾でへーき」

「分かった。少し引っかかるけどそれがお宅の流儀なら」

　……しかし、思い返すと初鹿野家には、お父さんの影がなかったな。

　ひょっとしたら……いや、ことさらに聞くこともないか。

　それこそ、各家庭でいろいろあるだろうしな。




　しかし、それにしてもだ。

「これをお借りしていいの？」

「ん～。あたし用のだし、使わないし。そんじゃあとよろしく～……」

　ぽへぽへと台所を出て行った悠伊を引き留めることなく見送り、視線を戻す。

　そこには、制服の上からエプロンを着けた初鹿野。

（ああ、マジで我が家に初鹿野がいる……）

　……何度も噛かみしめてしまうものなんだなぁ。

「では、お支度を始めますね」

「あ、うん。よろしくお願いします」

　と、その辺はともかくお辞儀を交わして、さてこれから夕食の支度だ。

　今日は母さんの作り置きの夕食はなく、代わりに「悪いけどこれでよろしく」とお金が置いてあった状態だった。星ほし井い出で家あるあるだ。

　なので泊まらせてもらうお礼にと、初鹿野が急きゆう遽きよ、三人分の夕食の支度を買って出てくれたのだった。

「先輩も。お手伝い、すみませんがよろしくお願いします」

「当然だって。どこに何があるか分からないだろうしさ」

　まあ、仮にそうでなくても、手伝いを買って出ただろうけど。見ていたいし。

「にしても、初は鹿じか野のは献立からして、料理慣れしてる感じだからさすがだよな」

　今日彼女がこれから作ってくれるのは、ブリ照りに小松菜の煮浸し、ポテトサラダと味み噌そ汁しるという、主婦かな？　みたいな献立だ。

　さっき買い出しに行ったスーパーでは、「あ、ブリがもう出てるんですね。ちょっと早いですけど」みたいなことまで言ってたから感心した。俺も悠ゆう伊いも、ブリがいつ出てくるかとかよく知らなかったよ。相当慣れてるんだろう。

「母が定期的に任せてくれるおかげです。昔から、仕込んでもらえてましたし」

「ああ、なるほどなぁ」

　そしてそれを聞けば、エプロン姿が板についてるのも納得だ。

　それに、なんと愛らしいことか……。

　基本的には小さい子がお母さんのお手伝いをしている感を醸し出してるのに、大きく張りだした胸が、それを奥様感にも変換してる感じで。

　つまり総合的には、『小さな可愛かわいい若奥様』だった。下は制服だし……。

「先輩──」

「っ……ああ、うんっ。なんだ？」

　ついつい見入ってしまってたところで、初鹿野に振り返られて軽く慌てる。

「い、いえ……その、ラップはどこでしょうか……」

「ああ、そこの引き出しだよ」

「……あ、見つけました。ありがとうございます」

　……うん。あんまりじろじろ見てちゃ悪いな。初鹿野も気になるだろうし、調理しづらいかも知れないし。

　あんまりに初鹿野のエプロン姿がいいから、ついつい視線が惹ひかれてしまうけど……。

「……あ、あの。先輩」

「うん。次はなんだ？」

「…………エプロン姿くらいは、大丈夫ですから！」

　んっ？　と一瞬、頭が止まってしまった。

　初鹿野は視線を前に戻し、再び包丁を使い始めていて。

　だから表情は分からなかったけど……。

　耳たぶが真っ赤になっているのは分かって、どきっとした。

　──見過ぎないように、俺が気をつけてるのを悟って。

　その上で、視線を注ぐことを許してくれた。それが理解できたからだった。

「そ、そっか」

「はい」

「…………」

「…………」

　とん、とん、とん、とん……。

　それからは、規則的な包丁の音だけがしばらく響いていた。

　初は鹿じか野のは火照った耳たぶを、俺の視線に晒さらし続ける。

　俺は……逆に、ずっと視線を向けていることができなくなっていた。

（──ヤバいヤバいヤバい！　これもう、見てるどころか抱きしめたくなるって！）

　と、内心で舞い上がってしまっていたからだった。

　初鹿野が積極性を見せてくれるようになったのは嬉うれしい。だけど、こんなシチュエーションだともう嬉しすぎてヤバい。理性が飛びかねない！

　初鹿野は胸を見ていた俺を許してはくれた。だけど、いやらしいことすべてを許容してくれたってわけじゃないはずだ。

　だというのに……こんなに可愛かわいいと……！

（ど、どうしよう。今すぐ嫁に来てもらえばいいのか!?　そうすれば抱きしめたって何したって合法だよな、いやでも俺たちまだ年齢的に結婚は出来ないし！　ってことは我慢するしかないっ……うおぉぉっ……！）

　──それに、そもそも初鹿野はまだ、『好き』が分からない。

　その状態で結婚も何もないだろう。だから今はまだ……。

（でも……今の初鹿野なら、聞いたら……）

「先輩。それと」

「っ……、う、うんっ」

　初鹿野の呼ぶ声で我に返る。

　まずいまずい、ちょっと考えが飛躍しそうになってた。

　呼吸を落ち着かせながら目を向けると、彼女は引き続き、前を向いて包丁を使いながら、

「今日のメニューは、私の考えで決めさせていただきましたけど……」

「ああ、うん……」

「……今度は、先輩の好きなものも教えてください」

　再び、どきっとした。

　調理前の買い出しのとき、俺は一番最初に「初鹿野が作ってくれるならなんでも嬉しいから」と意思表明して、献立には口を挟まなかった。

　実際、そのとおりだし。そして初鹿野もそれは分かってるはずだ。

　だけど改めて、そう言ってきた。

「お……俺、さっ。実は唐揚げとか好きなんだ」

　俺が釣り込まれるように応こたえると、こくん、と初は鹿じか野のは頷うなずく。

「でもほら、夕飯は基本的に作り置きだし」

「揚げたては、なかなか食べられませんよね」

「そうそう。肉焼くとかくらいだったら、自分でもやるけどさ」

「揚げ物は、油の後処理なども、手間ですしね」

「うん……だから……」

「……はい、先輩」

　包丁を止め、初鹿野は振り返った。

　肩越しのその顔は、バラ色に染まっていて、

「私に、作らせてください。……今度」

　──かあっ、と頭が熱くなった。

　それってもう、嫁に来ますってこと……!?




　初鹿野の作ってくれた食事は、とても美お味いしかった。

　食後は三人で食器を片付け、それが済めば飲み物を入れて一息。

　途中で悠ゆう伊いがお菓子を出してきて、初鹿野は「食べたばかりでしょう」などと小言を言いながらも、結局勧められるまま一緒につまんでいた。

　そんな彼女に俺が笑ってしまうと、初鹿野は少し顔を赤くして怒り、悠伊はニマニマほくそ笑む。

　最終的には俺もお菓子をつまませてもらって、食後の時間はずいぶん長いこと、まったりと続いた。




　その後。さすがに夜も更けてきたので、二人は悠伊の部屋に、俺は自分の部屋に戻った。

「ふう……」

　椅子に腰掛けて、しばらくは、食後の時間の余韻をニマニマ噛かみしめていた。

　まるで新しい家族を迎えたみたいだったな、とか。

　初鹿野と悠伊はやっぱり仲がいいよな、将来もきっと……とか……。

　考えていると、そのうちに九時を回ったので、おっと、と風ふ呂ろに入ることにした。俺はいつもだいたい、これくらいの時間に入る感じなのだ。

　支度を調え、部屋を出る。悠伊は先に済ませてると思うけど……。

「あ……」

　初鹿野も、先に済ませてくれていたらしい。

　一階に下りたところで、ちょうど風呂から上がって来た様子の彼女と出くわした。

「お、お風ふ呂ろ、先にいただきました」

「あ、ああ。悠ゆう伊いのやつ、ちゃんと勧めてくれててよかった……」

　応こたえながら、ぎこちなくなってしまった。

　風呂上がりの初は鹿じか野の……めちゃくちゃ印象が違ってて可愛かわいい……ッ。

　いつもは頭の左右で結っている髪が下ろされていて、あげくまだ濡ぬれ髪がみのまま。

　そして、身につけているのは、ピンクの可愛らしいパジャマ。

　この子の一番無防備な姿なんだと思うと、無性にドキドキする。

「あっ。じゃ、じゃあ、自分が入った直後に俺に使われるのはちょっと微妙か？」

　悠伊なら気にもしないけど、初鹿野はそうじゃないかも知れないし。

　というか、俺も自分で言ってから、「そっか、初鹿野の浸つかったお湯に入るんだ」なんて気づいた。

　落ち着かなくなってくる。余計なことを言ってしまったかも知れない。

「お、俺も次に入らせてもらおうと思ったけど、やっぱり明日にしようかな！」

「お風呂には入らないとダメです！」

　たまらず口走った俺を、初鹿野は叱しかりつけるように窘たしなめた。

　ただ、すぐに困ったみたいに視線を外して、

「……で、ですが。お気遣い、ありがとうございます」

「い、いや……。別に……」

「一生懸命、気遣おうとしてくださってるの、分からないわけありません。先輩だなぁっていう感じです」

「う……」

　思わず言葉に詰まってしまう。

　すると、初鹿野は一つ息をつき、姿勢を正して、

「……だ、大事に思ってもらえてるのも、ちゃんと、分かっています、から」

　どきん。また、胸の鼓こ動どうが跳ねた。

「だから、……大丈夫です、先輩。私の入ったお風呂、使ってください！」

　というかその言い方はちょっと！

　い、いや。初鹿野にまったくその気はないのは分かってるんだけども……。

　彼女は理解し、受け入れてくれてるだけなんだ。その上で懸命に意思表示してくれてる。

　夕食の支度をしているときの、あの言葉と同じだ。

「あ、ありがとう……それじゃ、入ってくる」

「はい……」




　しかし、そんなやりとりがあったから、初鹿野が入ったお湯なんだと強く意識させられてしまって……。

「ふぅ……」

　風ふ呂ろを出たあとも、ずっと落ち着かない。

　ベッドから時計を見れば、十一時半。

　まあ、明日は休みなんだし、別に夜更かしをしてたって構わないんだけど……。

「だらだら起きてると、隣の部屋が気になってしょうがなくなるし……」

　あの入浴前のやりとり以降、初は鹿じか野のとは顔を合わせていない。なので、お休みの挨あい拶さつをしそびれたままだ。

　が、もう手遅れだ。向こうはすでに寝てるかも知れないし、俺も寝るしかない。

　──初鹿野が俺の部屋で寝るんだったら、こうじゃなかったのにな。

「……今はまだ無理だろ」

　ふと頭に浮かんだことに、自分でツッコむ。

　今はまだ、仕方ない。一人であれこれ盛り上がってしまってたけど……。

「全部、初鹿野から『好き』って言ってもらえてから……だよな」

　だから、俺はそれを待つべきなのだ。今の初鹿野の積極性は嬉うれしいし、その喜びは伝えたいけど、勇み足はよくない。

　──この辺は、俺の方にも変化があった、ってことなのかもな。初鹿野の変化を受けて、逆に俺はしっかりしなきゃみたいな……。

　とにかく、今日のところは寝るとしよう。布団をかぶって、目を閉じた。

　金曜の夜に、日が変わる前に寝るなんて久しぶりだな……。

　というか……あれ？　そういえば、結局父さんも母さんもまだ帰ってきてないな……？

「っと」

　寝入りかけたところでスマホのバイブ音がしたので、目を開けた。

　慌てて取り上げると、ＬＩＮＥのメッセージが来ていた。相手は……初鹿野！

『まだ起きてらっしゃいますか？』

　向こうはまだ起きていたらしい。

『起きてるよ』

　即座に返した。

『私もです　なかなか寝付けなくて』

　彼女からの返信もすぐだった。

『普段は、夜更かしする方ではないんですが』

　確かにそんな感じだよな。早起きだろうし、規則正しそうだし。

『悠ゆう伊いはもうぐっすりです』

　まあ、そうだろうなぁ。あいつは寝るの早いし。家じゃだらけてるか寝てるかだし。

『なので今から、そちらにお邪魔してもいいですか』

「……………………」

　液晶画面をまじまじと見つめてしまった。

　そこに、ドアからノックの音。

　俺が返事を送る前に、もう来てくれてる。

「ど……どうぞ」

　俺が搾り出すように応こたえると、ドアはゆっくり、躊躇ためらうように開いていって、

「…………や、夜分に失礼します」

　パジャマに下ろし髪の初は鹿じか野のは、顔を真っ赤にし、とんでもなく怖い顔をしていた。




　数分後、俺たちはベッドに並んで座っていた。

「す、少し、お話がしたくて」

　初鹿野は相変わらず眉まゆを寄せたまま、やってきた理由を説明してくれた。

「その……最近、ますますいろいろと、考えるようになって……分かってきたことが、あって……」

　膝ひざのあたりの布地を握るようにしていて、そこに視線を落とし、

「それを、聞いていただきたくて……」

　……ひょっとしたら、ずっとその機会を探してくれていたのかも知れない。

　そもそも、今日こうして家に来たこと自体が、そうなのかも知れない。

　つまり。俺のことを……す、好きって……！　ついに……！

「き、聞かせてくれっ！」

「そ、そんなに聞きたがって……ありがとうございますっ」

　たまらず身を乗り出して応えると、初鹿野は感動したように大きくお辞儀した。

　そして一つ深呼吸すると、では、と前置きを置いて──

「……私は昔から、人には怖がられて、距離を取られてばかりでした」

　あ、あれ？

　切り出された話は、俺の期待とはずいぶん違っていた。

　けど……初鹿野の頬ほおは、真っ赤で。

　……何を話そうとしてるんだ？

「そういうものなんだと思っていました。私は、母によく似ていますし」

「ああ、うん……確かに、初鹿野の強化型というか、成長後みたいな人だったよな」

　よく分からないけど、とにかく相づちを打つ。

「……母は父に逃げられているんです」

「えっ？」

　がばっ、と思わず身を乗り出してしまった。

　確かに初は鹿じか野の家には、お父さんの気配が感じられなかったけど……。

「私がまだ小さい頃に、蒸発したそうです。母に怯おびえて、萎い縮しゆくして暮らすのはもう耐えられないと、置き手紙を残して」

　……どうしてそれを今、俺の部屋に来て話すんだ？

　頭が追いつかない。だからこそ、耳を傾けずにはいられない。

「だから自分もきっと、そうなるんだろうと思っていました」

　そんな俺に、初鹿野はますます顔を赤くして話を続ける。

　顔を赤くするような話題じゃないと思うんだけど……。

「母は、せめて私は自分のようにならないで欲しいと、様々なことを……人の話は誠実に聞きなさい、なんにでも真面目まじめに取り組みなさい、正しいと思ったことをしなさいと、身綺き麗れいにしているための心構えも含めて、しつけをしてくれましたけど……」

　……話してくれてる内容は、次第に理解できてくる。

　お母さんがあの日、俺を家に連れて行ってくれた理由もそういうことなんだって。

　この子はああいうお母さんに、そういう境きよう遇ぐうで育てられて……。

「でも、やっぱり私でしたから。自分もきっと、お母さんと同じようになるんだという思いは変わりませんでした」

　……たぶん、成長すればするほど、父親が蒸発したという事実がより重く認識できて、

「だから、結婚や恋愛に関することからは、距離を取っていました」

　ハッとしてしまった。

　今時珍しいくらいの、彼女の性や恋に対する無知さ加減。

　そういうことだったんだ。

　ただ知らなかったんじゃない。どちらかというと……目を背けてたんだ。

「ですけど！」

「っ……」

　鋭い声に、ビクッとさせられてしまう。

「突然。……あの日、先輩が」

　初鹿野は怒ったような顔で、まっすぐに俺を見み据すえていた。

　睨にらんでるんじゃない。それはもう、いやってほどに知っている。

「私は、交際を、承諾していました」

「う……うん……」

　自分は恋愛なんてしない、とたぶん思っていたであろうこの子が。

　そう思っていただろうに、あんな風に……。

「どうあれ、きちんと応こたえなきゃと思いました」

　……お母さんにしつけられたとおりに。

　ああ、つながる。ようやく頭の中で、彼女の話がつながってくる。

「そうやってお付き合いをしてきた中で、一つ、疑問が生まれました」

　……つながったかと思うと、また分からなくなる。

　付き合って来た中で生まれた疑問。なんだ？　それって……。

「……一体何な故ぜ、自分には、こうも先輩の言葉が響くのか」

「…………」

「遠ざけたり、拒絶したりしていたようなことが、先輩と接していると、どんどん胸にすとんと、素直に落ちてくるんです」

　……初めて手をつないだときや、一緒に昼飯を食べたときを思い出す。

「分からないながらも、お付き合いをしてきて。どんどん、どんどん嬉うれしく感じることが増えてきて。どうしてなのか考えて……そのうちに、分かってきたんです」

　俺も、分かってきた。

　というよりも、何かを予感していた。

　最初は強い抵抗感を示すのに、結局あっという間に許容してくれるこの子。

　──そんな彼女が今、結論として言おうとしていること。

「……他の人とは違うからだ、って。先輩は。悠ゆう伊いもですけど」

　持ち前の雰囲気と態度で、人から距離を取られるのが当たり前だったこの子。

　そこに踏み込んだのは、俺と悠伊の兄妹きようだいだけだった。

「でもっ……俺と、悠伊は……」

「はい。先輩と悠伊は他の人と違って、……そして、先輩と悠伊も、違います」

　彼女は本当にまっすぐに、俺を見つめて、

「大事にしたいって、言ってくれました」

　──ああ。

「いえ、一番最初から、言ってくださってたんです」

　向き合ってる。噛かみ合あってる。

　俺の胸に、一気に熱いものが込み上げた。

「そう接してくれた人は、初めてですから……先輩、だけですから……」

「うんっ、うんっ……！」

「……やっと言えました」

「初は鹿じか野のっ……」

　彼女は目を細め、上気した頬ほおを綻ほころばせていた。

　俺は思わず一度、視線を外す。

　目を逸そらしたんじゃない。噛みしめたかったんだ。

　俺たち。これ、もう。初は鹿じか野のはもう、俺のこと完全に……！

「ですから……私、は……」

「うんっ……」

「…………」

「………………」

「……………………」

　──んっ？

　あれ、続きは？

　と、彼女に向き直ろうとしたところで、

「っ!?」

　突然、初鹿野が俺の膝ひざに倒れ込んできた。

「ちょっ、は、初鹿野っ……!?」

「すー……すー……」

　寝てた。

　それも、今まで見たことがないくらいに安心しきった顔で。

　緊張の糸が、プツンと切れたみたいに。

「……そういえば、普段は夜更かししないって言ってたっけ」

　時計を見てみれば、もう日付はとっくに変わっていた。

　伝えたいことを頑張って伝えきって、そこで一気に限界が来たんだろう。

　なにより……きっと、相手が俺だから。こんなに安心しきった顔で。

「……はは」

　笑ってしまうに決まっていた。

　一番肝心な、「先輩だけですから、私は──」のその先は、聞けずに終わったけど。

　その代わり、腿ももには彼女の、やわらかくてあたたかな重み。

　笑ってしまうには充分だった。

「……ありがとうな、初鹿野」

　眠っている彼女に、聞こえないと分かっていても、囁ささやきかける。

「んぅ……、すー、すー……」

「ははは……」

　にしても……。

「ど、どうしようこれっ」

　めちゃくちゃ嬉うれしいけど、ずっとこのままってわけにはいかないし！

　ど、どうする。抱き上げて悠ゆう伊いの部屋まで連れて行くべきか？

　いや、それだと起こしちゃうかも知れないし……。

　だったら、俺が悠ゆう伊いの部屋に行って寝るべきか!?

　いや、それもちょっと……。

「…………」

　とりあえず、そ～っと初は鹿じか野のの頭を持ち上げて、起こさないように細心の注意を払いつつ脚を引き抜いた。

　そのままきちんとベッドに寝かせ、頭の下には俺の枕まくらを差し入れる。

「ん……、こー……こー……」

　というか、寝息可愛かわいいな！　なんだよ「こーこー」って！　いや、口が開いちゃったからだけど！

　小さくて可か憐れんな、桜色の唇が……。

「……んく」

　一瞬、悩んだ。

　キスしてしまおうか。

　今ならきっと、仮に目を覚ましたとしても許される。

　なんて考えはしたけども……。

「……おやすみ、初鹿野」

「んぅ……ふ……」
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　結局、俺は彼女の愛らしい頬ほおをそっと撫なでるだけにして、ベッドを離れた。

　──それは、「大事にしたいから」ってだけじゃなかった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　そして翌朝……。

「なっ……なんで起こしてくれなかったんですか！」

　と、起きるなり初は鹿じか野のに思いっきり怒鳴られた。

「い、いや、だって起こしちゃ悪いしってさ！」

「だからって！　だからって先輩が床でっ……しかもお布団ではなくてコートをかけて寝ていただなんてっ……」

「夏用のタオルケットよりは暖かいかなぁって……」

　俺の部屋には他にかぶれるようなものはなかったし。初鹿野から布団を剥はぐなんてのは論外だったし。

「それはそうかも知れませんがそれはないでしょう!?　身体からだを壊したらどうするんですか、ああっ、もうっ！　何を考えているんですか先輩は！」

「大丈夫だって。……心配してくれてありがとうな」

「しっ……！　そっ、だっ、だから先輩が私を起こしてくださればそれで話は済んだんですっ。だいたいっ、押しかけておいて寝てしまうなんて、お恥ずかしいにもほどが……くぅ……」

「つぶ、なに朝から怒ってんの～……？」

　そこに、怒鳴り声を聞きつけたらしい悠ゆう伊いが入ってきた。

「ああ、大丈夫大丈夫」

　俺は手を挙げて、心配いらないというジェスチャーをしてみせる。

「何がですかっ！　誤ご魔ま化かさないでください、どうして私を起こさずに──」

「めちゃくちゃ可愛かわいい寝顔だったから」

「────!?」

　満面の笑みで言うと、初鹿野はどかんと赤くなって息を呑のみ、硬直した。

　やがて、ぎこちなく視線を外したと思うと、

「な……なら、いいんですけど……」

「ぶぷッ」

　悠伊が噴き出した。

「な、何がおかしいの悠伊！　あ、あとおはよう、きき昨日はその」

「おにいさ～。よく分かんないけど、つぶってばちょっと可愛すぎない？」

「無視しないで！」

「今さらだけど、パジャマもすごく似合ってるしな」

「は……ぁぅ。そ、そう、ですか、それはよかったです……」

　俺も、噴き出すみたいに笑うしかなかった。




　悠ゆう伊いに事情を説明してから、ひとまず解散となった。

　俺は服を着替えると、部屋を出て洗面所に向かう。土曜なんていつもはしばらく起きたままで過ごすけど、今日は初は鹿じか野のがいるしな。髪の毛なんかもちゃんとしておきたい。

　一階に下り、洗面所に入ろうとしたところで、

（あ……）

　足を止めた。

　初鹿野が、鏡に向かって髪を梳すいていた。

　俺と悠伊が話してる間に、先に下りたのは知っていた。でも、身支度なんてとっくに済んでると思ってたんだけど……。

「ん……、と。よし」

　彼女は真剣な顔で、今作ったばかりの後ろ髪の分け目をチェックしていた。

　こちらに気づいていないらしい。なので、俺もついついそのまま見守ってしまう。

　耳の上の髪を、分量をはかるみたいな慎重な手つきで、一房すくう。

　それを同じく慎重に三房に分けると、ちゃちゃちゃちゃっと次々交差させて後ろに編んでいく。

　その進行のさなかでも新しい髪の房を取り、追加しながら。

　慎重に量をはかっているのは、その見定めが甘いと編み目の大きさが不ふ揃ぞろいになってしまうからなんだ、と見てるうちに分かった。

　途中からは編み込むのではなく普通に三つ編みにしていって、やがて耳の上の生え際から、後ろ向きの編み込みが一本完成した。

　それをピンで仮止めすると、逆側も同じようにする。

　そうしてようやく、左右に編み込みができた。だけどこれで終わりじゃない。

　櫛くしを取ると、分けてあった他の髪を丁寧に丁寧に梳とかし、手の中にまとめていって。

　そこに、先に作った三つ編みの毛先も一緒に握り込んで。

「……ん」

　それをリボンでまとめて結うと、片側だけ、やっといつも見ている髪型になった。

　同じように、すぐ逆側に取りかかる。手早く、だけど本当に丁寧に──

　……見ているだけで、しみじみと理解できた。

　いつもこんなに丁寧に、手間をかけて髪型を作って、俺に見せてくれてたんだ。

　自分は先輩の彼女なんだからって。きちんとしなきゃって。

　……苦しいくらいに、胸が高鳴っていた。

　だから、噛かみしめるように思った。

（ちゃんと、聞かなきゃ──）

　今の、彼女の気持ちを。

　もう待ってなんかいられない。落ち着いてなんかいられない。

　この子が、もう、苦しいくらいに好きだから──

　好きだって、彼女にも言って欲しい。昨夜、言い切れなかったことをきちんと言って欲しい。

　俺が勝手に、もう初は鹿じか野のも俺を……って思ってるだけじゃないって。

　彼女の言葉で、きちんと聞きたい──！

「初鹿野──」




　そのとき。

　家の電話が鳴り響いた。

　俺も彼女もビクッとしてしまった。

　そこで彼女はやっと俺に気づいたようだった。

　俺は目と仕草で詫わびて、リビングに駆け込むと受話器を取った。

「もしもし？」

『ああ、功こう成せいっ……』

　相手は母さんだった。

　……そういえば結局帰ってきていない。父さんもだ。

　母さんの声は慌てていた。

　──嫌な予感がした。

『すぐ病院に来て！　おじいちゃんがっ……』




　あたった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　翌日……。

「悪かったな、昨日は」

　昼前。俺はいつものファミレスで、初鹿野に頭を下げていた。

　というのも、昨日は結局あれからすぐ、彼女とは別れたからだ。

　そのお詫わびをしたいと、連絡をしたのである。

「しかも、今日もこっちまで来てもらっちゃってさ」

「いえ……」

　俺は初は鹿じか野のの家の方まで行くつもりだったんだけど、初鹿野は『自分が行く』と言って聞かなかったのだ。

　言い争ってもしょうがない。ありがたく、来てもらった。

「昨日は驚かせちゃったよな？　ごめんな、電話が来るタイミング悪くて」

「何を言ってるんですかっ。そういう問題ではありません」

「うん……そうなんだけどさ。昨日、親がちっとも帰ってこなかった段階で、もしやと思うべきだったなって」

「あ、あの、先輩。それでお祖じ父いさまのお加減は……」

「……いわゆる峠ってやつだった」

「っっ！」




　俺の父方のじいちゃんは、五年前から入退院を繰り返す生活になっていた。

　ここからだと少し遠い病院で……病名は、まあいい。

　とにかく、先月からもまた入院になってしまっていた。

　じいちゃんにはお世話になっていた。今の家を建てるとき、資金面でさんざん助けてもらいもしたって聞いている。だから両親は毎日、交代交代で見舞いに行っていたし……。

　俺と悠ゆう伊いも昨日、今月の最初の週末（初鹿野と付き合い始めて初めての、だけど初デートには行けなかったあの週末だ）以来に、病院まで足を運んだ。




「俺さ……、子供の頃はめちゃくちゃ、じいちゃんっ子だったんだ」

「……はい」

　俺が改めて切り出すと、初鹿野は眉まゆをひそめつつも、こくりと頷うなずいて応こたえる。

「俺、じいちゃん似みたいでさ。初孫だったし。だからじいちゃんも、ホント可愛かわいがってくれて。功こう成せいの素直なところがおれは大好きだ、おまえみたいな孫ができて本当に幸せだなんて、毎日のように頭撫なでてくれて……ひ孫の顔も見せてくれよ、頼んだぞって……」

「確かに、どこか似ているかも知れません」

「はは……。だからさ、俺は……」

「はい。大好きな、お祖父さまだったんですね」

「……一度だけ、大っ嫌いだって言っちゃったことがあるんだよ」

　初鹿野は意外そうに目を大きくした。俺は頷き、

「小五のときにさ。ちょっとした……いや、大事なことだな。俺、じいちゃんに嘘うそをついたんだ」

「嘘うそ……、ですか」

「俺、その日、学童で友達と喧けん嘩かをしたんだよ。悪いのは俺だった。借してもらえたゲームがあんまりに面白くて、返したくなくて、せがまれてもなかなか返さなかったんだ。それで……家に帰ったらちょうどじいちゃんが来ててさ」

　話していて、自分で情けなくて、鼻の奥がツンとしてくる。

　だけどこれは、どうしても初は鹿じか野のに聞いてもらいたい。グッと堪こらえて、

「俺は悪くない、あれは友達がくれたんだって言った」

「…………」

「これ以上叱しかられたくなかったんだろうな。でも……じいちゃんは即座に見抜いてさ。本当のことを言えって」

「そ、それで、謝ったんですよね？」

　すがるように、初鹿野は少し腰を浮かせて聞いてくる。

　そんな彼女から視線を外し、俺は小さく答えた。

「……逆ギレした」

「えっ？」

「いつも、俺に大好きだって言ってくれてるじいちゃんなら、味方してくれるって思ったんだ。なのになんで……ってさ。どうしようもないガキだよな、ホントに。そんな風に逆ギレして……」

「は、はいっ……」

「……じいちゃんなんか大嫌いだ、ガンになって死んじゃえ、ってさ」

「…………」

「じいちゃんが倒れたのはその翌日だったんだ」

「ちょっ……」

「もちろんたまたまだよ。前々から、体調が悪いようなことは言ってたんだ」

「で、ですよね、いえ、はい」

「……でも、俺は、そうは思えなかった」

　なにを言ってるんですか、とでも言いたげな顔をされる。だけど俺はそのまま続ける。

「嘘をついた、罪悪感の裏返しみたいなのもあったんだと思う。とにかく、俺のせいでじいちゃんは病気になったんだって思った。今でも、どっかでそう思ってる」

「そんなことっ……」

「だっていくら謝ったってじいちゃんどんどん痩やせていくんだぜ!?」

「────」

　思わず怒鳴ってしまうと、初鹿野は息を呑のんで硬直した。

「ごめん、大きな声出して……とにかくさ」

「は、はい……」

「言っちゃったことも、嘘うそをついちゃったことも、もう取り返しようもない。そうこうしてるうちに、じいちゃんはどんどん悪くなっていく。ぜんぜん治る気配がない」

「…………」

「だから……中２のときに、思ったんだ」

「中２……」

「せめて、まだ果たしてない約束だけはちゃんと守ってみせなきゃって。じいちゃんが生きてるうちに」

「や、約束って、どんな──」

「ひ孫の顔を見せるって、約束してた」

「……………………」

　予想外だったのか、初は鹿じか野のはそれを聞いてきょとんとした。

　が……やがて、難しい顔で考え始める。

「それって……その、先輩だけでは……」

「うん。そういうこと」

「…………あっ」

　何かがつながったのか、初鹿野はハッと俺を見て、身を乗り出した。

「だから……先輩、その……私に告白してくださる以前……」

　俺は頷うなずく。もちろん、それがすべてではないけど……。

「早く彼女を作らなきゃって、ああいう風にしてたんだ」




　少しでもいいと思ったら、その場で即座に告白していた。

　この人ならひょっとしたら、将来俺と……って。

　まず彼女になってもらわないと、その先のことなんて到底……って。




「そういう……こと、だったんですか……」

「うん……」

　初鹿野はまつげを伏せ、俯うつむく。

　そんな彼女に、今度は俺が身を乗り出した。

「だから、初鹿野。頼む！　これから俺とじいちゃんの見舞いに行ってくれないか!?」

　がばっ！　と大きく頭を下げた。

　彼女に謝るだけだったら、電話でもできないことはなかった。

　だけど顔を合わせる形にしてもらったのは、つまりそういうことだった。

　悠ゆう伊いに今日の見舞いは先に行ってもらったのだって、つまりそういうことだった。

「じいちゃんに紹介させて欲しいんだ。まだ、話ができるうちに。言っちゃったら、俺の自己満足みたいなもんなのは分かってる。そうしたからどうなる、ってもんでもないのだって分かってる。でも……」

　……本当なら、彼女の気持ちがはっきりしてからと思ってた。

　だけど、こうなるともう、そうは言っていられない。

「頼む！」

「……分かりました」

　初は鹿じか野のは、落ち着いた声で、

「なら、すぐに向かいましょう」

　いつもの怒ってるみたいな顔ではなく、何かを堪こらえてるみたいな顔で頷うなずいてくれていた。




　電車とバスで、一時間半強。

　初鹿野と共に病室に入ると、じいちゃんの枕まくら元もとには悠伊だけがいた。

「……つぶ、来てくれたんだ」

「うん……」

「ゆっこ、父さんたちは？」

「ごはんに行ってもらってる」

「そっか。ありがとうな」

「……普段は、あたしたちはいいからって言われてるし」

「うん……ホントだよな。で、じいちゃんは……？」

「今は落ち着きはしたみたいだけど……」

　胸がかすかに上下していなかったら、とっくに息を引き取ったんじゃないかと思ってしまいそうなほどに病み衰えた……眼がん窩かも頬ほおも落ちくぼんだ、昨日のままの痛ましい姿。

　悠伊に場所を譲ってもらうと、俺は枕元から、改めてじいちゃんを見つめる。

「……じいちゃん」

　意識がまだ戻っていないのを承知の上で、そっと、囁ささやいた。

「俺、彼女ができたんだよ。こんな俺だけどさ、それでもいいって、恋人になってくれる子とやっと巡り会ったんだ」

　痩やせ細った手に触れた。かさかさだった。もう、涙が出そうだった。

　だけどまだ泣いちゃいけない。泣くにはまだ早い。

「ひ孫の顔はまだまだ分かんないけどさ……でもさ、そうなんだよ。約束したよね。俺、あの日は嘘うそをついちゃったけど……」

　じいちゃんは何も応こたえない。まだ生きてくれてはいる。だけど、俺が嘘をついたあの次の日、倒れる原因になった病気がもうすぐじいちゃんを連れ去ろうとしてる。

「本当のことを言えって、言われたのに……」

　俺のせいで。やっぱり、そう思ってしまう。

「じいちゃん、俺まだちゃんと謝れてないよっ……！」

　溢あふれてしまった。

　本当のこと。

「だからまだ待ってよじいちゃんっ。俺がちゃんと約束守れるって、もうじいちゃんに二度と嘘うそはつかないって、分かってもらえるまで、待ってよ……」

　彼女がちゃんとできたから。きっと、こうやってひ孫も作ってみせるから。だから安心して……って言いたかったのに。

「じいちゃんが好きだって言ってくれた俺を、まだちゃんと、取り返して見せてあげられてないんだよ、じいちゃんっ……」

　ぽろぽろと泣きながら、子供みたいに引き留めてしまう。

　そんな俺の肩に、小さな手がそっと触れた。

「あ……、ご、ごめん、初は鹿じか野の……」

　初鹿野は静かに顔を振った。そして、黙礼する。

　俺が頷うなずき返すと、俺の隣に並んで、

「……はじめまして。初鹿野つぶらと申します」

　丁寧に、頭を下げてくれた。

「せんぱ──功こう成せいさんと、お付き合いをさせていただいています」

　じいちゃんは、やっぱり何も応こたえはしない。

　だけど彼女の鈴の音みたいに澄んだ声は、間違いなくじいちゃんの鼓膜を揺らしているはずで。

「ありがとう、初鹿野っ……」

　本当に、単なる俺の自己満足ではある。

　だけど彼女が応えて、こうして来てくれただけでも救われる思いだった。

　せめて今、できること。本音はもちろん、さっきこぼしてしまったとおりではあったけど……。

「いえ。まだ途中です」

「……えっ？」

　彼女はじっと、じいちゃんに視線を注いだままだった。

「……さきほど。功成さんが、仰おつしやっていましたけど」

　可か憐れんなその唇が、再び開いて、

「お祖じ父いさまに好きだと仰っていただけた自分ではなかったと、功成さんはあの日のことを、今でも悔やんでいて」

「初は鹿じか野の……」

「だから、申し上げさせてください。……ご安心ください」

　俺は彼女に、紹介させて欲しいと頼んだだけだ。

　なのに、自分は自分から、こんなことまで言ってくれていて。

「お祖じ父いさまのお孫さんは、お祖父さまがお好きなままです。私が、その証拠です。功こう成せいさんがそういう人だったからこそ、私はここで、ご挨あい拶さつさせていただいているんです。ですから……どうか……」

　──なんて誠実な子なんだろう。

　改めて、そう思った。ぐわっと胸が熱くなった。

「っ……じいちゃん！」

　たまらず、がばっと初鹿野の肩を抱き、じいちゃんに呼びかけた。

「この子と必ず、じいちゃんのひ孫を作るから！」

「────」

　付き合い続けていけば、結婚というものにたどり着く。

　少なくとも俺はずっとそう捉とらえていた。初鹿野にも最初からずっと、意識はしていた。

　もちろんそう口には出していない。気が早すぎるのは分かってる。

　でも、俺にとってはそうで……そして。

　彼女もきっとそう思ってくれると、今はなんの躊躇ためらいもなく信じられて。

　たまらず言ってしまった。

　彼女は息を呑のんで固まっていた。

　うしろで悠ゆう伊いが、苦笑した気配がした。

　──そして、それだけじゃなかった。




「本当か？」

　ぱっ、と。

　じいちゃんの目が開いていた。




「本当なのか、功成っ……」

「じっ……じいちゃんっ……？」

「ちょっ……か、看護師さ～んっ！　なんかおじいちゃん目ぇ覚ました──！」

　悠伊が慌てて、ナースコールのことも忘れて病室を飛び出していった。

「じ、じいちゃん、実は意識あったとかっ……？」

　俺はもう、口をぱくぱくしてしまっていた。

「い、いやもうなんだかよく分からん。おれはなんでここにいるんだ。分からんけど分かった」

　じいちゃんは動きのままならない身体からだで、それでも起きようとしてるみたいにワナワナ震えながら、

「功こう成せい。ひ孫の顔、おれに見せてくれるのか……？」

　うわずった声で言った。

　それを聞いて、意識を取り戻してくれたのか……？

「う……うんっ。この子と一緒にっ」

「は、はいっ、えっ、あの、は、初は鹿じか野のつぶらと申しますっ」

「おお……、おお……っ。そうか、そうかっ……」

　じわじわじわぁ、とじいちゃんは目に涙を浮かべて、

「なら、おれも頑張らないとなぁ……」

　どどどっ、と大慌てでお医者さんや看護師さんたちが入ってきた。




「ありがとうなっ、ホントにありがとうな初鹿野っ……！」

　地元に戻ると、俺は改めて彼女に頭を下げた。

「おにい、また言ってるし……」

「当たり前だろっ。何回言ったって足りないよ！　だって、だって初鹿野のおかげで……」

　じいちゃんが意識を取り戻したという報を受け、お医者さんは即座に診断に当たってくれた。

　峠は越した。それどころか、かなり数値が戻っている。

　これなら効果的な治療にもあたれる。ご本人のお気持ちと、ご家族の呼びかけあってのことでしょう。こういうことはまれにあるんです、人間は気持ちの生き物ということなんでしょうか──とのことだった。

　報しらせを受けて戻ってきた両親も、大喜びだった。涙ながらに初鹿野の手を取って、何度も何度もお礼を言っていたくらいだ。

「だから俺も、何度だって言いたいよ。初鹿野、本当に──」

「…………」

「……初鹿野？」

　そこで気づいた。

　どうにも、初鹿野の顔が浮かない。

　あれだ。病院に向かう前。俺の頼みを、承諾してくれたときと同じ。

　いつもの怒ってるみたいな顔ではなく、何かを堪こらえてるみたいな……。

「……ごめんなさい」

　そう囁ささやいて、彼女は一歩、俺から距離を取った。

「どうしても、思ってしまって。お祖じ父いさまの前では、必死で堪こらえていたんですけど」

「な、何をだ……？」

　よく分からない。喜ぶところじゃないのか？　今は。

　なのにどうして距離を取るんだ。俺とさっき、ああしてじいちゃんに約束してくれてたのに。

「先輩はっ」

「う……うん……」

「お祖父さまとの約束があったから、早く彼女を作りたかった。だから何度フラれてもめげずに、次の人に告白していた」

　噛かみしめるようにそう言いながら、彼女はまた一歩、また一歩と俺から離れていって。

　そして最後に言った。




「誰でもよかった、ってことなんですか……？」




　俺は、とっさに何も答えられなかった。














　──私は、なんてことを言ってしまったんだろう。




　あれから二日が経たっていた。

　その間、私は先輩に、一度も顔を合わせられずにいる。

「おにい、校門のトコで待ってると思うよ……？」

「合わせる顔がない……」

　そして、付き合って教室に残ってくれてる悠ゆう伊いにも、申し訳がなかった。

　でも、ダメだった。どうしてもダメだった。

「誰でもよかったってことなんですか、なんて……言ってしまって……」

「ん～……。ぶっちゃけ、つぶがそう言いたくなった気持ちも分かるんだけどな、あたし」

　頬ほお杖づえをつきながら、悠伊はぼやくように言う。

「実際、おにいっていつも、まず『付き合ってくれ』だったらしいし。好きとか嫌いじゃないんじゃんってね。ＯＫしてくれるなら誰でもよかった──」

「わ、私のときは、一番に『好きだ』だったから」

「同じことじゃないの？」

「違うから！」

「じゃ、いいんじゃん？」

「…………」

「いってらっしゃ～い」

「……行けるわけない」

「つい、口走っちゃっただけなんでしょ？」

「…………」

「誰でもよかった、っておにいが思ってるわけないの、分かってるんでしょ？」

「当たり前でしょう……」

　分からないわけがない。あんなにも、気持ちを伝えてもらえてて。

　あの人にとって、私は他の誰とも違うんだって……感じていないわけがない。

「なのに、合わせる顔がないんだ」

「……先輩に言ってしまったことは、私自身にも言えることだから」

「詳しく」

「私に踏み込んできてくれた人だから、特別になった。あなたのことも、先輩のことも」

「んふ。あたし特別」

「逆に……踏み込んできてくれさえすれば、誰でもよかったのかって……」

　仮にそう言われたとしたら、私は否定できない。

　だって私は、自分が何な故ぜ頷うなずいたかも分からないままに、交際を承諾していた。

　──今はもう、分かる。分かった。

　だからこそ逆に、思ってしまうのだ。

　あのときの私には分かっていなかったんだから、他の人に同じことをされたら、同じように頷うなずいたんじゃないかって……そう言われたら、否定できないと……。

「お付き合いを始めてから、好きになったっていうこと自体……」

「…………ん？」

「遅いって、罪悪感を……」

「ちょま。ちょい。待った」

「う、うん。……話の腰を折らないで」

「好きなの？　おにいのこと」

「う……」

「どこが？」

「ど、どこがと言わても……」

「あのバカ素直なトコは？」

「バカとはなんですか！　あんなに気持ちを表現してくれる人に対して！」

「んじゃ顔は？」

「と、年上の人だけど可愛かわいらしいと思う。目がキラキラしていて、表情がいつも弾んでいて。それは私と接しているからなんだと思うとなおさらに好ましくて、あとまっすぐ私を見てくれるときの真剣な顔は」

「長い長い長い」

「言わせたのはそっちでしょう!?」

「好きだから」

「う……」

「言っちゃったんだし、合わせる顔がないんだね。なるほど。んふふ」

「…………」

　そう。これは、そうなのだ。

　私はあの人が好きなんだと、もう分かるから……。

　合わせる顔がない。




　そして、どうすればいいのか分からない。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「だ、誰でもよかったの？」

「……そんなわけないだろ」

「だったらなんで……」

「そんなわけないけど……ああ言われてしまうと……」

　放課後のファミレスだった。

　俺は今日も、校門で初は鹿じか野のを待っていた。だけど、今日も彼女は姿を見せなくて。

　そこに小お津づが通りかかった。

　最初は気まずそうに、そのまま通り過ぎようとした。

　俺もそれがありがたかった。今、こいつの上から目線の意見はちょっと精神的にキツい、って。

　が……小津は立ち去りかけて、結局戻ってきた。

　たまにはお茶しない……？　と、そう言ってきた。

　背中を丸めたまま。

　たまにどころか、小津と二人でファミレスに入るなんて、今日が初めてだった。

「え、えっと、ああ言われちゃうとって、どういうこと……？」

　テーブルに置いたままのコップに立ったストローに、身体からだを縮めるみたいに口を寄せながら、小津は上目遣いで尋ねてくる。

「何度フラれてもめげなかった、なんて言ったら聞こえはいいかも知れないけど……」

「別によくはない気が……」

「茶々を入れるなよ！」

「ご、ごめん。じゅるる」

「……結局、次から次へと手当たり次第に声かけてた、って言われたらそれまでなんだ」

「…………じゅる」

「初鹿野にそう言われたら……って思うと、想像しただけで目の前が暗くなって……」

　そう。怖かった。

　今日も昨日もあの子を待っていて、来てもらえなくて……。

　焦じれると同時に、どこかでホッとしているような自分がいることにも、俺は気づいていた。

「……お、終わり？」

「あ……、うん」

「………………」

　ストローから口を離すと、小津はしばらく視線をあっちこっちに彷徨さまよわせた。

　どういうわけか、そのうちに丸まっていた背中がじわじわと伸びていく。

「っ」

　その途中から、一気にぐんっと反った。

　そして小お津づは俺を睨にらみつけて、




「だ……だったらわたしに乗り換える!?」




「……はぁっ？」

「誰でもいいんならっ」

「あ……アホかっ！　何度も言わすな、いいわけないだろうがっ！」

「だから分かってるんじゃんさっきからずっと！」

「…………」

　俺は胸を打たれたようになった。

　かくんっ、と張られていた小津の胸が一瞬で縮こまり、また背中が丸まった。

　そして小津は、昔から知っている申し訳なさそうな顔で、

「……引っ込みがつかなくなる前に動かなきゃ、なんていうか……と、取り返し、つかないと思うよ？」

「小津……」

「わたしはもう、手遅れだけど……ちょろいちょろいって、さんざん言っちゃってたけど……」

　じーっと、子供の頃の……ああ、まだ小津がこんなに背が高くなる前の頃の角度で、俺を見て。

「おじいちゃんに褒められたって、昔、学童で言ってたでしょ……？」

「う、うん。なんて……？」




「素直で正直なのが、功こう成せいの取り柄だって……」

「────」

　背筋が、ざわざわざわっと一気に粟あわだった。




「そうだよな！」

「それ。まさにそれ……あはは……」

　勢いよく、俺は立ち上がった。

「ありがとな小津！」

「お、おごりでいいよ」

「分かった！　それじゃ俺、行くわ！」

「うん、じゃあね」

「やっぱモテ女は違うな！」

「あはは……」





　　　　＊　　　＊　　　＊






「っ……、よし……」

　それから四日後の、土曜日。俺は頬ほおをさすりながら駅を出た。

　自分の地元の駅じゃない。初は鹿じか野のつぶらという女の子が暮らしてる街の、だ。

　結局、俺たちは今週の平日に、一度も顔を合わせなかった。

　というより、合わせられなかった。火曜の放課後に小お津づと話して、決意してからは。

「結局、今週の平日まるまる、時間がかかっちゃったけど……」

　どうしても、しなきゃいけないことだった。そしてそれは無事片付いた。

　だからあとは、彼女に伝えるだけだ。

　そう……結局、どうあろうと。何度でも。

　俺は素直に伝えるしかないのだ。きっと届く、と信じて。

『今、初鹿野の地元に来てる。これから会えないか？』

　ひとまず、彼女にＬＩＮＥを送る。

　歩き回って待つこと十分。

　返事どころか、既読もつかなかった。

「前と一緒か……」

　いや、「先輩は私にいやらしいことがしたかったんですね」のときは、たぶんお母さんと食事中だったからだ。真面目まじめなあの子はそういうときにスマホを取り出さない。

　今回はどうなんだろう。似た状況なのか、あるいは単に……。

「……どうあれ、俺の方はあのときと違う」

　さすがに押しかけるわけにはいかない、なんてもう言っていられない。

　躊躇ためらうことなく、以前一度だけ訪れたタワーマンションへ向かった。

「えーと……２５２っと……」

　エントランスに入ると、記憶していた部屋番号をすぐに呼び出す。

　緊張はなかった。強い使命感だけがあった。

『──はい』

　ほどなく、声だけだとさらに若く感じる、お母さんとおぼしき応対が返ってきた。

「あ、突然失礼します。以前お邪魔した……」

『星ほし井い出でさん』

「は、はい。その、つぶらさんはいらっしゃいますか──」

『どうぞ』

　エントランスのドアが開いた。

　相変わらず話が驚異的に早い。それに、彼女は今家にいてくれたんだ。

「ありがとうございますっ……！」

　ドアフォンにお礼を告げて、俺は飛び込むようにマンションへ入った。




「娘はここ数日、ふさぎ込みっぱなしでしたので」

　以前と同じく殺気すら漂わんばかりの怖い顔で、お母さんは俺を迎え入れると言った。

　今日は、在宅中だったからだろうか。作さ務む衣え姿だった。

　女性でこういう格好はかなり珍しい。けど、無性にハマってもいる。

「何があったかは話しませんが、あなたと何かあったというのは、察しがつきます」

「だから、すぐさま上げてもらえたわけですか」

「当人同士で話をしないことには、どうしようもないでしょう」

「恐縮です……」

「にしても、そのお顔は？」

「お気になさらず……ちなみに、つぶらさんは？」

「……部屋に閉じこもっています。ここ数日、家ではこの調子です」

　つまり、まずは開けてもらうか、出てきてもらうか、しなきゃいけないわけか……。

　ドア越しに話すんじゃ、電話と一緒だし。目を見て言わなきゃ意味がない。

「俺、ノックさせてもらっても大丈夫ですか？」

「当人同士で、と言いましたが」

　ぎろっ！と火が出そうなくらいの強い眼光。が、俺はもう特に気にもせず、

「そうでした。すいません。それじゃ失礼します」

「…………」

　答えると、お母さんは眉み間けんに深いシワを寄せた。

「な、なんでしょう」

「なるほど、と」

「はあ……？」

「怯おびえないでいただけて助かります」

　ああ、そういうことか……。

　この人はこの威圧感が原因で、旦だん那なさんに逃げられた……と聞いてる。

　娘さんと同じく、自分が人から恐れられる自覚があるんだろう。

　……けど、あいにく俺は初は鹿じか野のの彼氏。この威圧感は誠実さだって身に染みてる。

　真剣に接しようとしてくれてるんだ、この人は。

　ありがたく、彼女の部屋の前に立つ。

　たぶん、今までのやりとりも、聞こえていたとは思うけど……。

「……初は鹿じか野の。伝えたいことがあるんだ。出てきてくれないか？」

　呼びかけても、返事はなかった。

　中で彼女は、どんな顔をしてるんだろうか。

「待ってるから」

　どうあれ、今の俺は信じるしかない。そう告げて一度ドアから離れた。

　そんな俺を、お母さんの強い視線が出迎える。

　……うん。お母さんには事情を伝えておこう。

「俺、つぶらさんに……たぶん、辛つらいことを言わせてしまったんです」

　今になると、そんな気がしていた。

　俺は誰でもよかった──なんて、彼女が本気で思うはずがない。

　そう信じられるくらいには、いろいろな時間を重ねてきたつもりで。

「他の人とは違うって、言ってもらえた俺なのに」

「……そういうことならば」

　お母さんは俺を見み据すえたまま頷うなずいた。

「その辛いことも、あなたにだから言えたのでは？」

「お母さん……」

「私は娘を、私のようにはならないで欲しいと願って、育ててきました」

　こくん、と怖い顔のまま頷いて、

「私は、言うことも、言われることもできませんでした」

「…………」

「どうか、娘を待っていてあげてください。今、飲み物と何かお茶請けを用意します」

　そう言うと、お母さんはダイニングキッチンに向かった。

　ああ、何か、信じてもらえたらしい……。この短時間で……。

　本当に驚くほどの話の早さだけど、ありがたいことこの上ない。

　あ、でも。

「その、お構いなくっ……いきなり上げてもらった身ですし……」

　ありがたい分、やっぱ遠慮はしてしまうって。甘えっぱなしというわけにはいかないし。

　が、お母さんは完全無欠の真顔で、流しの上の棚に手を伸ばして、

「そういうわけにはいきません。むしろとっておきの器を出させてください」

「いやいやホントにっ……！」

　娘以上の誠実さというか、なんというかだな！

　そして娘とほとんど同じ体型なだけに、手はさっぱり上の棚に届いてない……。

「……踏み台を持ってくれば届くんですが」

「で、でしたらせめて速やかにそれをっ」

「ですがそんなものに頼らずとも取って見せます。それがあなたの態度への誠意でしょう」

「いやちょっとお母さん!?」

　なんかぴょんぴょんし始めたし！　徹底的に初は鹿じか野の以上だな、あらゆる意味で！

　というか、あの状態で上の棚のものなんか取ろうとしたら、がらがらがしゃんと身体からだめがけて降ってくるようなことにならないか!?　下手したら！

「ああもうっ……！」

　放ほうってもおけず、俺は慌てて駆け寄った。

　そして背伸びしているお母さんの後ろから、手をあげてひょいっと棚を開けた。

「…………」

「この棚ですよね？　えっと、いくつか箱がありますけど……」

「……い、一番右の、黒の箱です」

「これですね……よっと」

　同じく、ひょいっと取った。

　なんか意外と重かった。これ、やっぱりお母さんじゃ取れなかっただろ。

　大惨事になる前でよかった……。

「す、すみません、出しゃばって。どうぞ」

「………………」

　お母さんは受け取った箱を、視線で火でも点つけようとしてるのかってくらいに睨にらみつけていた。

「えーっと……ちなみに、中身ってなんだったんです？」

「私が以前に焼いた茶器ですが……」

「焼いた？　ちゃき？」

「私は陶芸家なので」

「ああ、だから作さ務む衣えなんですか……」

　そして、なんでじっと箱を見たままなんですか……お茶を淹いれてくれるという話だったんじゃ……。

「……実は憧あこがれていました」

「はい？」

「いつか息子ができたら、こうして高いところのものを取って欲しいと」

「……はあ。まあ、なんか分かりますけど」

　母はは娘こそろって、これだけ背が低ければ。

　棚とか結構、寸法が男基準だしな。悠ゆう伊いでもときどき苦戦してるくらいだし。

「取ってもらえました」

「は、はい。放ほうってもおけなかったんで」

「こんなにいいものだったとは……」

　なんか、どっかで聞いたような……。

　と思っていたら、お母さんは顔を真っ赤にして、

「私にもっと、『息子がいる母』を教えてください！」

　何この展開!?

「頑張って、あなたの母になります。母にしてください」

「いえそのっ……」

　お母さんはとびっきりの真顔で、思いっきり真剣だった。

　この落差にスピード感。ホントこの人、つくづく初は鹿じか野ののお母さんだよ！

（というか、そんなこと頼まれなくても、俺としては将来的に……）

　初鹿野とそういうことになれば、自動的にお母さんは俺のお義か母あさんにもなるわけだし──

　なんて、思わず考えてしまったときだった。




「お母さんっ！」

　初鹿野の部屋のドアが勢いよく開いた。

　かと思うと、中からパジャマ姿で下ろし髪の初鹿野が飛び出してきて、勢いよくお母さんに詰め寄る。

「ダメですっ、先輩は私の彼氏なんですから！」

「は──」

　かあっと、俺は頭が熱くなった。

　──初鹿野、ヤキモチみたいに飛び出してきてくれたのか？

「お母さんが取らないでくださいっ、私の、私の特別な人なんですっ、お母さんの息子じゃありません、私の彼氏ですっ」

「問題ありません」

「あります！」

「あなたが功こう成せいさんと結婚すれば、自動的に両立するでしょう」

「…………」

　ああ、やっぱりお母さんはその辺も頭にあったんだ……。

　しかしそうなると、問題は初鹿野だ。

「えーと……初鹿野。それは、俺とそういうことになるのはごめんってこと……？」

「そっ、そういうわけじゃっ──」

　俺が思わず聞いてしまうと、初鹿野は勢いよく俺に振り向いた。

「……………………」

　振り向いたところで、その目がいっぱいに見開かれた。

「せ、先輩……」

　震えながら、手が上がる。ワナワナと口元を覆い隠す。

「どうして……そんな、ひどい顔……」

「ああ……」

　そういえばすっかり頭から飛んでいた。

　苦笑しながら、頬ほおを撫なでた。あちこち腫はれぼったく熱を持ってて、ズキズキ痛む。

　けど、その頬を綻ほころばせて、苦笑して見せて、

「今まで十何人もの相手に告白して、全部フラれてきたって、初は鹿じか野のも知ってるだろ？」

「っ……」

「その全員に謝ってきた」

「……はい？」

「さすがに数が数だったんで、時間かかっちゃったけどさ」

「ど……どういう、こと……ですか……」

「初鹿野にあんなこと、言わせちゃったからだよ」

「ぅ……」

　ぎゅうっ、と彼女は身体からだを縮め、顔を歪ゆがめる。

　まるで自分を責めるみたいに。

　その姿だけで、ああ、初鹿野はあの発言を悔いててくれたんだ……って気がした。

　だとしても、あの日、この子にああ言わせてしまったのが俺なのは変わりない。

　だからこうしてきたのだ。

「ごめん、前に君に告白はしたけど……間違えてた、ってさ」

「え？」

「フラれた全員に会って、言い直してきたんだ。あのときの告白を、撤回させて欲しいってさ」

「…………」

「ごめん、あのときの俺は、ちゃんと好きになってないのに告白してた。君のこと、好きなわけじゃなかった。だから撤回させて欲しいって……」

「………………」

「謝ったら……まあ、結構みんな怒り出すんだよなぁ。意味分かんないとか、忘れたいのに思い出させやがってとか、蒸し返してそれとかなんかの当てつけ？とか」

「……………………」

「で、その中の何人かは、よっぽど腹が立ったのか、ぶっ叩たたいても来てさ。平手の子が多かったけど中にはグーとか、そばにあった傘で叩たたいてきた子もいたんだぜ？」

「…………………………」

「まあ、全部俺が悪いんだから甘んじて受けたけど……とにかく、だからこのとおりってわけ」

「……………………………………」

　初は鹿じか野のはもう、目どころか口もいっぱいに開けていた。

　俺の話を聞けば聞くほど、大きくしていって、

「なっ……なんで……そんな……」

　うわずった震える声で、理由を聞いてくる。

　その眉まゆは悲しげに歪ゆがみ、驚きながら、痛ましげに俺の顔を見てくれてるのが分かった。

「わざわざっ……」

　──いくらだってする。こんなこと。

　君に、想おもいを伝えるためなら──




「初鹿野だけなんだ！」




　愛を叫ぶように。

　俺は、大声でそれを伝えた。

「は、ぁう……」

「誰でもいいんじゃない。俺が初めて恋をしたのは、初鹿野だけなんだ。初鹿野だけを俺は好きになったんだから……誰でもよくなんかない」

「うぁ、あ、ぅ……」

　初鹿野は息を呑のんでいた。

　この子らしい誠実さで、俺の言葉をいっぱいに受け止めてくれていた。

　だから俺は言葉を続ける。彼女に響かせるように、言った。

「だって、俺の気持ちを分かってくれたのも、そもそも分かろうとしてくれたのも……つまり、俺の波長みたいなものを受信してくれたのは、初鹿野だけなんだ」

「はっあっ、あぅぁ、あぁっ……」




　出会ったあの日。

　友達にすら理解してもらえない、分かってくれる子なんて存在しないのかも知れない。

　諦あきらめかけて、それでも……と、どうしても捨てられずにいた気持ち。




「誰かに特別なことをしてもらえたら、その人が特別に感じるくらいに嬉うれしいって……」

「あ……あぁ……う……」




　そう。フラれた子たちへの気持ちは、恋ではなかったけど。

　嬉うれしかったのは嘘うそじゃないんだ。

　特別だと、大事にしたかったのは間違いないんだ。

　それを……。




「ただそれだけの……俺がどうしても大事にしたかった、素直な気持ちを」

「せ、せんぱ、うあっ、も、もう」

「しかも、即座に理解してくれたわけじゃない。分からないからってきちんと受け止めて、一生懸命咀そ嚼しやくして理解に努めて、そうして分かってくれたんだ。そんな誠実な女性、初は鹿じか野の以外にいるもんか」

「せ、せんぱっ……うああっ……だ、だからもうっ……」

「……だから、ありがとう」

「え……？」

「初鹿野は自分を、どうしても人に距離を取らせてしまうって言ってたけどさ。でも、俺はそうじゃないって思うんだ」

「え……？　えっ……？」

「……初鹿野はきっと、大事にしてくれてたんだよ。自分の魂の、綺き麗れいさみたいなものをさ」

「────」

「だから初鹿野は、俺の気持ちに共振してくれたんだと思うんだ。だから、その綺麗さを大事にしたいって俺は思えて……だから……」

　まっすぐ、素直に。ただ、彼女だけを見つめて。

　俺は言った。




「俺と巡り会ってくれてありがとう。つぶら」

「は──────」




　初めて、彼女の名前を呼んだ。

　がくがくがくっ、と彼女の膝ひざが砕けた。

　やがて、脱力するように、へたぁ……とその場にへたり込んでしまった。

「わた、わたし、せんぱい、わたし、わたし……」

　全身に、声まで震わせて。

　こんなになるくらいに、響いてくれた。

　彼女くらい綺き麗れいじゃなきゃ、こんなには響いてくれない。

　──そして、たぶん。

　それは、お互い様みたいなものなんだ。

「せ……せんぱいっ！」

　彼女はやがて、力を振り絞るみたいに俺を見上げた。

「お願いが……ありますっ……」

「うん。聞かせて欲しい」

「明日……明日はお休みですけど……校門のところまで、来て欲しいんです」

　その真っ赤に染まった顔を見ているだけで、俺の胸は高鳴った。

「一日、一日待ってください。きちんとさせてください。きちんとして……」

　何かが、確かに。

　すでに、そこへ響いていた。

「伝えたいことが、あるんですっ……」














「に、日曜日のこんな時間から、女同士でお茶とか……遊び人のわたしとしては普通あり得ないんだけど……ねっ」

「梅うめちゃん、あたしの前ではそういうのいいから」

「う……。ゆ、ゆっこだもんね。何もかも知ってる……」

「そんな見み栄えばっか張ってるくせに、おにいの背中押してくれたんでしょ？」

「そ、それは……押したっていうか……さんざん話聞いてたし……」

「ま、押さなくてもどうにかなってた気もしないでもないけどね。あの二人だし……」

「あはは……こ、功こう成せいは変なとこ素直なくせに、絶対曲げないところもあるもんね……」

「……つぶはさぁ。梅ちゃん」

「う、うん……」

「なんていうか……なんだろうね？」

「答えようがないよ、ゆっこっ」

「まわりが険しすぎて、外界と隔絶されてた奇跡の秘境……みたいなもんだと思うんだよね……」

「あ……それ、なんだか分かるかも。話聞いてただけのわたしが言っていいならだけど……」

「梅ちゃんがリアクションしてくれないと話しようがないよ～？」

「わ、分かる。気がする」

「んふ、ありがと。で……今まで誰も立ち入れなかったから、とんでもなく綺き麗れいなままだったわけ、その秘境。だから『ちょろい』とは違うと思うんだよね、たぶん。ただひたすら綺麗なままだったっていうか。奇跡的に」

「じゃ……じゃあ、功成の方は……？」

「梅ちゃんはどう思う～？」

「丸投げされたよっ」

「今度はゆっこがリアクション係」

「え、えっと……そんな未踏の地だったらね？　踏み込めたら、好き放題にしちゃうのが人間だと思うんだ」

「分かる。あたしときどきしちゃいそうになったし」

「で、でも功成は違ったから！　たぶん。だから……せ、世界でただ一人、その秘境の綺麗さに感動できて……大事にしようって、思えた人……とか……？」

「…………」

「ご、ごめん……ちょっとクサかったかも」

「ん～まぁ、あの二人が悪いってことで。お似合いすぎて」

「そ、そういえば……今なんでしょ？」

「うん……今頃、落ち合ってるんじゃない？」

「そっか……なら、きっと……」

「ま、あたしには関係ないし、どうでもいいけど……眠くなってきたな～……」

「一番心配してたゆっこがそれ言ったら台無しだよっ」

「向こうが台無しになってなければ、どうでもいいよ……」





　　　　＊　　　＊　　　＊






　──日曜日の、校門前。

　俺たちは互いだけを見て、向かい合っていた。

　まわりには他に誰もいない。俺と、彼女の二人だけ。

　二人とも、申し合わせたかのようにそろって制服姿で。彼女はきちんと髪を整えていて。

「……先輩」

「うん……」

　俺は、胸を高鳴らせて待っていた。

　彼女の伝えたいことを。

　彼女は、勇気を振り絞るように、一歩踏み出した。

　俺に──あの日の、俺のように──




「──せんぱいが、すきです」




　精いっぱいに、伝えてくれた。

　彼女からの告白。

　熱と鼓こ動どうが、喜びの形でぶわっと全身に広がった。




「自分からも、告白しなきゃいけないと思ったんです。先輩が、してくれたみたいに。あの日、わけも分からず頷うなずいていた私だから。どうして頷いたのか……分かるようにしてくれた、先輩だから」

「うん……、それじゃあ……」

「はい……もう、分かります。聞いてくれますか」

「聞きたい。聞きたいっ……！」

「……心底、聞きたがってくれてます」

「そりゃ俺だから」

「ふふっ……はい……」

　つぶらは、真っ赤な顔を綻ほころばせ、はにかむ。

　そして、笑みを湛たたえたままの唇で聞かせてくれる。

「私は、きっと。自分もお母さんのようになるんだと思ってしまっていて」

「そんなことないってっ」

「はい……そんなことなかったんです」

「……え？」

「たぶん、本当は憧あこがれていたんだと思います。昔からずっと……幸福な結婚というものに」

「……それって」

「母が、できなかったことですから。距離を取ってしまいながら、きっと……」

「それじゃあ……俺の告白を、ＯＫしてくれたのは……」

「……先輩って、男女交際をなんだと思っていますか？」

「そりゃ、好き合ってる男女が、互いを特別に思って……」

「…………」

「一緒にいたいって。一緒にいて嬉うれしいって……一緒に、人生を歩いて行きたいって……」

「結婚に、直結していますよね」

「……うん」

　じいちゃんの約束があって。

　自分なりに、恋愛というものについて考えて。

　大事にしたいと思えるものを、素直に突き詰めたら……。

「結婚への準備期間みたいなものだって、考えていらしたんだと思います」

「……まったくもってそのとおりです」

　そう。俺の恋愛観というやつは、そうなっていた。

　彼女ができたら、ラブラブになって。ごくごく自然と、当たり前のようにそのまま結婚して……赤ちゃんを作って、一緒に育てて生きていくって思ってた。

「だから、きっと。……私に響いたんだと思うんです」

「そ、それってつまり……じゃあ、つぶらが俺の告白にＯＫしてくれたのは……」

「はい。大事にしたい、生涯かけて……」

　つぶらは、まるでヴェールが上がった花嫁みたいに──、




「まるで、プロポーズみたいだったからだと……思います」




　まっすぐに俺を見上げて、言った。

　告白が永遠の愛を誓う宣誓のようだった俺。

　そうだったからこそ、頷うなずいたつぶら。

　二人とも出会ったその日から、頭のどこかで結婚を意識してた。

　してしまってたような二人だったから……好き合えた。




「……つぶら」

「はい、先輩」

「プロポーズみたいに感じたから、ドキッとしてＯＫしてくれたとか……」

「せ、先輩こそ。いきなり、そこまで意識してくださるとか……」

「俺もおまえもちょろすぎないか!?」

　たまらず、俺は噴き出してしまいながら言った。

「本当ですっ……」

　つぶらも、弾はじけるように笑い出した。

　ああ、もう、最高だ。こんなお似合いの二人がどこにいるっていうんだ──

「ありがとう、つぶら。大好きだ！」

「私もです、先輩っ」

「じゃあ……行こうか」

　笑いながら、俺は腕を差し出した。

「はい……行きましょう」

　笑いながら、つぶらは俺の腕を抱いた。

　互いの体温と感触が、互いに伝わり合う。

　二人の温度は響き合い、やがて混じり合うように一つのものになっていく。

　そうやって歩き出した。

　改めて。




「た、ただ、先輩。その……お願いがありまして……」

「ん～？」

「に……二年っ。待ってください！」

「……何を？」

「その、その。に、二年経たてばそろって、結婚できる歳としに……私たち、なれますから……」

「…………」

「そのときまでは……、そのときになったら……その、その、わ、私を……」

「……すごいこと言われちゃってる」

「どうしても言わなきゃいけない流れだったからですっ」

「二年なんてさ！」

「は……はい」

「一生に比べたら、一瞬だって」

「…………」

「真っ赤なの可愛かわいいなぁ、つぶら」

「せ、先輩こそっ。嬉うれしくてしょうがないっていう顔、可愛いんですからね」

「いーやっ、つぶらの方が可愛いね！」

「……な、何回言ってもらえても、まだ慣れません」

「ん？　じゃあ……」

「もっとお願いします」

「……ちゅっ」

　たまらず、頬ほおにキスをした。

「!?　せっ、せせせ、せんぱっ……いまっ……」

「はは……何百回の言葉よりも、伝わるかなぁって」

「伝わりましたけど！　先輩の気持ち、怖いくらいに感じてましたけどぉっ──」




　──確信があった。

　きっと、将来。俺たちは今日のことを笑って振り返る。
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　僕は普段、大人向けのゲーム（お察しください）のシナリオを書いています。

　お察しいただくしかない内容を軸に据えた男の子と女の子の関係性の話ばかりをひたすら生産しておりました人間ですので、正直なところ、自分にラノベが書けるとは思っておりませんでした。

　なのでその旨、最初の打ち合わせのときに担当様に申し上げました。こんな人間ですけどいいんでしょうか、大丈夫なんでしょうか！　みたいに。なんか怯おびえながら。

　よいのです、大丈夫です。と担当様は仰おつしやってくださいました。だけでなく、僕に素晴らしい事実を教えてくださいました。

「ラノベではＪＣヒロインが堂々と書けますよ」

「ＪＣ……ヒロイン！」

　そのときの僕の「パアァ……」みたいな笑顔になりっぷりと言ったらなかったと思います。

　と申しますのも、大人向けゲームはお察しの事情でヒロインの皆さんは全員十八才以上の大人の女性と決まっております。しかし僕が好きな年代はＳＣＫＤで言うとまさしくＣでした。子供と少女の端境期ゆえの云々とか、身体からだはもう充分に女なのに自己認識がまだ追いついてないそのアンバランスさが云々とか、好きな（＝書きたい）理由はいろいろありますがここではひとまず置いておきます。とにかく「そうか！」でした。天啓のようでした。なので僕は満面の笑みで即座に申し上げました。

「うわあ、書きます！　いえ書かせてください！」

　という次第で本書が執筆できたのは全て担当様のおかげです。

　その後も慣れないラノベ執筆でさんざんお世話をおかけしてしまい、担当のＯ様には頭が上がりません。この場をお借りして、深く深くお詫わびと御礼申し上げます。

　また、本当に本当に可愛かわいらしく素晴らしいイラストを描いてくださったすいみゃ様、編集長様をはじめとした編集部の皆様、他にも校正、装丁、印刷、広報、営業、販売といった、本書を形にするためにお力添えくださった全ての方々にも篤く御礼申し上げさせてください。

　そして、なにより。お読みくださった皆様に、最大級の御礼を。

　ほんのちょっとでも、心がなんと言いますか、ホンワリしたりキュンとしたりしていただけたなら、それに勝る幸いはございません。現実が辛つらい分、精神的な甘味をささやかでもご提供できれば、というのが自分のモットーですので。

　いや本当、生きるの大変ですもんね……しんどい……（いやな締め方）。

　それではまた、お会いできるようならば。保ほ住ずみ圭けいでした。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『伝染特権』





「ちょ、ちょっと待ってください！」

　思いっきり眉を寄せながら、初は鹿じか野のは言った。いつも以上に怒っているみたいな、鬼気迫る、と表現してもいいくらいの顔つきだった。

「どういうことなんですか。あくびが……伝う染つる……？」

　俺と悠ゆう伊いは顔を見合わせる。まさか、こんな反応をされるとは思わなかった。

　珍しく、三人で下校中だった。歩きながらの会話のさなか、俺は不意に眠気を覚えてあくびをしてしまったのだが……それを見て、悠伊もつられてあくびをしたわけだ。

　まあ、俺たち兄妹の間では、よくあることだった。なのでいつもどおりに、「も～おにい、伝染さないでよ～……」「ああ、悪い悪い」なんて言い合っていたところ……。

　初鹿野がものすごい真顔で、聞いてきたわけである。

「……つぶ、こういうのないの？」

「そんな現象が存在するのだと、今知ったんだけど……」

　悠伊に答えると、彼女は口をへの字に結び、顎に手を当てて怖い顔で考え始める。

「どうしてそのようなことが……先輩、理屈に合わないじゃないですか。眠気は空気感染するものではないはずですし」

「そう言われてもなぁ……うーん、あくびが伝染る理屈かぁ。考えたことなかったけど……」

「むぅ……」

　殺気すら漂わせんばかりの、ますます難しい顔で考え込む初鹿野。

　これ、きちんとなにかが腑に落ちないと収まりがつかない感じだな。彼女の生真面目さは、こういうことにも発揮されてしまうからある意味大変である。

　が、初鹿野のそういうところが好きな俺なので、こうなると彼女の理解の手助けをしたくなる。

「とりあえず整理してみようか。まず、悠伊は誰からでも伝染るわけじゃないよな？」

「そだねぇ。つぶからもないよね？」

「私はそもそも人前であくびをしないように気をつけてるから」

「言われてみれば見たことないかも」

　そして当たり前のように言うから、なんというか、さすがだ。

「となると、なんで俺からは伝染るかって話だけど……やっぱり俺たち兄妹だし、気を許してるからとか、子供のころは一緒に寝たりしてたからその頃の名残がーとか、そんな感じなのかな」

「ん～、それはあるかもね。おにいが油断してると、あたしも油断しちゃうみたいな」

　まあ、それ以前に悠伊は一日中油断しっぱなしというか、ゆるみっぱなしで常に眠たいって気もするけども。

　などと考えていると、初鹿野が俺を睨むように見据えて聞いてくる。

「それで行くと、ご兄妹なら条件は同じはずですが……悠伊のあくびが先輩に伝染る、ということはないんですか？」

「ああ、うん。伝染経路……というのもアレだけど、常に俺から悠伊だな」

「なるほど。つまり先輩は……悠伊ほどには……もしあくびの伝染が今の仮説どおりに、相手への気の許しようで、共鳴のように起こる現象だとしたら……」

　俺の答えを受けると初鹿野は顔を伏せ、ブツブツと小声でつぶやきながら、あれこれと考えを巡らせる。

　真面目に考え込んでるところも可愛いなぁ、初鹿野は……。




　が、結局その後もこれという結論は出ず、初鹿野とは駅で別れた。

　お役に立てず申し訳ない、なんて思ったわけだが……その翌日の朝。

「お、おはようございますっ、先輩」

　改札前で待っていた俺に、彼女は微妙に意気込んだ様子で合流してきた。

「おはよう……どうかしたか？」

「いえ、その……」

　といったん視線を外すと、少し躊躇ためらうように唇をモゴつかせて……そのうちに、頬がバラ色に上気してくる。俺が思わず見とれてしまいそうになっていると……、

「っ！」

　俺をキッと睨みつけ、その次の瞬間。

「ふ…………、ふわぁ～、あっ」

　彼女はぎこちなく口を開け、明らかに不自然なあくびをしてきた。

　当然、きょとんとしてしまう俺である。いや、可愛かったけど……何？　今の。

　しかし初鹿野は真っ赤な顔で、俺を睨みつけるばかり。

　──ひょっとして。

「ふ、ふわ～ぁあっ」

　思い至った途端、俺もまたあくびをして見せた。

「あ……」

　ぱあっ、と初鹿野の怖い顔が一気に綻び、笑顔が輝く。

　──ああ、やっぱり。

「ふ、ふふっ。人前であくびなんて失礼しました。でも仕方ないんです、朝ですからね」

　初鹿野は笑顔のまま、ギュッと俺の手を握ってきてくれた。

「行きましょう、先輩っ」

　その手の温かさと笑顔の柔らかさに、俺も当然、笑ってしまう。

　初鹿野があくびしているところを唯一見せるのが、俺だけなんだから……。

　そりゃ、喜んで伝染りにいくってもんだ。

　たぶん彼女が期待してくれていたとおりに。まるで、互いの特権みたいに。

　そして、初鹿野は俺の手を握って歩き出しながら囁いた。

「……私もいつか、先輩のあくびが伝染るようになりますね」

　となると、俺のあくびが彼女に伝染って、彼女のそのあくびがまた俺に伝染るんだろうか。

　何その想像しただけで幸せそうな無限ループ……！

「頑張ります、私！」

「いや、そんな気を張ると眠気なんかすっ飛ぶんじゃないか？」

「あ……そ、そうですね。難しいものです……」

　──いつかお互い、本当に、あくびが伝染り合う日が来る。

　そんなことを無邪気に信じられるのは、やっぱり、恋ってやつなんだろうな。

　……いや、そんなことをあくびで実感するな、と言われてしまったら黙るしかないんだけども。

　いいのだ。これで。俺たちは。
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